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  はじめに

テキストファイルを印刷（PDF化）するには、何らかの印刷ソフトを使い、印刷する用紙の大きさや文字の大きさなどレイアウトを指定する。それと同じように、XMLドキュメントを印刷するにもレイアウト指定が必要である。

XSL-FO（Extensible Stylesheet Language）は、XMLを印刷するためのレイアウト指定用標準言語の一つである。そして、XSL-FOドキュメントを読んで印刷するソフトがXSL-FOプロセサである。XSL-FOは2001年10月にV1.0が勧告され、2006年12月にV1.1となった。英語の原文は次のところにある。

「Extensible Stylesheet Language (XSL) Version 1.1」（W3C Recommendation 05 December 2006、XSL-FO V1.1）https://www.w3.org/TR/xsl/

また、XSL-FO V1.1の日本語訳はJIS X 4179:2010「拡張可能なスタイルシート言語（XSL）1.1」になっている。

XSL-FOはマークアップ言語と印刷の専門家が、英知を集めて開発したものであり、歴史に残るだろう。しかし、仕様書原文はXSL-FOプロセサ開発者向けの内容が多く、利用者にとっては難解すぎる。そこで、本書では主としてXSL-FOプロセサを利用する人を想定し、XSL-FO仕様の要点を図やサンプルを使って解説した。XSL-FOは機能拡張が容易であり、それぞれのXSL-FOプロセサがさまざまな拡張機能を提供しているが、本書はXSL-FO V1.1の標準仕様の範囲内での解説にとどめている。なお、本書はXSL-FOの仕様を網羅していないので、すべてを網羅したい方は仕様書原文を参照されたい。

注意

	本書の読者にはXMLドキュメントについての基礎的な知識を前提としている。

	本書のXMLやFOのサンプルは、見やすくするために、本来は不要な（あるいは入れるべきではない）改行や空白を使って整形している。

	読み易くするため、fo:marker（マーカー）のように（　）内にFOの日本語名を表記し、意味が曖昧にならない範囲でFOを日本語名で表す。

	本書の説明はFOを中心に進めており、プロパティは汎用のプロパティを除いてFOの説明の一環で行っている。しかし、プロパティは複数のFOに適用されるものが多い。そのときは索引からプロパティを説明している箇所を探すことができる。
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    第1章 XSL-FO による組版の概要

組版とは原稿を指定されたレイアウトの通りに印刷用のページに仕上げることである。小規模な組版作業は、テキストファイルやMicrosoft Officeなどでとして執筆された原稿を元に、組版担当のオペレータがデスクトップパブシッリング（DTP）ソフトを使って、対話的に行うことが多い。商業用印刷分野ではIllustratorなどのデザインソフトを使って、印刷用のページをデザインしてPDFを作ることも行われる。こうした作業は制作者が人手で行う。

これに対して、XSL-FOはXMLドキュメントとして用意される原稿を印刷用のページに仕上げるときに採用される。ドキュメント原稿をXMLで用意する目的は、原稿をデータベースやCMS（コンテントマネジメントシステム）などに登録・管理して、出版工程まで自動化して出版作業に要する期間やコストを減らすことである。XSL-FOを使う制作プロセスは、XMLドキュメントをプログラムで自動処理・自動組版できるので、このような目的に最適である。XSL-FOを使う制作プロセスは比較的大規模な出版物を繰り返して組版するのに向いている。また、人手を介さないので自動組版ということもある。

1.1 組版で配慮すべきいくつかの項目

印刷用の組版は、紙のページ上に原稿をレイアウトして配置する。そこで、ページ指定、原稿へのレイアウト指定などの重要な指定項目がある。

ページとは

ページはシートまたはパネル上で文字などの情報を配置する領域でありその領域を数える単位でもある。書物の形式には巻物状（スクロール）と冊子状（コデックス）がある。冊子状の書物の場合、1枚の紙の片面が1ページである。巻物のときは巻物をスクロールする方向と行を進める方向が同じ方向であればページが必要なく、異なる方向のときはページが必須となる。

[image: 横書きの文書の縦スクロールではページ区切りが不要]

図1.1 横書き文書の縦スクロール



[image: 縦書き文書の横スクロールではページ区切りが不要]

図1.2 縦書き文書の横スクロール



XMLドキュメントをHTMLに変換して、CSSでレイアウトを指定し、ブラウザでパソコンやモバイル端末の画面に表示・印刷できる。しかし、ブラウザは文書を画面に高速表示することを主たる目的として設計されており、ブラウザではページ区切りは重視されていない

これに対し、XSL-FOは冊子や本のようなページの大きさやページの並びといったページ概念をもつ媒体を想定し、ページレイアウトを指定するための機能が豊富である。次のような印刷・製本向けの指定が充実している。

	ページの縦と横のサイズ（判型）の設定

	ページの中で本文を印刷する領域（版面）の設定

	本のタイトルや発行日を綺麗に配置し、見栄えの良い表紙を作る。

	ページの上下左右のマージンを、本文のページと、そうでないページで切り替える。

	目次ページを作成する。目次の項目にはページ番号を添える。

	左ページ、右ページで鏡像になるレイアウトを設定する。

	本文ページにはヘッダー・フッター・サイドバー領域を設け、ヘッダーまたはフッター領域に柱(各ページの版面外に記載された章や節のタイトルなど)やノンブル(ノンブルは各ページのヘッダーまたはフッターに置くページ番号を表示する数字のこと。本書ではノンブルとページ番号という言葉をあまり厳密に使い分けていない。ページ番号は本文中の参照先ページ数を示す数字として使う。本の表紙はページ番号にカウントしないし、前書きや目次の部分と本文でページ番号を別にカウントすることもあるので、ページ番号は物理的なページの順番とは一致しないことが多い。)を印刷する。

	章の先頭ページには柱やノンブルを付けず（隠しノンブル）、２ページ目から柱やノンブルを付ける。

	節の見出しと節の本文などが別のページに分かれないようにする。

	表の途中で改ページするかしないかを指定する。改ページするとき表のヘッダー行を繰り返すかどうかを指定する。

	画像を自動的に本文版面の上部に寄せて配置する。

	注をページの下に脚注として配置する。

	ページの横に傍注を付ける。

	段組を設定したページを作る。本文は１段組だが索引は２段組にする、などの切り替えを設定する。

	索引を作成し、索引項目に本文の参照位置のページ番号を添える。





レイアウト指定の考え方

組版ではページの上に見出し・本文段落・箇条書き・図・表などの対象項目を適切に配置する。この配置指定がレイアウトである。XMLドキュメントには原則としてレイアウトは指定されない。そこで、XMLドキュメントを印刷するには、別途レイアウトを指定する必要がある。

DTPによる作業では、編集者やデザイナーが制作者に指示し、制作者が組版対象項目を適切に配置する。XSL-FOでは組版対象となる項目を組版オブジェクト（Formatting Object、FO）と呼ぶ。FOをどのように配置するかをプロパティによって指定する。

例えば段落はブロック組版オブジェクトという。段落にはフォントの設定、テキストの配置、左右の空き、前後の空き、左右の端から段落の開始辺と終了辺までの距離などの様々なプロパティを指定できる（詳しくは第10章 ブロック組版オブジェクトを参照）。

FOはXMLの用語では要素に相当する。プロパティはFOの属性である。XSL-FO V1.1仕様書では全部で81種類のFOと281種類のプロパティが定義されており、XSL-FOドキュメントのツリー構造の作り方（FOの出現順序・出現回数・親子関係）、どのFOにどのプロパティを適用できるかなどを規定している。



Web配信用のPDF

出版物の製作は組版工程と印刷工程が役割として分離している。現在では、できあがったPDFをWebで交換・配信するなど、印刷から離れた利用形態も多くなっている。印刷用のPDFと比べると、Webで配信するPDFでは目次から本文の見出しへのリンク（第23章 リンクを参照）を設定したり、しおり（第19章 しおりのFOを参照）を設定したりなどが必要である。





1.2 XSL-FOによる組版プロセス

XSL-FOを使う組版プロセスは図1.3 XSL-FOによる組版プロセスのようになる。

[image: XSL-FOによる組版プロセス]

図1.3 XSL-FOによる組版プロセス



XMLドキュメントをいきなり組版するのではなく、第1段階で、XMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換する。第1段階で使うプログラムがXSLTプロセサである。XSLTプロセサのために、XMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換するためのルールを記述したものがXSLTスタイルシートである。ソースのXMLドキュメントとXSLTスタイルシートをXSLTプロセサに入力するとXSL-FOドキュメントが出力される。XSL-FOドキュメントをXSLT以外の別の方法で作成しても構わない。

このXSL-FOドキュメントはレイアウトを指定した状態であり、組版された状態ではない。第2段階でXSL-FOプロセサによりXSL-FOドキュメントを組版処理する。

次にXMLドキュメント、XSLT、XSL-FOドキュメントの概要を説明する。



1.3 XMLドキュメント

XSL-FOによる組版の対象となるXMLドキュメントのタグセットはどのようなものでも構わない。文書型（DTDやスキーマ）を伴っていても良いし、伴わない整形式のXMLドキュメントでも良い。文書型はユーザーが独自に設定したものでも標準のものでも良い。但し、XSLTスタイルシートを作成するには、XMLの文書型について知っていることが前提である。次は簡単なXMLドキュメントの一部である。

<doc>
  <head>
    <title>
    スタイルシート解説
    </title>
    <author>
    アンテナハウス株式会社
    </author>
    <date>
    2001年2月
    </date>
  </head>
  <body>
    <section>
      <title>
    スタイルシートとは
      </title>
    …略…
    </section>
    …略…
  </body>
</doc>


XMLドキュメントは要素のツリー構造からなる。この例では、docがルート要素（文書全体を囲むタグ）、head要素、body要素はルート要素の子供で、headとbodyは兄弟である。headの子供がtitle、author、dateである。bodyの子供はsectionである。



1.4 XSLT

XSLTとは？

XSLT（XSL Transformations）は、XMLドキュメントのツリー構造を変換するための仕様である。XSLTは、ソースXMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換する目的で設計された。XSLTによるXMLドキュメントのツリー構造の変換は汎用に使えることから、XSL-FO仕様開発の過程でXSLTは別の言語仕様として分離された。

「XSL Transformations (XSLT) Version 1.0」は1999年にW3C の勧告になった。その後、2007年にXSLT V2.0がW3C勧告となった。本書執筆時点（2017年2月）でXSLT V3.0が勧告候補である。

XSLTの仕様を実装するプログラムがXSLTプロセサである。勧告版のXSLT仕様を実装するXSLTプロセサは沢山あり、その多くは無償で配布されている。

XSLTプロセサには入力XMLドキュメントのツリーを変換するためのルールを外部ファイルとして与える。このルールを記述したファイルをXSLTスタイルシート（またはXSLスタイルシート）という。XSLTスタイルシートの内容は入力XMLドキュメントの要素を、異なるXML要素に変換するためのテンプレートを記述したものである。このテンプレートの作り方次第で、色々なツリー構造のXMLドキュメントを、異なるツリー構造のXMLドキュメントに変換できる。



XSL-FO用XSLTスタイルシート

次に、XMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換するXSLTスタイルシートのごく一部を示す。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<xsl:stylesheet version="1.0"
                xmlns:fo="http://www.w3.org/1999/XSL/Format"
                xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
  <xsl:output method="xml"
       version="1.0"
       indent="no" />
  <xsl:param name="toc-make" select="true()"/>
<!-- Paper Size -->
  <xsl:param name="paper-width">210mm</xsl:param>
  <xsl:param name="paper-height">297mm</xsl:param>
        …略…
<!-- Content Transform-->
  <xsl:template match="doc">
    <fo:root xmlns:fo="http://www.w3.org/1999/XSL/Format">
      <fo:layout-master-set>
        <fo:simple-page-master margin-top="5mm"
                               margin-bottom="5mm"
                               margin-right="5mm"
                               margin-left="10mm"
                               master-name="PageMaster">
        …略…
        </fo:simple-page-master>
        …略…
      </fo:layout-master-set>
        …略…
    </fo:root>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>


このXSLTスタイルシートの中で、xsl:という名前空間接頭辞で始まる要素がXSLT仕様で決まっているルール記述用の要素である。また、fo:という接頭辞で始まっている要素が、XSL-FOドキュメントに出力される要素である。

XMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換するためのXSLTスタイルシートを作成するには、XMLドキュメントの構造についての知識に加えて、

	XSLTのルールの書き方に関する知識

	出力するXSL-FOに関する知識



が必要である。

第1のXSLTのルールの開発はプログラミングに近い部分がある。テンプレートの使い方を覚えればHTMLへの変換など汎用に使える。本書ではXSLTの書き方に関する解説は行わない。日本語で書かれたXSL-FOのためのXSLTスタイルシートの書き方については、次の資料を参考にしてほしい。

	「XSL-FOによるXMLドキュメント印刷のためのスタイルシート作成方法」

（AH FormatterのWebページより配布（無料））

	『スタイルシート開発の基礎』
（有償）



第2のXSL-FOについては本書で説明する。綺麗なレイアウト指定にはXSL-FOの仕様を理解するだけではなく、印刷の世界で培われてきた日本語組版の知識と経験が必要である。特に、印刷物ではレイアウト指定の良し悪しが、見易さ、読み易さに大きな影響を与える。優れたスタイルシートを作るには、プログラムの知識だけではなく、ページレイアウトをデザインする能力も必要である。

XMLのタグセットが同一であれば、1種類のXSLTスタイルシートで、そのタグセットを採用する任意のXMLドキュメントをXSL-FOドキュメントに変換できる。スタイルシートをうまく作れば、レイアウトを調整するにしても若干の調整で済み、スタイルシートの使い回しで、効率をあげることができる。一つ一つのXMLドキュメントを手作業でページ組版するのと比べると、短時間で膨大なドキュメントを組版することもできる。優れたスタイルシートは価値ある知的資産である。





1.5 XSL-FOドキュメントの例

XSL-FOドキュメントは、fo:rootをルート要素とする整形式XMLである。通常、XSLでは名前空間接頭辞としてfoを使う。しかし、その接頭辞をXSLに結び付ける名前空間宣言があれば、他の接頭辞を使っても構わない。XSL名前空間のURIは次の通り。

http://www.w3.org/1999/XSL/Format

また、XSL名前空間に属する要素には、他の名前空間に属する属性を持たせることができる。この場合、拡張された属性名は、空でない名前空間URIをもつ必要がある。XSL-FOドキュメントの要素を、FOノードとし、属性をFOのプロパティとするツリーで表現したものをFOツリーという。次にXSL-FOドキュメントの先頭部分の例を示す。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?>
<fo:root xmlns:fo="http://www.w3.org/1999/XSL/Format">
  <fo:layout-master-set>
    <fo:simple-page-master margin-top="5mm"
                           margin-bottom="5mm"
                           margin-right="5mm"
                           margin-left="10mm"
                           master-name="PageMaster"
                           page-height="297mm"
                           page-width="210mm">
      <fo:region-body margin-top="8mm"
                      margin-right="8mm"
                      margin-bottom="8mm"
                      margin-left="8mm"/>
    </fo:simple-page-master>
      …略…
  </fo:layout-master-set>
      …略…
    <fo:page-sequence master-reference="PageMaster">
      <fo:flow flow-name="xsl-region-body" >
        <fo:block …>本文のテキスト</fo:block>
      </fo:flow>
    </fo:page-sequence>
</fo:root>




1.6 XSL-FOプロセサ

XSL-FOドキュメントを組版する処理を行うのがXSL-FOプロセサ(日本語ではXSL-FO組版エンジンということもある)である。XSL-FOは標準仕様なので、世界にはいくつものXSL-FOプロセサがある。このうち、主なものを表1.1 主なXSL-FOプロセサに示す。ApacheTMFOP（Formatting Objects Processor）というオープンソースが広く使われている。XSL-FOプロセサの組版処理や制約条件はXSL-FO仕様書に記述されている。そこでXSL-FOの仕様に準拠するXSL-FOプロセサで同じXSL-FOドキュメントを組版すると、ほぼ同じ組版結果を得ることができる。但し、処理の詳細はXSL-FOプロセサの実装に任されているので、例えばテキストの改行位置、和欧文間の空き、約物の詰め(日本語組版では句読点、括弧類などを約物という。句読点や括弧類はグリフの前後に空きがあるので、組版処理においては空きを詰めることがある。これを約物の詰め処理という。JIS X4051「日本語文書の組版方法」やW3C「日本語組版処理の要件」など文字組版についての規格や解説は多い。)処理など組版結果はXSL-FOプロセサによって多少異なる。できあがったページレイアウトが完全に互換になることは想定されていない。

印刷のためのレイアウトは設定項目が多く複雑である。アンテナハウスのAH XSL Formatterは日本語組版用に最適なXSL-FOプロセサである。2000年にV1.0を発売して以来、FOPでは飽き足らない需要に応えて機能の強化を図っている。2017年4月時点の最新版はV6.4である。

表1.1 主なXSL-FOプロセサ

	製品名	提供元	URL

	AH XSL Formatter	アンテナハウス	http://www.antenna.co.jp/AHF/

	FOP	Apache	https://xmlgraphics.apache.org/fop/

	XEP	RenderX	http://www.renderx.com/tools/xep.html

	XF Rendering Server	Ecrion	http://www.ecrion.com/







1.7 XSL-FOユーザーとXSL-FOプロセサの役割

XSL-FO V1.1仕様書に記述されている内容を分類すると図1.4 XSL-FOユーザーとプロセサの役割のようになる。XSL-FOユーザーは、XSL-FOドキュメントを作るにあたって、FOがどのような機能をもっているか、FOのレイアウトをプロパティによってどのように指定できるかを理解しなければならない。その際、ベースになっているエリアモデルについても基本的な理解が必要である。

FOやプロパティの組版処理で満たすべき制約条件はXSL-FOプロセサを実装する人が対象である。制約条件については利用者はXSL-FOプロセサに任せることができる。

[image: images/coverage--epub--.png]

図1.4 XSL-FOユーザーとプロセサの役割



XSL-FO V1.1の仕様書は長文で、しかも難解な部分が沢山ある。しかし、こうした難解な部分の多くは利用者が理解しなくても差し支えないところである。


第2章 FOツリーの基本構造

2.1 fo:rootとその子供たち

XSL-FOドキュメントの上部ツリー構造を図2.1 FOツリーの基本構造に示す。ルート要素はfo:rootである。その子供を大きく分けると、①ページの雛形をまとめるFOサブツリー、②ドキュメントの内容を含むFOサブツリー、③その他のFOツリーに分かれる。
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図2.1 FOツリーの基本構造



ページの雛形をまとめるFOサブツリー

fo:layout-master-set（レイアウトマスター・セット）は必須のFOである。レイアウトマスター・セットは、単純ページマスター（3.1 単純ページマスター参照）やページシーケンス・マスター（4.3 ページシーケンス・マスター参照）などのページの雛形をグループ化する。またフローマップ（フローマップ）を含むことができる。

単純ページマスターには組版に使うページの雛形を一種類ずつ設定する。ページシーケンス・マスターはページの雛形の並び順を設定する。



ドキュメントの内容を含むFOサブツリー

fo:page-sequence（ページシーケンス）はドキュメントの内容を含む必須のFOである。冊子の組版では、目次、前書き、本文、後書き、付録、索引など冊子の構成部分毎にページシーケンスを作る。複数のfo:page-sequenceのプロパティに同じ値を設定したいときは、それらをfo:page-sequence-wrapperで囲んでプロパティを設定し、子供のfo:page-sequenceに継承できる。但し、継承できるプロパティのみが対象である。



その他のFOツリー

ルート要素の子供として、オプションのfo:declarationsとfo:bookmark-treeを置くことができる。fo:declarationsにはカラープロファイルを指定する。fo:bookmark-treeは、PDFのしおり（ブックマーク）作成などに使用する（第19章 しおりのFOを参照）。





2.2 簡単な冊子FOドキュメントと組版例

次に表紙と本文からなる簡単な冊子の例でもう少し具体的に説明する。表紙にはタイトルや発行日をレイアウトする。本文には見出しに続いて、文章の段落を配置する。本文の下部（フッター）にはノンブルを配置する。表紙用と本文用の2種類の単純ページマスターを作り、表紙用の単純ページマスターの名前としてmaster-name="cover"、本文用のページマスターの名前としてmaster-name="body"とする。

表紙の内容を構成するFOと本文の内容を構成するFOをそれぞれページシーケンスとして用意する。表紙のページシーケンスにはmaster-reference="cover"を設定する。本文のページシーケンスにはmaster-reference="body"を設定する。

全体のFOツリーは図2.2 表紙と本文からなる冊子のFOツリーのようになる。

[image: i01-image2.png]

図2.2 表紙と本文からなる冊子のFOツリー



流し込みの順序はFOツリーのページシーケンス順である。最初のページシーケンス（cover）を、指定したページマスター（cover）に流し込むと、ページマスター（cover）を雛形としたページ（表紙）が作成される。表紙の所定区画にページシーケンス（cover）の部分ツリーが規則に則り配置される。もし、ページマスター（cover）の領域にページシーケンスの内容が収まりきらなければ、2ページ目が作成されまた所定の領域に残りの内容が配置されていく。表紙は1ページなのでページシーケンスの内容が1ページに収まるように準備するべきである。

ページシーケンス内で配置するFOがなくなった場合、次のページシーケンス（body）の処理を始める。ページシーケンスが変わるところでは改ページされる（改丁の指定もできる）。ページシーケンスの内容を流し込み終えたら組版終了となる。

ページシーケンスの子供には、fo:static-contentsとfo:flowがある。流し込みの主役はfo:flowの内容である。fo:flowの内容を本文区画（fo:region-body）に配置してページを作っていく。fo:static-contentsの内容はページが作られたときに指定された周囲区画（fo:region-beforeなど）に配置される。

前記の例をFO で表すと次のようになる。ルート要素はfo:rootであり、その最初の子供として一つのfo:layout-master-set（レイアウトマスター・セット）を置く。次の子供として一つ又はそれ以上のfo:page-sequenceを置く。

fo:page-sequenceは表紙用、本文用を兄弟として用意する。fo:page-sequenceのmaster-reference プロパティに、ページシーケンスを流し込むページマスターの名前を指定する。

<fo:root>
  <fo:layout-master-set>
    <fo:simple-pagemaster master-name="cover">
    ......................
    </fo:simple-pagemaster>
    <fo:simple-pagemaster master-name="body">
     ......................
    </fo:simple-pagemaster>
  </fo:layout-master-set>
  <fo:page-sequence master-reference="cover">
  ......................
  </fo:page-sequence>
  <fo:page-sequence master-reference="body">
  ......................
  </fo:page-sequence>
</fo:root>


fo:simple-page-masterはレイアウトマスター・セットの子供である。次の例は、coverとbodyという2種類の単純ページマスターを定義したレイアウトマスター・セットである。coverは表紙用である。表紙にはヘッダー・フッターなどはないのでfo:region-body区画のみを設定する。bodyにはfo:region-body、fo:region-before、region-afterを設定する。fo:region-beforeはヘッダー、region-afterはフッターの領域である。

<fo:layout-master-set>
  <fo:simple-page-master margin="50mm 40mm 25mm 40mm" 
                         master-name="cover"
                         page-height="297mm"
                         page-width="210mm">
    <fo:region-body margin="0mm 0mm 0mm 0mm"/>
  </fo:simple-page-master> 
  <fo:simple-page-master margin="10mm 00mm 10mm 00mm" 
                         master-name="body"
                         page-height="297mm"
                         page-width="210mm">
    <fo:region-body margin="15mm 25mm 20mm 25mm"/>
    <fo:region-before region-name="header" extent="10mm" />
    <fo:region-after region-name="footer" extent="15mm" />
  </fo:simple-page-master>
</fo:layout-master-set>


表紙と本文のfo:page-sequenceは次のようになる。

<fo:page-sequence master-reference="cover" 
                  force-page-count="even">
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block space-after="120mm" 
              font-size="24pt" 
              font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
              text-align="center" 
              background-color="#EEEEEE" 
              border-style="solid" 
              border-color="#888888" 
              padding-top="5pt" 
              padding-bottom="5pt" >
      <fo:block>
XSL-FOによる<fo:block/>XMLドキュメント印刷のための<fo:block/>スタイルシート作成</fo:block>
    </fo:block>
    <fo:block space-after="5mm" 
              font-size="12pt" 
              font-family="'ＭＳ 明朝'" 
              text-align="center">2016年3月</fo:block>
    <fo:block font-size="14pt" 
              font-family="'ＭＳ 明朝'" 
              text-align="center">
    アンテナハウス株式会社
    </fo:block> 
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>
<fo:page-sequence master-reference="body" 
                  initial-page-number="1">
  <fo:static-content flow-name="header">
    <fo:block font-size="12pt" text-align="center">
    ヘッダー
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="footer">
    <fo:block text-align="center">
      <fo:leader text-align="center" leader-pattern="rule" leader-length="60%" />
    </fo:block>
    <fo:block font-size="14pt" text-align="center">
      <fo:page-number/>   
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="end" />
  <fo:static-content flow-name="start" />
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block font-size="22pt" 
              font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
              space-after="14pt" 
              break-before="page" 
              border-after-style="solid" 
              border-after-width="2pt">はじめに</fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。このため、この仕様に基づいて作成された結果をXSL-FO（XSL-Formatting Object）と呼ぶのが通例です。
    </fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" text-align="justify">
さてXMLドキュメントから、このXSL-FOを作成して印刷するには、次の手順が一般的です。
    </fo:block>
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>


この例ではページシーケンス（cover）の制約条件をforce-page-count="even"で偶数を指定しているので、2ページ目が空白となる。ページシーケンス（body）にはinitial-page-number="1"としているので、本文は3ページ目から始まるが、フッターのノンブルは1となる。

[image: 組版結果のPDF]

図2.3 組版結果のPDF




第3章 ページマスターとページシーケンス

ページマスターはページの雛形を設定する。ページシーケンス（3.3 ページシーケンスを参照）は子孫としてテキスト・表・画像などドキュメントの内容を含むFOである。XSL-FOプロセサによる組版では、ページシーケンスの内容をページマスターに流し込んで組版済みのページを生成する。ページマスターにはページマスターには①単純ページマスター（本章で解説する）と②ページシーケンス・マスター（4.3 ページシーケンス・マスターを参照）がある。

3.1 単純ページマスター

fo:simple-page-master（単純ページマスター）はページを規定するFOである。その子供には必須のfo:region-body（本文区画）、オプションとしてregion-before（前方区画）、region-after（後方区画）、region-start（開始区画）、region-end（終了区画）が設定される。

[image: 単純ページマスターの構造]

図3.1 単純ページマスターの構造



単純ページマスターのプロパティ

fo:simple-page-masterの重要なプロパティはmaster-name（必須）、page-heightとpage-width、およびマージンの3種類である。他にreference-orientation（5.4 参照方向を参照）、writing-mode（5.5 ライティングモードを参照）を指定できる。

プロパティmaster-nameプロパティには単純ページマスターの名前を設定する。単純ページマスターの名前はぺージシーケンスから参照される。また、後述のfo:single-page-master-reference、fo:repeatable-page-master-reference、fo:conditional-page-master-referenceが単純ページマスターを使用するときにも参照される。

表3.1 master-nameプロパティ

	プロパティ値	説明

	<name>	（初期値は空）文字列の指定が必須である。単純ページマスターまたはページシーケンス・マスター（4.3 ページシーケンス・マスター）に適用する。名前はすべての単純ページマスターとページシーケンス・マスターを通じてユニークでなければならない。





ページの大きさは、ページの高さをプロパティpage-heightプロパティで、ページの幅をプロパティpage-widthプロパティで指定する。単純ページマスターに設定するページの高さとページの幅は仕上がりサイズである。

表3.2 page-heightとpage-widthプロパティ（共通）

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	ユーザーインターフェイスのウィンドウの高さまたは幅から、または媒体から設定される。媒体が不明のときは実装依存である。

	indefinite	未定。このときは内容の大きさから設定される。page-heightとpage-widthの両方とも未定義ではいけない。

	<length>	高さまたは幅を長さで指定する。





ページの中央にはテキストを配置する版面領域を置き、上下左右に空きをとる。それぞれをプロパティmargin-top、プロパティmargin-bottom、プロパティmargin-left、プロパティmargin-rightプロパティで指定する。この四つと次のmarginショートハンドで設定する余白を総称してマージンという。単純ページマスターのマージンにはオブジェクトを配置しないのが基本である。

表3.3 margin-top、margin-bottom、margin-left、margin-rightプロパティ（共通）

	プロパティ値	説明

	auto	CSSとの互換用なので、計算方法はCSSの仕様を参照のこと。

	<length>	初期値は0pt。上下左右のマージンを固定の長さで指定する。

	<percentage>	外側の領域の大きさに対する割合で示す。





プロパティmarginプロパティはショートハンドである。ショートハンドはCSSとの互換性のために用意されたもので指定方法はCSSと同じである。XSL-FOプロセサはマージンのショートハンドを次のように四辺に展開する（6.6 ショートハンド・プロパティを参照）。

	marginの値が1個のときは、四辺に同じ値を設定する。

	marginの値が2個のときは、最初の値を上と下に、次の値は左と右に適用する。

	marginの値が3個のときは、最初の値を上に、次の値は左と右に、三つ目の値は下に適用する。

	marginの値が4個のときは、最初の値から順に、上、右、下、左に適用する。







3.2 本文区画

fo:region-body（本文区画）は本文を配置する区画である。本文区画は区画の設定のみ行うもので内容はない（空要素である）。単純ページマスターのマージンの内側に配置され、本文区画の高さと幅は単純ページマスターの高さと幅から単純ページマスターのマージンを引いた値である。

さらに本文区画には上下左右にマージンを定義できる。単純ページマスターと本文区画のマージンの関係を図3.2 単純ページマスターと本文区画のマージンに示す。

[image: i01-image3.emf]

図3.2 単純ページマスターと本文区画のマージン



本文区画の高さと幅から本文区画のマージンをとった内側が本文テキストなどを配置する領域（本文内容領域）である。つまり、ページの端から本文内容領域までの空き（距離）は、単純ページマスターのマージンと本文区画のマージンの合計となる。

本文区画の重要なプロパティには後述のregion-name（区画の名前）がある。その他のプロパティは区画のプロパティに一覧する。なお、XSL-FO V1.1から単純ページマスターに複数の本文区画を設定できるようになった。本書では複数の本文区画については解説しない。

周囲の区画

本文区画の上下左右のマージンの中にオプションでfo:region-before（前方区画）、fo:region-after（後方区画）、fo:region-start（開始区画）、fo:region-end（終了区画）の四つの区画を規定できる。本文区画と四つの周囲の区画はfo:simple-page-masterの子供（区画同士は兄弟）であるが、領域の配置上は本文区画のマージン内に周囲の区画が置かれる。各区画の広さをプロパティextentプロパティで指定する。周辺区画は単純ページマスターのマージンに寄せて配置されるので、extentが本文区画のマージンの幅より小さいときは、本文内容領域と周辺区画の間に空きができる。

[image: i01-image4.emf]

この図は単純ページマスターが正立で横組の区画配置である。単純ページマスターの参照方向を回転したり、ライティングモードで縦組を設定したりすると区画の配置が変わる。詳細は5.8 単純ページマスターの回転・ライティングモード適用で説明する。

図3.3 区画のextent



表3.4 extentプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	初期値は0.0pt。0以上の値。マイナス値は0とする。

	<percentage>	区画の幅。ページの大きさに対する相対値として指定する。







区画の名前

プロパティregion-nameプロパティには区画の名前を設定する。region-nameを設定しないときは表3.6 区画名の初期値に示す初期値となる。region-nameを設定するときは名前を空にできない。

表3.5 region-nameプロパティ

	 プロパティ値	説明

	xsl-region-body、xsl-region-start、xsl-region-end、xsl-region-before、xsl-region-after	表3.6 区画名の初期値による初期値。

	<name>	名前の文字列。





表3.6 区画名の初期値

	区画の種類	region-nameを指定しないときの初期値

	fo:region-body	xsl-region-body

	fo:region-before	xsl-region-before

	fo:region-after	xsl-region-after

	fo:region-start	xsl-region-start

	fo:region-end	xsl-region-end







区画の優先度

前方区画と開始・終了区画が同時に設定されているとき、または後方区画と開始・終了区画が同時に設定されているとき隅が重なる。プロパティprecedenceプロパティでどちらを優先するか設定する。

表3.7 precedenceプロパティ

	プロパティ値	説明

	trueまたはfalse（初期値）	（region-beforeとregion-after区画のみ）ページのマージン内一杯まで広がる（true）か広がらない（false）か







区画のプロパティ

本文区画と周辺区画に設定できるプロパティを表にまとめると次の通り。

表3.8 区画のプロパティ

	プロパティ	本文区画	前方区画／後方区画	開始区画／終了区画	参照箇所

	region-name	〇	〇	〇	

	マージン	〇	―	―	

	背景	〇	〇	〇	第9章 背景

	extent	―	〇	〇	

	precedence	―	〇	―	

	overflow	〇	〇	〇	11.4 オーバーフロー

	clip	〇	〇	〇	

	display-align	〇	〇	〇	5.6 ブロック方向位置合わせ

	reference-orientation	〇	〇	〇	5.4 参照方向

	writing-mode	〇	〇	〇	5.5 ライティングモード

	段組	〇	―	―	4.6 段組



この他、ボーダ―（第8章 ボーダー（罫線）とパディング）、パディングは、本文区画、前方区画／後方区画、開始区画／終了区画に設定できる。しかし、XSL-FO V1.1ではこれらの幅はゼロでなければならないとされている(AH Formatter は独自拡張で罫線を評価している。)。





単純ページマスターの設定例

単純ページマスターの設定例を次に示す。次のようなページを設定している。

	fo:simple-page-masterの名前を"PageMaster1"と"PageMaster2"とする。

	用紙サイズはpage-height="80mm"、page-width="160mm"とする

	ページの上下に10mm、ページの左右に20mmのページマージンを設定する。

	fo:region-body（本文区画）は上下左右のマージンを20mmとする。背景色に"#EEEEEE"を設定する。

	fo:region-beforeとfo:region-afterのextent（高さ）は15mmとする。背景色に"#BBBBBB"を設定する。

	fo:region-startとfo:region-endのextent（幅）は20mmとする。背景色に"#E0E0E0"を設定する。



<fo:simple-page-master page-height="80mm" 
                       page-width="160mm" 
                       margin-top="10mm" 
                       margin-left="20mm" 
                       margin-right="20mm" 
                       margin-bottom="10mm" 
                       master-name="PageMaster1">
  <fo:region-body margin-top="20mm" 
                  margin-left="20mm" 
                  margin-right="20mm" 
                  margin-bottom="20mm" 
                  background-color="#EEEEEE"
                  display-align="center" />
  <fo:region-before background-color="#BBBBBB" 
                    extent="15mm" />
  <fo:region-after background-color="#BBBBBB" 
                   extent="15mm" />
  <fo:region-start background-color="#E0E0E0" 
                   extent="15mm" />
  <fo:region-end background-color="#E0E0E0" 
                 extent="15mm"/>
</fo:simple-page-master>	


組版結果は図3.4 単純ページマスターの区画設定例のようになる。
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図3.4 単純ページマスターの区画設定例



次に"PageMaster2"というページマスターでfo:region-beforeとfo:region-afterのprecedence="true"を設定する。

<fo:simple-page-master …略… master-name="PageMaster2">
  <fo:region-before background-color="#BBBBBB" 
                    precedence="true" 
                    extent="15mm" />
  <fo:region-after background-color="#BBBBBB" 
                   precedence="true" 
                   extent="15mm" />
  …略（PageMasterと同じ）… 
</fo:simple-page-master> 
…流し込むテキスト（ページシーケンス）省略しているので注意…


“PageMaster2”では、前方区画と後方区画が優先される。

[image: images/region-preference2--epub--.png]

図3.5 単純ページマスターの区画設定例２







3.3 ページシーケンス

fo:page-sequence（ページシーケンス）はページマスターに流し込む内容を表す。

	ページシーケンスは、表紙、目次、本文の章、索引などの本の内容構成単位毎に作る。

	組版時には、FOツリーでページシーケンスが出現する順序でページが作成される。



ページシーケンスの子供にはfo:flow（3.4 フロー内容）が必須で、オプションでfo:title（3.7 タイトル）、fo:folio-prefixとfo:folio-suffix（14.4 ページ番号への接頭辞と接尾辞）とfo:static-content（3.5 静的内容）を持てる。ページシーケンスの必須プロパティはmaster-referenceである。その他重要なプロパティはinitial-page-number、force-page-count、reference-orientation（参照方向）、writing-mode（ライティングモード）である。参照方向は5.4 参照方向、ライティングモードは5.5 ライティングモードで説明する。

マスター参照プロパティ

プロパティmaster-reference（マスター参照）プロパティは必須のプロパティであり、ページシーケンスを流し込むページマスターの名前（master-name）を設定する。複数のページシーケンスで同じページマスターを参照できる。

表3.9 master-referenceプロパティ

	プロパティ値	説明

	<name>	（初期値は空）文字列の指定が必須である。XSL-FOドキュメント内に存在するmaster-nameの値のどれかでなければならない。





master-referenceプロパティは、fo:single-page-master-reference、fo:repeatable-page-master-reference、fo:conditional-page-master-referenceにも設定する。



開始ページ番号プロパティ

プロパティinitial-page-number（開始ページ番号）プロパティはページシーケンスの開始ページ番号を設定する。

表3.10 initial-page-numberプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	前にページシーケンスがなければ１から。あれば、前の最後のページ番号に1を加えたページ番号から開始する。

	auto-odd	autoと同じように開始ページ番号を計算し、偶数なら1を加える。

	auto-even	autoと同じように開始ページ番号を計算し、奇数なら1を加える。

	<number>	自然数を指定する。指定したページ番号から開始する。







ページ数強制プロパティ

プロパティforce-page-count（ページ数強制）プロパティはページシーケンスのページ数を強制する。例えば、値に“even”を指定したとき、ページ数が奇数になったら最後に1ページを追加する。

表3.11 force-page-countプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	次のページシーケンスの開始ページ番号が偶数ページであれば最後を奇数ページにする。次のページシーケンスの開始ページ番号が奇数ページであれば最後を偶数ページにする。次のページシーケンスの開始ページに制約がなければなにもしない。

	even	このページシーケンスのページ数を偶数にする。 

	odd	このページシーケンスのページ数を奇数にする。 

	end-on-even	このページシーケンスの最終ページ番号を偶数にする。 

	end-on-odd	このページシーケンスの最終ページ番号を奇数にする。  

	no-force 	制約しない。









3.4 フロー内容

fo:flow（フロー内容）の内容は本文のブロックレベルのFOである。flow-nameには流し込み先の区画名を指定する。本文区画の名前は初期値ではxsl-region-bodyなので、本文区画の名前を明示的に変更していないときは、flow-name="xsl-region-body"とする。

fo:page-sequenceは次のような構造になる。

<fo:page-sequence master-reference="PageMaster" 
                  initial-page-number="1">
  <fo:static-content flow-name="xsl-region-before">
    …ヘッダーの内容…
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="xsl-region-after">
    …フッターの内容…
  </fo:static-content>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
   …本文の内容…
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>




3.5 静的内容

fo:static-content（静的内容）は、ページの柱やノンブルのような原則として多くのページで繰り返すか、一定の形式となる内容である。柱やノンブルを別々に静的内容にしていくつでも配置できる。静的内容の子供はブロックレベルのFOである。fo:static-contentにはプロパティflow-nameプロパティで流し込み先の区画の名前を指定する。

表3.12 flow-nameプロパティ

	プロパティ値	説明

	<name>	（初期値は空）文字列の指定が必須である。ページシーケンス単位でユニークでなければならない。



flow-nameプロパティ値は静的内容またはフロー内容に対し、それを流し込む先を指定する。次の値はXSL-FO仕様で流し込み先が（　）内に決まっている：xsl-region-body（本文区画）、xsl-region-before（前方区画）、 xsl-region-after（後方区画）、xsl-region-start（開始区画）、xsl-region-end（終了区画）、xsl-before-float-separator（前方フロート境界）、xsl-footnote-separator（脚注境界）



横組ページで柱をページの上、ノンブルをページの下に置く場合は次のようにする。

	単純ページマスターにfo:region-before（前方区画）とfo:region-after（後方区画）を用意する（2、3項はそれぞれ区画の名前を初期値のままとしたときの例である）。

	柱用の内容をもつfo:static-contentを用意し、flow-name="xsl-region-before"とする。

	ノンブル用の内容をもつfo:static-contentを用意し、flow-name="xs-region-after"とする。





3.6 流し込み区画の対応付け

ページシーケンスの子供のフロー内容は本文区画に流し込む。静的内容をどの区画に流し込むかの対応付けは、プロパティflow-nameプロパティの値で設定する。
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図3.6 流し込み領域の対応付け



フローマップ

流し込み区画の対応付けはfo:flow-map（フローマップ）で明示的に設定できる。フローマップが明示されていない時は、flow-nameはそれと一致するregion-nameを持つ区画に対応付けられる。多くの場合、flow-nameの値に対応する区画のregion-nameを設定すればフローマップをユーザーが作成する必要はない。但し、複雑な流し込みの制御を行う場合は、フローマップによる対応付けが必要になる。





3.7 タイトル

fo:title（タイトル）は、各ページシーケンスに見出しを付ける機能である。例えば、タイトルウインドウやツールチップにタイトルの内容を表示したりできる。


第4章 ページレイアウトの切り替え

4.1 本のページレイアウト

一冊の本には本文と本文以外のさまざまな構成要素がある。構成要素によってページのレイアウトを変えたり、ページの位置（右と左、あるいは先頭ページと最後のページ）でレイアウトを変更したり、ページ総数を偶数に制約したり、などの指定事項がある。

表4.1 本に要求されるページレイアウト

	構成要素	ページレイアウトの要求（例）

	表紙（本扉）、半扉（書名のみの扉）	独立した挟み込みのページ。裏表ペア。

	目次	目次ページには柱やノンブルを付けないことが多く、上下余白を本文ページと変えることがある。

	右ページと左ページ	製本のために、左右のマージンを鏡像関係に設定する。
柱の位置、ノンブルの位置を鏡像関係にする。

	章	章の先頭ページを改丁して（奇数ページから）開始するか。
章の先頭ページには柱を付けない。

	索引	本文が一段組でも索引は二段組にする。

	奧付	柱やノンブルを付けない。
改丁するか、改ページするか。





ページシーケンスから参照する単純ページマスターを切り替える機能だけで、表紙・半扉、目次、奧付、索引のページレイアウト要求は実現できる。しかし、右ページと左ページのレイアウト切り替え要求や、章の先頭ページのレイアウト変更要求は実現できない。これらの要求を実現するには、次に説明するページシーケンス・マスターを使う。



4.2 ページマスターの参照方法

fo:page-sequenceからページマスターを参照するには、master-referenceプロパティで直接fo:simple-page-masterを参照する方法（図4.1 ページマスターの参照（上））と、fo:page-sequence-masterを経由して間接的に参照する方法（図4.1 ページマスターの参照（下））がある。
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図4.1 ページマスターの参照



単純ページマスターが一回使われる毎に1ぺージが生成される。例えば、図4.1 ページマスターの参照（下）のようにfo:repeatable-page-master-referenceからfo:simple-page-masterを参照している場合、fo:page-sequenceの中から単純ページマスターが呼ばれる毎に１ページが生成される。



4.3 ページシーケンス・マスター

fo:page-sequence-master（ページシーケンス・マスター）は、いろいろな単純ページマスターの繰り返し回数を規定したり、繰り返し順序を制約したりする。具体的にはfo:page-sequence-masterの子供として次の3種類のサブシーケンス指定のFOを組み合わせて制約条件を設定する。ページシーケンス・マスターにはプロパティmaster-nameプロパティで名前を付けなければならない。fo:page-sequenceのmaster-referenceからその名前によって参照される。

	fo:single-page-master-reference（1ページ参照）

	fo:repeatable-page-master-reference（繰り返しページ参照）

	fo:repeatable-page-master-alternatives（繰り返しページマスター択一）



サブシーケンス指定のFOは繰り返しの制約などのためのものなので空要素である。サブシーケンス指定のFOにはプロパティmaster-referenceプロパティを設定し、単純ページマスターの名前を参照しなければならない。

1ページ参照

fo:single-page-master-reference（1ページ参照）は単純ページマスターを1ぺージだけ挿入する。fo:page-sequenceのfo:flowの内容が1ページを超えるときは、弟のサブシーケンスが使われる。fo:flowの内容が1ページを超えるにも関わらず、弟のサブシーケンスがないとエラーである。

次は最初のページと2ぺージ目以降（fo:repeatable-page-master-referenceを使う）でページのマスターを切り替える例である。"change-master"を参照するページシーケンスの内容は、1ページ目だけ"first-page"という名前の単純ページマスターを使い、2ページ目以降は"normal-page"という名前の単純ページマスターを使う。

<fo:page-sequence-master master-name="change-master">
  <fo:single-page-master-reference 
              master-reference="first-page" />        
  <fo:repeatable-page-master-reference 
              master-reference="normal-page" />
</fo:page-sequence-master>




繰り返しページ参照

fo:repeatable-page-master-referenceは、一つの単純ページマスターの繰り返しを規定する。プロパティmaximum-repeatsプロパティで最大繰り返し回数を指定する。

表4.2 maximum-repeatsプロパティ

	プロパティ値	説明

	no-limit（初期値）	制限は付けない。

	0以上の整数	最大繰り返し回数を指定する。0以下は0とする。0は使わないことを意味する。







繰り返しページマスター択一

fo:repeatable-page-master-alternatives（繰り返しページマスター択一）は、単純ページマスターの組み合せの繰り返しを規定する。子供に一つ以上のfo:conditional-page-master-reference（条件付きページマスター参照）を置き、条件付きページマスター参照から単純ページマスターを指定する。条件付きページマスター参照では次の三つのプロパティの組み合わせによって出現条件を設定する。その条件が満たされたときに、master-referenceプロパティで指定した単純ページマスターを参照する。

fo:repeatable-page-master-alternativesには、maximum-repeatsプロパティ（オプション）で0以上の最大繰り返し回数を指定できる。初期値はno-limitである。

fo:conditional-page-master-referenceは、単純ページマスターの出現条件を設定するために使う。プロパティpage-position、プロパティodd-or-even、プロパティblank-or-not-blankプロパティを設定できる。

表4.3 page-positionプロパティ

	 プロパティ値	説明

	only、first、last、rest、anyのどれか	first、lastはそれぞれ先頭と最後のページに使う単純ページマスターの名前を参照する。restはその他。onlyはページシーケンスの中で唯一の（firstかつlast）ページになるとき使う単純ページマスターの名前を参照する。





表4.4 odd-or-evenプロパティ

	プロパティ値	説明

	odd	参照する単純ページマスターは奇数ページに適格である。

	even	参照する単純ページマスターは偶数ページに適格である。

	any	奇数ページでも偶数ページでも適格である。





表4.5 blank-or-not-blankプロパティ

	プロパティ値	説明

	blank	空白ページ挿入用に使う単純ページマスターの名前を参照する。空白ページとはbreak-before、break-after、先頭または最後に、奇数・偶数という条件を満たすため挿入されるfo:flowの内容がないページである。

	not-blank	参照する単純ページマスターは生成するページが空白でないときに適格である。

	any	常に適格である。





page-position、odd-or-even、blank-or-not-blankで設定する条件は同時にあてはまることがある。その場合、最初にあてはまるfo:conditional-page-master-referenceで指定した単純ページマスターが使われる。

表4.1 本に要求されるページレイアウトで示した、左右ページのレイアウトの切り替え、章の先頭ページのレイアウト変更は、fo:conditional-page-master-referenceで指定する。次に利用方法の例を示す。





4.4 左右ページのヘッダー・フッターの配置切り替え

左右のページでマージン、ヘッダーやフッターの内容と文字の配置を変更する例を示す。

	左ページ用、右ページ用の2種類の単純ページマスターを用意、ヘッダーとフッター用の区画にユニークな名前を付ける。

	fo:repeatable-page-master-alternativesの子供として、左ページ用と右ページ用の二つのfo:conditional-page-master-referenceを用意する。

	fo:page-sequenceの中のfo:static-contentsに右ページ用と左ページ用の二つ用意し、flow-nameにページマスター上の対応する区画名を指定する。
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図4.2 左右ページのヘッダー・フッター配置切り替え





4.5 先頭ページのヘッダーとフッターの内容を変える

本の章で先頭ページでは柱を出さず、2ページ目から柱を出したいときは、次の例のように設定すれば良い。

	先頭ページ用の単純ページマスターを用意する。

	fo:conditional-page-master-referenceで先頭ページの単純ページマスターを指定する。

	fo:page-sequenceに先頭ページ・ヘッダーの内容（この例では空）をもつfo:static-contentsを用意し、flow-nameをFirst-headerとする。



<fo:layout-master-set>
…奇数ページ用の単純ページマスターと偶数ページ用の単純ページマスター（省略）
  <!--次は先頭ページ用の単純ページマスター-->
  <fo:simple-page-master margin="10mm 00mm 10mm 00mm" 
                         master-name="PageMaster-First"
                         page-height="297mm" 
                         page-width="210mm">
  <fo:region-body margin="15mm 25mm 15mm 25mm"/>
  <fo:region-before region-name="First-header" 
                    extent="10mm"/>
  <fo:region-after region-name="First-footer" 
                   extent="10mm"/>
  <fo:region-start region-name="First-start" 
                   extent="25mm"/>
  <fo:region-end region-name="First-end" 
                 extent="25mm"/>
  </fo:simple-page-master>
  <fo:page-sequence-master master-name="PageMaster">
    <fo:repeatable-page-master-alternatives>
      <fo:conditional-page-master-reference 
             master-reference="PageMaster-First"
             page-position="first"/>  
      <fo:conditional-page-master-reference 
             master-reference="PageMaster-Left" 
             odd-or-even="even"/>
      <fo:conditional-page-master-reference 
             master-reference="PageMaster-Right" 
             odd-or-even="odd"/>
    </fo:repeatable-page-master-alternatives>
  </fo:page-sequence-master>
</fo:layout-master-set>
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster" 
                  initial-page-number="1">
  <fo:static-content flow-name="First-header">
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="Left-header">
    <fo:block>左ページ用ヘッダー</fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="Right-header">
    <fo:block >右ページ用ヘッダー</fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="First-footer">
  </fo:static-content>
  …略…
</fo:page-sequence>




4.6 段組

XSL-FOの段組は、fo:region-bodyのcolumn-count（段数）とcolumn-gap（段間の空き）の二つのプロパティによって指定する。この指定方法ではページ単位の設定のみができる。

段数

プロパティcolumn-countプロパティで段数を設定する。

表4.6 column-countプロパティ

	プロパティ値	説明

	<number>	（初期値は1）段数を指定する。自然数でない数字を指定したときは1以上の近い数とする。







段間の空き

プロパティcolumn-gapプロパティは段間の空きを設定する。

表4.7 column-gap プロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	（初期値は12 pt）長さを指定する。負の数は0とする。

	<percentage>	設定対象区画に対する割合を指定する。







段抜き

プロパティspanプロパティで段抜きするかどうかを指定する。fo:flowの子孫のブロックレベルのFOに指定する。

表4.8 spanプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	1段に配置する。

	all	多段組の全段に渡って配置する。





次の例では、単純ページマスターのfo:region-bodyを2段組に設定する。

<fo:simple-page-master margin-top="7mm" 
                       margin-bottom="7mm"
                       margin-right="5mm" 
                       margin-left="10mm"
                       page-height="297mm" 
                       page-width="210mm"
                       master-name="Twocol-PageMaster">
  <fo:region-body margin-top="8mm" 
                  margin-bottom="8mm"
                  margin-right="10mm" 
                  margin-left="10mm"
                  column-count="2" 
                  column-gap="16pt"/>
  ...
</fo:simple-page-master>


段組に流し込むページシーケンスは次の通り。

<fo:flow flow-name="xsl-region-body">
  <fo:block span="all" 
            font-size="22pt" 
            font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
            space-after="14pt" 
            space-after.conditionality="retain" 
            break-before="page" 
            border-after-style="solid" 
            border-after-width="2pt">
   はじめに
   </fo:block>
   <fo:block text-indent="1em" 
             text-align="justify">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。このため、この仕様に基づいて作成された結果をXSL-FO（XSL-Formatting Object）と呼ぶのが通例です。
  </fo:block>
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify">
さてXMLドキュメントから、このXSL-FOを作成して印刷するには、次の手順が一般的です。
  </fo:block>
  <fo:block span="all" 
            font-size="18pt" 
            font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" space-after="14pt" 
            border-after-style="solid" 
            border-after-width="0.5pt">
  見出し２
  </fo:block>
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。このため、この仕様に基づいて作成された結果をXSL-FO（XSL-Formatting Object）と呼ぶのが通例です。
  </fo:block>
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify">
さてXMLドキュメントから、このXSL-FOを作成して印刷するには、次の手順が一般的です。
  </fo:block>
</fo:flow>


見出しのfo:block二つにspan="all"を設定して段抜きとする。また、最初の見出しと本文の間に空きを12ptに設定しているが、これを有効とするためspace-after.conditionality="retain"を指定する。これを組版すると図4.3 段組の組版結果のようになる。

[image: 段組の組版結果]

図4.3 段組の組版結果



2段組の左段の途中でテキストが終了しても自動的には左右の段が均等にならない。均等にするにはspan="all"を指定した空のfo:blockを文末に置くと良い。




第5章 エリアモデル

XSL-FOプロセサの組版処理ではFOからページ上のエリアという長方形領域を生成する。エリアにはその中の文字を表示したり、図形やイメージを配置するためのフォント情報、位置情報、間隔・空き情報などの情報が付属している。FOツリーはエリアの木構造であるエリアツリーに変換される。段落のFOが複数のページに跨るような場合、一つのFOから複数のエリアが作られる。表のように階層化されているFOから作られるエリアは階層化する。エリアツリーにおけるエリアの順序は、原則としてFOツリーの順序になる。フロートや脚注などは例外で、FOツリーの順序とは出力位置が変わる。

XSL-FOプロセサはエリアツリーを画面に表示したり、印刷したり、PDFにする。エリアモデルはXSL-FO仕様書に抽象的な概念として記述されており、仕様の一部として標準化されているわけではない。XSL-FOプロセサのベンダーは各社独自にエリアツリーを実装している。AH Formatterのエリアツリーに関する情報は次にある。

https://antennahouse.github.io/AreaTree/ja/

5.1 ブロックエリアとインラインエリア

エリアは組版時の積み上げ方の違いにより、ブロックエリア（ブロック領域）とインラインエリア（行内領域）の２種類に分類できる。文章の組版ではブロックエリアは段落に相当し、ラインエリアは段落内の一行に相当する。ブロックエリアを生成するFOをブロックレベルのFOといい、インラインエリアを生成するFOをインラインレベルのFOという。

	ブロックレベルのFO

	fo:block、fo:block-container、fo:table-and-caption、fo:table、fo:list-block(XSL-FO V1.1ではブロックレベルのFOの一覧は明示されていないが、fo:flowの子供はブロックレベルのFOの並びである、とされている。fo:flowの内容モデルではパラメータ実体%blockはこの五つのFOを含んでいる。但し、6.5 ブロックレベルFOではfo:blockとfo:block-containerのみを説明している。)

	インラインレベルのFO

	fo:inline、fo:inline-container、fo:bidi-override、fo:character、fo:external-graphic、fo:instream-foreign-object、fo:leader、fo:page-number、fo:page-number-citation、fo:page-number-citation-last、fo:scaling-value-citation、fo:basic-link、fo:multi-toggle、fo:index-page-citation-list(XSL-FO V1.1ではインラインレベルのFOの一覧は明示されていない。ここに挙げたのはパラメータ実体%inlineに規定するFOである。)



ブロックエリアのうちの特別なものにラインエリア（行領域）がある。ラインエリアはその子供がすべてインラインエリアになる。インラインエリアの一つにグリフエリアがある。グリフエリアは末端のエリアで子供をもたず、内容は一つのグリフのイメージである。

エリアツリーと出力媒体の上の領域との対応関係は図5.1 エリアツリーと出力媒体の領域の通りである。「Ｐ」がページ、「Ａ、Ｂ、Ｃ」はブロックエリア、「Ｘ、Ｙ」がラインエリア、「あいう」、「abc」がインラインエリアに相当する。「あ、い、う、a、b、c」はそれぞれがグリフエリアにあたる。

[image: エリアツリーと出力媒体の領域]

図5.1 エリアツリーと出力媒体の領域



エリアの属性はトレイト（特色）と呼ぶ(FOに対して指定する属性をプロパティと呼び、FOから生成したエリアの属性をトレイトという。)。トレイトはエリアのレンダリング、あるいはエリアの組版の制約を規定する。FO からエリアが作られる際にエリアのトレイトが決まる。トレイトにはFOのプロパティと直接対応しているものもあるし、間接的に導き出されるものもある。

エリアはblock-progression-direction（ブロック進行方向）とinline-progression-direction（行内進行方向）の二つのトレイトを持つ。ブロック進行方向はブロックエリアまたはラインエリアを積み上げる方向であり、段落と行の進行方向に相当する。行内進行方向はインラインエリアを並べる方向であり、行の中でテキストの単語や文字を進める方向に相当する。

[image: エリアのブロックと行内の進行方向]

図5.2 エリアのブロックと行内の進行方向





5.2 エリアの基本構造

エリアの基本構造を図5.3 エリアの基本構造に示す。エリアの中核は内容領域である。内容領域にはそのエリアに属するテキストや子孫にあたる他のエリアを配置する。内容領域の周囲にパディング、ボーダー（境界線）を持つ。内容領域の外辺を内容長方形、パディングの外辺をパディング長方形、ボーダーの外辺をボーダー長方形という。

[image: エリアの基本構造]

図5.3 エリアの基本構造



内容領域の周辺の広がりを図5.4 エリアの広がりを示すプロパティに示す。なお、ラインエリアはボーダーとパディングを持たない（値がすべてゼロである）。

[image: エリアの広がりを示すプロパティ]

図5.4 エリアの広がりを示すプロパティ



エリアにはbackground-color（背景色）、background-image（背景のイメージ）などで背景を指定できる。背景はパディング領域と内容領域に適用される（詳細は第9章 背景を参照）。



5.3 参照エリア

ブロックエリアとインラインエリアには参照エリアという種類がある。参照エリアは子孫エリアの座標系の基準となる。

	参照エリアのみが、その子孫のブロックエリアに設定されるインデントの基準になる(参照エリアの内容長方形の開始辺と終了辺がインデントの基準位置である。内容長方形の開始辺と終了辺については後述する。)。ブロックエリアの幅は、直近先祖の参照エリアの幅からインデントを引いた値である（インデントの解説はインデントを参照）。

	参照エリアのみが、親と異なるブロック進行方向を持つことができる(参照エリアの内容長方形のブロック進行方向が親と異なる。)。

	参照エリアのみに、子供のエリアのブロック方向位置合わせ（display-align）を指定できる。



次のFOが生成するエリアは参照エリアとなる。

	fo:region-body

	fo:region-before

	fo:region-after

	fo:region-start

	fo:region-end

	fo:external-graphic

	fo:instream-foreign-object

	fo:table-caption

	fo:table-cell

	fo:block-container（ブロックレベルの参照エリアを生成する）

	fo:inline-container（インラインレベルの参照エリアを生成する）

	fo:float



これ以外にXSL-FOプロセサが生成する参照エリアがある。例えば、脚注（footnote-reference-area）、前方フロート（before-float-reference-area）などが相当する。



5.4 参照方向

参照エリアの一部については、そのエリアを生成するFOのプロパティreference-orientation（参照方向）プロパティによって内容領域を回転できる。

表5.1 reference-orientationプロパティ

	プロパティ値	説明

	0（初期値）	この参照エリアは、これを含む参照エリアと同じ方向である。

	90	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに90度回転する。

	180	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに180度回転する。

	270	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに270度回転する。

	-90	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに270度回転する。270を指定するのと同じ。

	-180	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに180度回転する。180を指定するのと同じ。

	-270	この参照エリアは、これを含む参照エリアの方向と反時計廻りに90度回転する。90を指定するのと同じ。





reference-orientationプロパティを指定できるFOは表5.4 回転・ライティングモード・ブロック方向位置合わせを適用できるFOを参照。例えば、fo:simple-page-master（単純ページマスター）は一枚の用紙（Ｐ）を規定する。そこでは上がtop、下がbottom、左がleft、右がrightである。次の図のように、Ｂのreference-orientationプロパティを270に設定すると、Ｂの内容領域はＰに対して反時計周りに270度回転（時計回りに90度回転と同じ）し、Ｂの内容領域のtopは右辺になる（単純ページマスターの回転については5.8 単純ページマスターの回転・ライティングモード適用に詳しく説明する）。

[image: 参照方向]

図5.5 参照方向



次はfo:block-containerにreference-orientation="90"とreference-orientation="270"を指定した例である。

<fo:block border="solid 0.1pt">
  <fo:block>ブロック1</fo:block>
  <fo:block>ブロック2</fo:block>
  <fo:block>ブロック3</fo:block> 
</fo:block>
<fo:block …略…>初期値</fo:block>
<fo:block-container reference-orientation="90" 
                    inline-progression-dimension="7em" 
                    border="solid 0.1pt">
  <fo:block>ブロック1</fo:block>
  <fo:block>ブロック2</fo:block>
  <fo:block>ブロック3</fo:block> 
</fo:block-container>
<fo:block …略…>reference-orientation="90"</fo:block>
<fo:block-container reference-orientation="270" 
                    inline-progression-dimension="7em"
                    border="solid 0.1pt">
  <fo:block>ブロック1</fo:block>
  <fo:block>ブロック2</fo:block>   
  <fo:block>ブロック3</fo:block>       
</fo:block-container>
<fo:block …略…>reference-orientation="270"</fo:block>


組版結果は図5.6 参照方向設定例の通り。

[image: images/reference-orientation.png]

図5.6 参照方向設定例





5.5 ライティングモード

日本語の縦書き、横書きのような表記の方向性をライティングモードという。参照エリアを生成するFOの一部に対して、プロパティwriting-modeプロパティでライティングモードを変更できる。writing-modeプロパティを指定できるFOは表5.4 回転・ライティングモード・ブロック方向位置合わせを適用できるFOを参照。図5.7 ライティングモードの設定は、Ｂのwriting-modeプロパティをtb-rlに設定し、Ｂブロック（reference-orientationは0）を縦書きとした例である。このとき領域Ｂでは文字は上から下へ、行は右から左に進む。

[image: ライティングモードの設定]

図5.7 ライティングモードの設定



ライティングモードによって次の三つのトレイトが決まる。

	block-progression-direction（ブロック進行方向）

	inline-progression-direction（行内進行方向）

	shift-direction（シフト方向）



シフト方向は上付き・下付のようにベースライン（12.2 ベースラインの調整を参照）を移動するときの方向である。ライティングモードは設定変更しない限りすべての子孫に継承する。主なwriting-modeプロパティの値は次のものがある。

表5.2 writing-modeプロパティ

	プロパティ値	説明

	lr-tb（初期値）	行とブロックは上から下に進む。テキストの文字は左から右に進む。シフト方向は下から上である。英語、日本語の横書きが該当する。

	rl-tb	行とブロックは上から下に進む。テキストの文字は右から左に進む。シフト方向は下から上である。アラビア語、ヘブライ語で使われる。

	tb-rl	行とブロックは右から左に進む。テキストの文字は上から下に進む。シフト方向は左から右である。日本語と中国語（台湾など繁体字）の縦書きが該当する。





なお、日本語や英語のように左から右へ書くテキストに、アラビア語やヘブライ語のように右から左に書くテキストが混在するときの方向制御についてはUnicodeBIDIで規定されている（第24章 双方向性（BIDI）を参照）。

次はfo:block-containerに対してwriting-mode="tb-rl"を指定した例である(縦書きではアラビア数字は半角だと横倒しになるので全角英数で入力している。)。

<fo:block-container writing-mode="tb-rl" 
                    inline-progression-dimension="7em" 
                    border="solid 0.1pt"
  <fo:block>ブロック１</fo:block>
  <fo:block>ブロック２</fo:block>   
  <fo:block>ブロック３</fo:block> 
</fo:block-container>
<fo:block …略…>writing-mode="tb-rl"</fo:block>


組版結果は図5.8 ライティングモード（縦書き）設定例の通り。

[image: images/writing-mode.png]

図5.8 ライティングモード（縦書き）設定例





5.6 ブロック方向位置合わせ

プロパティdisplay-alignプロパティは、子供のエリアをブロック進行方向で位置合わせする。

表5.3 display-alignプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	relative-alignプロパティが指定されていればrelative-alignになる。指定されていなければbeforeが指定されていたとして扱う。

	before	最初の子供エリアの前方辺が参照エリアの内容領域の前方辺に一致する。

	center	このFOからできるエリア全体を中央揃えする。すなわち、最初の子供エリアと参照エリアの内容領域の前方辺の距離と、最後の子供エリアの後方辺と参照エリアの内容領域の後方辺からの距離を等しくする。

	after	最後の子供エリアの後方辺が参照エリアの内容領域の後方辺に一致する。





プロパティrelative-align（相対位置合わせ）プロパティは表のセル（fo:table-cell）と箇条項目（fo:list-item）のみに適用できる。また、display-alignプロパティが指定されていて、その値がautoでないときは無視される。詳しくは表と箇条項目の箇所で説明する。



5.7 参照方向・ライティングモード・ブロック方向位置合わせの適用

参照方向・ライティングモード・ブロック方向位置合わせは全ての参照エリアに適用できるわけではない。例えば、テーブルのセル（fo:table-cell）単位での縦書きは適用できない。セル単位で縦書きに設定したいときは、セルの中にfo:block-containerを置いて、fo:block-containerに縦書きを設定する。また、fo:page-sequence、fo:simple-page-masterは参照エリアを直接生成しないが、本体区画を通じて指定が有効となる。fo:tableに指定したライティングモードは表の行進行方向（row-progression-direction）と列進行方向（column-progression-direction）を指定する。

表5.4 回転・ライティングモード・ブロック方向位置合わせを適用できるFO

		エリア座標系の回転	ライティングモード	ブロック方向位置合わせ

	fo:page-sequence	〇	〇	―

	fo:simple-page-master	○	○	―

	fo:region-body	○	○	○

	fo:region-before	○	○	○

	fo:region-after	○	○	○

	fo:region-start	○	○	○

	fo:region-end	○	○	○

	fo:external-graphic	―	―	○

	fo:instream-foreign-object	―	―	○

	fo:table	―	○	―

	fo:table-caption	―	―	―

	fo:table-cell	―	―	○

	fo:block-container	○	○	○

	fo:inline-container	○	○	○

	fo:float	―	―	―







5.8 単純ページマスターの回転・ライティングモード適用

	単純ページマスターの区画に参照方向で回転を指定したときは、ページシーケンスにfrom-page-master-region()を指定し、区画毎に指定した回転方向を取得する。

	単純ページマスターの区画にライティングモードで初期値以外の表記進行方向を指定したときは、ページシーケンスにfrom-page-master-region()を指定し、区画毎に指定した表記進行方向を取得する。



単純ページマスターに回転を指定すると、本文区画のマージンを含めて全体が回転する。まず、回転を指定していない単純ページマスターと組版結果を示す（図5.9 単純ページマスター（回転を設定しない））。

<fo:simple-page-master page-height="80mm" 
                       page-width="160mm" 
                       margin-top="10mm" 
                       margin-left="20mm" 
                       margin-right="20mm" 
                       margin-bottom="10mm" 
                       master-name="PageMaster1">
  <fo:region-before border-before-style="double" 
                    border-before-width="2pt" 
                    border-before-color="black" 
                    background-color="#BBBBBB" 
                    extent="15mm" />
  <fo:region-after border-before-style="double" 
                   border-before-width="2pt" 
                   border-before-color="black" 
                   background-color="#BBBBBB" 
                   extent="15mm" />
  <fo:region-start border-before-style="double" 
                   border-before-width="2pt" 
                   border-before-color="black" 
                   background-color="#E0E0E0E0" 
                   extent="15mm" />
  <fo:region-end border-before-style="double" 
                 border-before-width="2pt" 
                 border-before-color="black" 
                 background-color="#E0E0E0E0" 
                 extent="15mm"/>
  <fo:region-body border-before-style="double" 
                  border-before-width="2pt" 
                  border-before-color="black"
                  background-color="#EEEEEE"
                  margin-top="20mm" 
                  margin-left="20mm" 
                  margin-right="20mm" 
                  margin-bottom="20mm" 
                  display-align="center" />
</fo:simple-page-master>	


[image: images/simple-page-master0.png]

図5.9 単純ページマスター（回転を設定しない）



次に90度回転の設定と組版結果を示す（図5.10 単純ページマスター（90度回転））。単純ページマスターの回転単純ページマスターにreference-orientation="90"を設定し、ページシーケンスにreference-orientation="from-page-master-region()" を追加する。

<fo:simple-page-master reference-orientation="90" …略… >
…略…
<fo:page-sequence reference-orientation="from-page-master-region()" …略… >


[image: images/simple-page-master-r90.png]

図5.10 単純ページマスター（90度回転）



次に180度回転の設定と組版結果を示す（図5.11 単純ページマスター（180度回転））。単純ページマスターにreference-orientation="180"を設定し、ページシーケンスにreference-orientation="from-page-master-region()" を追加する。

<fo:simple-page-master reference-orientation="180" …略… >
…略…
<fo:page-sequence reference-orientation="from-page-master-region()" …略… >


[image: images/simple-page-master-r180.png]

図5.11 単純ページマスター（180度回転）



次に単純ページマスターに縦組（writing-mode="tb-rl"）を指定する例と組版結果を示す（図5.12 単純ページマスター（縦組））。このときはページシーケンスにwriting-mode="from-page-master-region()"を設定する。単純ページマスターの縦組

<fo:simple-page-master writing-mode="tb-rl" …略… >
…略…
<fo:page-sequence writing-mode="from-page-master-region()" …略… >


[image: images/simple-page-master-tb-rl.png]

図5.12 単純ページマスター（縦組）



本文区画のみを縦組とし柱やノンブルを横組にするには単純ページマスターではなく、本文区画に縦組（writing-mode="tb-rl"）を指定する。設定例と組版結果を示す（図5.13 本文区画のみに縦組指定）。本文区画のみを縦組

<fo:simple-page-master page-height="80mm" 
                       page-width="160mm" 
                       margin-top="10mm" 
                       margin-left="10mm" 
                       margin-right="10mm" 
                       margin-bottom="10mm" 
                       master-name="PageMaster4">
　　　　　　　　…略…
  <fo:region-body writing-mode="tb-rl"
                  border-before-style="double"
                  border-before-width="2pt"
                  border-before-color="black"
                  background-color="#EEEEEE"
                  margin-top="15mm"
                  margin-left="30mm"
                  margin-right="30mm"
                  margin-bottom="20mm"
                  display-align="center" />
</fo:simple-page-master>


[image: images/region-body-tb-rl.png]

図5.13 本文区画のみに縦組指定





5.9 内容領域の大きさ

プロパティblock-progression-dimension（ブロック進行方向のサイズ）とプロパティinline-progression-dimension（行内進行方向のサイズ）は、エリアの内容領域の大きさを指定するプロパティである。

表5.5 block-progression-dimensionプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	エリアのブロック進行方向の大きさには制約がない。

	<length>	エリアのブロック進行方向の大きさを固定長とする。block-progression-dimension.minimum=<length>、block-progression-dimension.optimum=<length>、block-progression-dimension.maximum=<length>を設定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で大きさを指定する。

	<length-range>	block-progression-dimension.optimum、block-progression-dimension.minimum、block-progression-dimension.maximumの三つの値で長さの範囲を指定する。XSL-FOプロセサが適切な値とする。





表5.6 inline-progression-dimensionプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	エリアの行内進行方向の大きさには制約がない。

	<length>	エリアの行内進行方向の大きさを固定長とする。inline-progression-dimension.minimum=<length>、inline-progression-dimension.optimum=<length>、inline-progression-dimension.maximum=<length>を設定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で大きさを指定する。

	<length-range>	inline-progression-dimension.optimum、inline-progression-dimension.minimum、inline-progression-dimension.maximumの三つの値で長さの範囲を指定する。XSL-FOプロセサが適切な値とする。





[image: images/Area-property-b--epub--.png]

図5.14 内容領域の大きさ



内容領域の大きさ指定は、CSSから由来するプロパティとしてプロパティheight（高さ）とプロパティwidth（幅）も使える。

表5.7 heightプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	他のプロパティによる。

	<length>	高さを固定値で指定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で高さを指定する。





表5.8 min-heightプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	高さの最小値を固定値で指定する。初期値は0pt。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で高さを指定する。





表5.9 max-heightプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	高さには制約がない。

	<length>	高さの最大値を固定値で指定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で高さを指定する。





表5.10 widthプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	他のプロパティによる。

	<length>	幅を固定値で指定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で幅を指定する。





表5.11 min-widthプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	幅の最小値を固定値で指定する。初期値は0pt。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で幅を指定する。





表5.12 max-widthプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	幅には制約がない。

	<length>	幅の最大値を固定値で指定する。

	<percentage>	ブロックレベルFOによって生成された直近先祖のエリアに対する相対値で幅を指定する。





内容領域の大きさを直接指定できるのは次のFOのみである(次のFOに内容領域の大きさを指定できるということは、そのFOから生成されるエリアが1ページに収まることを想定するだろう。)。

	fo:block-container

	fo:external-graphic

	fo:instream-foreign-object

	fo:inline

	fo:inline-container

	fo:table

	fo:table-caption

	fo:table-row（block-progression-dimensionのみ指定できる。）

	fo:table-cell



２種類のプロパティの対応関係

block-progression-dimension、inline-progression-dimensionはXSL-FOで規定するプロパティであり、height、widthはCSSから由来するプロパティである。height、widthが指定されている場合、XSL-FOプロセサはblock-progression-dimension、inline-progression-dimension対応付ける。対応付けはライティングモードによって変わる。

（1）方向

ラテン文字の横書きではheightはblock-progression-dimensionに、widthはinline-progression-dimensionに対応する。

エリアが正立しているとき、heightとblock-progression-dimensionは上下の高さ、inline-progression-dimensionとwidthは左右の幅である。参照方向の回転により、絶対方向が変わり90度または270度回転したエリアではwidthは上下の高さ、heightが左右の幅にあたる。しかし、heightとblock-progression-dimension、inline-progression-dimensionとwidthの対応関係は変化しない。

一方、ライティングモードが変わると対応関係が変わる。縦書き（writing-mode="tb-rl"）では、heightはinline-progresion-dimensionに、widthがblock-progression-dimensionに対応する。次はブロックコンテナーに縦書きを設定し、block-progression-dimension="16em"を指定（上）、width="16em"を指定（下）した例と組版結果である（図5.15 widthとblock-progression-dimensionの対応）。

<fo:block-container  writing-mode="tb-rl" 
                     inline-progression-dimension="7em" 
                     block-progression-dimension="16em"  
                     border="solid 0.1pt green"
                     space-after="1em">
  <fo:block>ブロック１</fo:block>    
  <fo:block>ブロック２</fo:block>
  …略… 
  <fo:block>ブロック１０</fo:block>        
</fo:block-container>
<fo:block-container  writing-mode="tb-rl"  
                     height="7em"
                     width="16em" 
  <fo:block>ブロック１</fo:block>    
  <fo:block>ブロック２</fo:block>
  …略… 
  <fo:block>ブロック１０</fo:block>        
</fo:block-container>


[image: images/width-writing-mode--epub--.png]

図5.15 widthとblock-progression-dimensionの対応





（2）最小～最大

横書きのときのmin-height、height、max-heightとblock-progression-dimensionの関係は次の順序で対応付ける。widthとinline-progression-dimensionの関係も同様である。

	①heightが指定されていたら、

	block-progression-dimension.minimum=<height>

	block-progression-dimension.optimum=<height>

	block-progression-dimension.maximum=<height>



	②heightが指定されていなければ、

	block-progression-dimension.minimum=auto

	block-progression-dimension.optimum=auto

	block-progression-dimension.maximum=auto



	③min-heightが指定されていたら、

	block-progression-dimension.minimum=<min-height>



	④max-heightがnone以外で指定されていたら、

	block-progression-dimension.maximum=<max-height>



	⑤max-heightがnoneならば

	block-progression-dimension.maximum=auto



縦書きのときは、min-height、height、max-heightはinline-progression-dimensionに次の順序で対応付ける。widthとblock-progression-dimensionの関係も同様である。

	①heightが指定されていたら、

	inline-progression-dimension.minimum=<height>

	inline-progression-dimension.optimum=<height>

	inline-progression-dimension.maximum=<height>



	②heightが指定されていなければ、

	inline-progression-dimension.minimum=auto

	inline-progression-dimension.optimum=auto

	inline-progression-dimension.maximum=auto



	③min-heightが指定されていたら、

	inline-progression-dimension.minimum=<min-height>



	④max-heightがnone以外で指定されていたら、

	inline-progression-dimension.maximum=<max-height>



	⑤max-heightがnoneならば

	inline-progression-dimension.maximum=auto









5.10 絶対方向指定と論理方向指定

エリアの周辺の広がりを示すプロパティは、①top（上）・bottom（下）・left（左）・right（右）という絶対方向で指定するプロパティと②ブロック進行方向と行内進行方向を基準に指定する論理方向のプロパティがある。

論理方向の辺の位置づけ

論理方向では四つの辺をbefore、after、start、endで位置づける。

	前方辺（before-edge）は、ブロック配置の進行方向でみて手前の辺

	後方辺（after-edge）は、前方辺の反対側の辺

	開始辺（start-edge）は、文字の進行方向の開始側の辺

	終了辺（end-edge）は、開始辺の反対側の辺



横書きでは前方辺・後方辺は上と下、開始辺・終了辺は左と右になる。日本語の縦書きでは前方辺・後方辺は右と左、開始辺・終了辺は上と下になる。アラビア文字のように右から左に書く文字では、開始辺・終了辺は右と左になる。

各辺の位置づけは通常は親のエリアと同じである。参照方向やライティングモードを親のエリアと変えたりすると、ボーダー長方形とパディング長方形の辺の位置づけは親のエリアと同じであるが、内容長方形の辺の位置づけが変わる。

図5.16 before辺の位置づけにreference-orientationとwriting-modeを指定したときのbefore辺の対応を示す。外側の点線はブロックコンテナ－のボーダーである。ブロックコンテナーの子供に二つのブロックを含む。左下はブロックコンテナーにreference-orientation="90"を指定したので、内側のブロックが回転する。右上はブロックコンテナーにwriting-mode="tb-rl"を指定したので内側のブロックが縦組になる。

[image: images/edge-allocation--epub--.png]

図5.16 before辺の位置づけ





パディングのグループ

パディングは四つの辺に論理プロパティまたは絶対プロパティが設定できる。但し、論理プロパティにはショートハンドはない。

	論理プロパティ

	padding-before、padding-after、padding-start、padding-end

	絶対プロパティ

	padding-top、padding-bottom、padding-left、padding-right 





ボーダー・プロパティのグループ

ボーダーも四つの辺に論理プロパティまたは絶対プロパティが設定できる。但し、論理プロパティにはショートハンドはない。

	論理プロパティ

	border-before-*、border-after-*、border-start-*、border-end-* 

	絶対プロパティ

	border-top-*、border-bottom-*、border-left-*、border-right-* 



上記の'*'は、style（線種）、width（太さ）、color（色）を設定する。詳細はボーダーの種類と太さを参照。





論理プロパティと絶対プロパティの対応

padding-leftのような絶対プロパティはライティングモードに応じて、padding-startまたはpadding-endのような論理プロパティに対応付ける。辺の対応付けは次の表の通りである。

表5.13 絶対方向と論理方向の対応

	writing-mode 	絶対と論理プロパティの辺の対応

	block-progression-directionをtop-to-bottomに指定	topはbeforeに、bottomはafterに対応

	block-progression-directionをbottom-to-topに指定	topはafterに、bottomはbeforeに対応

	block-progression-directionをleft-to-rightに指定	leftはbeforeに、rightはafterに対応

	block-progression-directionをright-to-leftに指定	leftはafterに、rightはbeforeに対応

	inline-progression-directionをleft-to-rightに指定	leftはstartに、rightはendに対応

	inline-progression-directionをright-to-leftに指定	leftはendに、rightはstartに対応

	inline-progression-directionをtop-to-bottomに指定	topはstartに、bottomはendに対応

	inline-progression-directionをbottom-to-topに指定	topはendに、bottomはstartに対応

	inline-progression-directionを奇数行はleft-to-rightに、偶数行はright-to-leftに指定	leftはstartに、rightはendに対応





border関係、padding関係のプロパティ値については、もし対応する絶対プロパティと論理プロパティが両方設定されていれば絶対プロパティが優先され、論理プロパティは無視される。絶対プロパティの値が明示的に設定されていないなら、絶対プロパティの計算値は論理プロパティの値に設定される。論理プロパティの値が設定されていて、絶対プロパティの値がショートハンドの展開のみで得られるとき、論理プロパティの値が絶対プロパティの値より優先する。両方とも指定されていないなら、継承または初期値を使う。





5.11 マージン・プロパティのグループ

エリアの周囲の空き（ボーダーの外側）に関連する論理プロパティと絶対プロパティには次のものがある。スペースプロパティは、ブロックレベルではbefore/after、インラインレベルではstart/endが有効となる。インデントについては後述する。

	ブロックレベルFO用の論理プロパティ

	space-before、space-after、start-indent、end-indent

	インラインレベルFO用の論理プロパティ

	space-start、space-end

	絶対プロパティ（マージン）

	margin-top、margin-bottom、margin-left、margin-right



マージンプロパティは、ライティングモードに応じて表5.13 絶対方向と論理方向の対応の表のように論理プロパティに対応付けられる。space-before/space-afterは間隔指定子（6.8 複合データ型<space>を参照）なので、マージンから対応付けるとき、.conditionaltyの値はretainとする。

インデント

	プロパティstart-indentは、それが指定されたFOを含む参照エリアの内容長方形の開始辺からFOが生成するブロックエリアの内容長方形の開始辺までの距離を指定するプロパティである。

	プロパティend-indentは、それが指定されたFOを含む参照エリアの内容長方形の終了辺とFOが生成するブロックエリアの内容長方形の終了辺までの距離を指定するプロパティである。



インデントの値によりブロックエリアの幅（inline-progression-dimension）が結果として決まる。インデントを適用できるFOはfo:simple-page-master、fo:region-body、fo:block、fo:block-container、fo:table-and-caption、fo:table、fo:list-block、fo:list-itemである。インデント子孫のFOに継承するので注意が必要である。

表5.14 start-indent（end-indent）プロパティ

	プロパティ値	説明

	<length> 	 長さを指定する。

	<percentage> 	ブロックエリアを含む参照エリアの内容領域の行内進行方向のサイズに対する割合を指定する。



ブロックエリアを含む参照エリアの内容長方形の開始辺（終了辺）とブロックエリアの内容長方形の開始辺（終了辺）の距離を指定する。初期値は0pt。マイナス値はアウトデントとなる。



図5.17 ブロックエリアの配置矩形配置矩形ブロックエリアの――に示すように、インデントはマージン、ボーダー、パディングの大きさに関わらず、参照エリアの対応する辺とブロックエリアの内容長方形の対応する辺の距離を直接指定する。

[image: images/AllocBlock--epub--.png]

ブロックエリアが多重にネストしているとき、直近の先祖の参照エリアの内容長方形の開始辺（終了辺）が基準となる。

図5.17 ブロックエリアの配置矩形





インデント、ボーダー、パディングの関係

開始辺と終了辺にはインデントとマージンが設定できる。さらに内容領域の周囲にはパディング、ボーダーが設定できるが、インデントとマージン、ボーダー幅、パディングの値は次の（1）から（3）の関係になる。

（1）参照エリアにマージンを指定したとき

FOにマージンが明示的に指定され、そのFOが参照エリアを生成するとき、インデントはマージン、ボーダー幅とパディングの合計となる。

	start-indent=開始辺側margin＋開始辺側padding＋開始辺側border-width

	end-indent=終了辺側margin+終了辺側padding＋終了辺側border-width



次はブロックコンテナーにマージンとボーダーを指定した例である。

<fo:region-body margin="10mm 10mm 10mm 10mm" 
                border-left="0.1pt solid blue"/>
…略…
<fo:block>fo:block-containerのマージン</fo:block>
<fo:block-container margin-left="20pt" 
                    border-left="solid 1pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      1pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>
<fo:block-container margin-left="20pt" 
                    border-left="solid 10pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      10pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>
<fo:block-container margin-left="20pt" 
                    border-left="solid 20pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      20pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>


組版結果は図5.18 ブロックコンテナーにマージンを指定の通りである。ブロックコンテナーのstart-indentは（1）式によってマージンとボーダーの和となる。start-indentは子供のfo:blockにも継承される。fo:blockのstart-indentはブロックコンテナーの内容長方形の開始辺を基準にするので、fo:blockの左ボーダーの本体区画左端からの距離はブロックコンテナーのstart-indentの2倍となる。
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図5.18 ブロックコンテナーにマージンを指定





（2）参照エリアでないFOにマージンを指定したとき

FOにマージンが明示的に指定され、そのFOが参照エリアを生成しないとき、インデントはマージン、ボーダー幅とパディングの合計となる。

	start-indent=start-indentの継承値＋開始辺側margin＋開始辺側padding＋開始辺側border-width

	end-indent=end-indentの継承値＋終了辺側margin+終了辺側padding＋終了辺側border-width



次はfo:blockにマージンを指定した例である。本文区画は前の例と同一なので省略している（以下同様）。

<fo:block space-before="1em">fo:blockのマージン</fo:block>
<fo:block margin-left="20pt" 
          border-left="solid 1pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       1pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block>
<fo:block margin-left="20pt" 
          border-left="solid 10pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       10pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block>
<fo:block margin-left="20pt" 
          border-left="solid 20pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       20pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block> 


組版結果は図5.19 ブロックFOにマージンを指定の通りである。外側のfo:blockのstart-indentは（2）式によって計算される。start-indentは子供のfo:blockにも継承される。しかし、両方のfo:blockのstart-indentの基準となる参照エリアは本体区画なので子供のfo:blockのインデント幅は親のfo:blockのインデント幅と同じである。
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図5.19 ブロックFOにマージンを指定





（3）インデントを指定したとき

マージンを明示的に指定しないか、インデントが指定されていてマージンがショートハンドのみで指定されているとき、マージンは次式のようにインデント幅からボーダーとパディングを引いた量である。

	開始辺側margin = start-indent - start-indentの継承値 - (開始辺側border-width) – 開始辺側padding

	終了辺側margin = end-indent - end-indentの継承値 - (終了辺側border-width) - 終了辺側padding



FOにstart-indent、end-indentが指定されていないときは、この式のstart-indentとend-indentは継承値を使う。結果としてマージンは、ボーダーとパディングを合計した値のマイナス値となる。

次はブロックコンテナーにインデントを指定した例である。

<fo:block>fo:block-containerのインデント</fo:block>
<fo:block-container start-indent="20pt" 
                    border-left="solid 1pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      1pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>
<fo:block-container start-indent="20pt" 
                    border-left="solid 10pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      10pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>
<fo:block-container start-indent="20pt" 
                    border-left="solid 20pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
      20pt コンテナの中　コンテナの中</fo:block>
</fo:block-container>


組版結果は図5.20 ブロックコンテナーにインデントを指定の通りである。ブロックコンテナーの内容領域は本文区画から常にstart-indent（20pt）の距離になる。インデントは子供のfo:blockに継承されるので、その内容領域はブロックコンテナーの内容領域からstart-indent（20pt）（本文区画からは40pt）の距離になる。
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図5.20 ブロックコンテナーにインデントを指定



次はfo:blockにインデントを指定した例である。

<fo:block>fo:blockのインデント</fo:block>
<fo:block start-indent="20pt" 
          border-left="solid 1pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       1pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block>
<fo:block start-indent="20pt" 
          border-left="solid 10pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       10pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block>
<fo:block start-indent="20pt" 
          border-left="solid 20pt #dddddd">
  <fo:block border-left="0.1pt solid red">
       20pt ブロックの中　ブロックの中</fo:block>
</fo:block>


組版結果は図5.21 ブロックFOにインデントを指定の通りである。インデントを指定したfo:blockの内容領域は本文区画の左端から常にstart-indent（20pt）の距離になる。子供のfo:blockにもインデントが継承されるが同様に内容領域は本文区画の左端から常にstart-indent（20pt）の距離になる。
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図5.21 ブロックFOにインデントを指定



	図5.18 ブロックコンテナーにマージンを指定、図5.20 ブロックコンテナーにインデントを指定のように参照領域に指定したインデントは、それ自身の内容領域の位置を決めるだけではなく、子供のFOにも継承するので注意が必要である。

	図5.19 ブロックFOにマージンを指定、図5.21 ブロックFOにインデントを指定のように、インデントはボーダーやパディングに関わらずテキスト開始位置を揃えることができるというメリットがある。





エリアの内容領域のstart-indent、end-indent、inline-progression-dimensionの合計は、その直近先祖の参照エリアの内容領域のinline-progression-dimension（幅）に一致しなければならない。もし、不一致ならばend-indentを調整する。







5.12 相対配置

プロパティrelative-positionプロパティは、このプロパティを指定したFOを通常に配置したとしての位置に対して、プロパティtop、プロパティbottom、プロパティleft、プロパティrightプロパティ値で指定した量だけずらして配置する。relative-positionによって特定のFOの位置をずらしても、それが他のFOの位置に影響を与えることはない。

relative-positionはCSSに由来するがXSL-FOでは現在の支配座標系に対して位置を指定する。CSSではオブジェクトを含むボックスに対する相対なので解釈を変えている。

relative-positionはfo:block、fo:table-and-caption、fo:list-blockなどの主要なブロックレベルFOとfo:inline、fo:inline-container、fo:external-graphic、fo:instream-foreign-objectなどのインラインレベルのFOに適用できる。

fo:block-containerはrelative-positionではなく絶対位置指定（absolute-position）で位置を指定する（11.2 ブロックコンテナーの位置指定を参照）。

表5.15 relative-positionプロパティ

	プロパティ値	説明

	static（初期値）	エリアを通常に配置する。

	relative	FOの位置は通常に配置した上で、可視化するときに位置をずらす。





表5.16 top/bottom/left/rightプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	エリアを通常に配置する。

	<length>	参照する辺からの固定の長さ。

	<percentage>	FOを含む参照エリアに対する比率を指定する。






第6章 プロパティ値の書き方

6.1 初期値と継承

プロパティには初期値があるものと必須のものがある。さらに、継承されるものと継承されないものがある。プロパティが継承されるとは、FOツリーで親のFOに設定されたプロパティが子供のFOにも適用されることをいう。

例えば、flow-nameやmaster-referenceのように必ず指定されなければならず、継承されないプロパティ、margin-top、margin-bottom、margin-left、margin-rightのように初期値はゼロで継承されないもの、inline-progression-dimension、block-progression-dimension、width、heightのように初期値は自動で継承されないもの、start-indent、end-indentのように初期値はゼロで継承されるもの、font-sizeやwriting-modeのように初期値があり継承されるものがある。

注意

あるFOに継承されるプロパティが指定されると、そのプロパティは明示的にリセットされない限り、子孫のFOまで伝搬する。プロパティが継承されるかどうかはレイアウトに暗黙に影響があるので注意が必要である。本書ではプロパティを説明するとき、継承されるかどうかを原則として省略しているので注意されたい。プロパティの初期値と継承されるかどうかは、XSL-FO仕様書の付録：“B.2 Property Table: Part I”に一覧が掲載されている。





6.2 数値

数値には絶対数値と相対数値がある。

絶対数値

絶対数値は絶対的な長さである。数字と絶対単位からなる。単位なしの数字がどのように解釈されるかはプロパティの規定に依存する。

表6.1 絶対単位

	名前	定義	補足

	cm		

	mm		

	in	2.54cm	

	pt	1/72in	0.3528mm。DTPポイント(JIS Z 8305-62のポイント（0．3514mm）とは異なる。)

	pc	12pt	パイカ。1インチの1/6

	px	典型的なコンピュータのディスプレイの画素の表示の近似値。デバイス依存である。	XSL-FOプロセサは1/92インチまたは1/72インチのような値に設定して良いとされている。







相対数値

相対数値は他のプロパティの値から換算して決定される。パーセントまたは相対長がある。XSL-FO仕様で規定されている相対長はemのみである。

	%（パーセント）

	既知の特性値に対して100分の1単位での大きさを指定する。数字の後に%を付ける。

	em

	現在のfont-sizeプロパティの値を単位とする。1emは現在のfont-sizeと同じである。数字の後にemを付ける。







6.3 カラー

カラーは、sRGB（red, green, blueによる標準RGB）とICC（International Color Consortiumの標準）による指定ができる。



6.4 式と評価

プロパティ値の指定には式を使うことができる。式は最初に評価されて、結果の値からプロパティの値が決定される。プロパティは独自の文脈によって評価される。この文脈は次のようなものがある。

	プロパティの値として許される結果のタイプ

	式の結果の値のタイプからプロパティに許されるタイプへの変換

	カレント・フォントサイズ

	タイプ毎の相対的な数値から絶対的な数値への変換



式の中の文字、キーワード、数値はプロパティの文脈によって認識する。例えば、あるプロパティの値がautoであるとき、autoはプロパティの定義で指定されたアルゴリズムによって特定のタイプの値に変換される。このようなとき、結果の値はFOのある側面の幅を指定する絶対長になることもある。

あるFOのプロパティセットを評価する場合はfont-sizeプロパティが一番先に評価される。font-sizeの評価に用いるカレント・フォントサイズは親のフォントサイズになる。

数値の式

数値の指定においては、+（和）、-（差）、*（積）、div（割算）、mod（残余）計算を使える。積、div、modを優先的に計算する。





6.5 関数

プロパティ記述のための関数もいくつか定義されている。付録コア関数ライブラリーを参照。



6.6 ショートハンド・プロパティ

ショートハンドは一つのプロパティで、いくつかのプロパティの設定を記述する。XSL-FO では、2種類のショートハンド・プロパティを使える。borderのようにCSSから直接もってきたものと、page-break-insideのようにCSSのプロパティを分解したり結合したりしたものである。両方とも同じように処理される。

表6.2 ショートハンド・プロパティの一覧

	ショートハンド	展開先プロパティ

	background	background-color、background-image、background-repeat、background-attachment 

	background-position	background-position-horizontal、background-position-vertical

	border	四辺のwidth、color、styleに共通の値を設定する

	border-top	border-top-width、border-top-color、border-top-style

	border-bottom	border-bottom-width、border-bottom-color、border-bottom-style

	border-left	border-left-width、border-left-color、border-left-style

	border-right	border-right-width、border-right-color、border-right-style

	border-color	border-top-color、border-bottom-color、border-left-color、border-right-color

	border-style	border-top-style、border-bottom-style、border-left-style、border-right-style

	border-width	border-top-width、border-bottom-width、border-left-width、border-right-width

	border-spacing	border-separation.block-progression-directionとborder-separation.inline-progression-direction

	font	font-style、font-variant、font-weight、font-size、line-height、font-family

	margin	margin-top、margin-bottom、margin-left、magrin-right

	max-height	inline-progression-dimensionまたはblock-progression-dimension

	max-width	inline-progression-dimensionまたはblock-progression-dimension

	min-height	inline-progression-dimensionまたはblock-progression-dimension

	min-width	inline-progression-dimensionまたはblock-progression-dimension

	padding	padding-top、padding-bottom、padding-left、padding-right

	page-break-after	break-afterとkeep-with-next

	page-break-before	break-beforeとkeep-with-previous

	page-break-inside	keep-together

	position	relative-positionとabsolute-position

	size	page-heightとpage-width

	vertical-align	alignment-baseline、alignment-adjust、baseline-shift、dominant-baseline

	white-space	linefeed-treatment、white-space-collapse、white-space-treatment、wrap-option

	xml:lang	country、language



音声レンダリング用のプロパティは除く。



ショートハンドは子に継承されず、展開した個々のプロパティが継承される。CSSでは、関係するショートハンドと個々の関係するプロパティの処理順位をユーザが指定する。XMLの属性には優先順位がないため、XSL-FOで優先順位を定義している。原則はより詳細な指定の優先度が高い。個々のプロパティはショートハンドよりも優先順位が高く、例えば、borderよりborder-topの方がより詳しく、さらにborder-top-colorの方がより詳しい。

さらに、曖昧なケースについては次のように優先順位を定義する。border-style、border-color、border-widthよりもborder-top、border-bottom、border-right、border-leftの方が詳しい。

ショートハンドの展開において、プロパティ値は次のような順序で決定される。

	全てのプロパティを初期値に設定する。

	ショートハンドを徐々に詳しくなる順番で処理する。

	個別のプロパティに指定された値を処理する。

	値が指定されなかったプロパティに継承値を処理する。





6.7 データ型

プロパティ値の記述に使えるデータ型の一覧はデータ型を参照。



6.8 複合データ型<space>

空きの量、高さの量を指定するプロパティは<space>型の複合データ型（間隔指定子と呼ぶ）として記述されることがある。間隔指定子は次のコンポーネントをもつ。

	minimum、optimum、maximum

	空き量はoptimumであることが望ましいが、mimimum以上でなければならず、maximumを超えてはならない。数値はマイナスも許される。マイナスの場合、二つのエリアが重なることを意味する。

	conditionality

	間隔指定子を、参照エリアまたはラインエリアの先頭または最後で有効にするかどうかを制御する。retainまたはdiscardの値をもつ。discardの値をもつものを条件付間隔指定子という。設定例は条件によるページや段の先頭段落の前の空き制御、ページや段の先頭行の前と最終行の後の空き量を無くす方法を参照のこと。

	precedence

	整数またはforceの値を取る。この値がforceである間隔指定子を強制間隔指定子という。



間隔指定子を設定できるプロパティ

間隔指定子を設定できるのは次の7種類のプロパティである。このうち、line-height以外はFO間の空き量である。

	space-before

	space-after

	space-end

	space-start

	line-height

	letter-spacing

	word-spacing



例えば、space-before プロパティは次のように指定できる。

space-before.minimum="2.0pt"
space-before.optimum="3.0pt"
space-before.maximum="4.0pt"
space-before.precedence="0"
space-before.conditionality="discard"




省略形

複合値の指定では、省略形を使うことができる。長さの場合では、プロパティ名と一致する名前をもつ属性のすべての長さのコンポーネントに指定した値をセットし、長さ以外のコンポーネントには初期値をセットする。例えば、

space-before="4.0pt"


と指定するのは、次と同等である。

space-before.minimum="4.0pt"
space-before.optimum="4.0pt"
space-before.maximum="4.0pt"
space-before.precedence="0"
space-before.conditionality="discard"


省略形を完全な指定と一緒に使うことができる。完全な指定は、省略形を展開したものより優先する。例えば、

space-before="4.0pt"
space-before.maximum="6.0pt"


と指定するのは次と同等である。

space-before.mimimum="4.0pt"
space-before.optimum="4.0pt"
space-before.maximum="6.0pt"
space-before.precedence="0"
space-before.conditionality="discard"


複合型は個別のコンポーネントではなく一単位として継承する。



隣合う間隔指定子の距離の解決

隣り合うブロックエリアの間の距離を両方の間隔指定子によって指定しているとき、それらの間隔指定子の距離を解決する計算を行い、間隔指定子を決定する。計算方法の概略は次の通り。

	強制間隔指定子（*.precedence="force"のもの）があれば、強制間隔指定子でないものの距離を0とした上で、強制間隔指定子一つ一つの距離を、決定済みとして採用する。強制間隔指定子がない場合は、一番precedenceが大きなものの中でoptimum値の最大のものを採用し、他の間隔指定子の距離は0とする。

	決定済みの間隔指定子が複数ある時は、それらが指定する距離を加算する。



次の例は、先行するブロックにspace-after="1.5em" 、後行するブロックにspace-before="0.5em" を指定している。space-after.precedenceとspace-before.precedenceの値によって、二つのブロック間の空きが変わる。precedenceが'0'は指定しないのと同じである。space-after.precedenceとspace-before.precedenceが両方とも整数のとき、値の大きい方が採用される。両方ともforceのとき、空きは合計になる。

<fo:block …略…>ブロックエリア間の空き</fo:block> 
  <fo:block background-color="#DDDDDD" 
            space-before="0.5em" 
            space-after="0.5em">1. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD" 
            space-before="1.5em" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="force">2. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD"
            space-before="1.5em" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="5">3. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD" 
            space-before="1.5em" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="5">4. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD"
            space-before="1.5em" 
            space-before.precedence="6" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="1">5. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD"
            space-before="1.5em" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="0">6. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD"
            space-before="1.5em" 
            space-after="0.5em" 
            space-after.precedence="force">7. </fo:block>
  <fo:block background-color="#DDDDDD"
            space-before="1.5em" 
            space-before.precedence="force">8. </fo:block>


組版結果は図6.1 ブロック間の空き・間隔指定子の効果のようになる。
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図6.1 ブロック間の空き・間隔指定子の効果







6.9 複合データ型<keep>

keep型は次の三つのコンポーネントをもつ複合型である。コンポーネントはkeep型を持つプロパティの文脈エリアを指示する。

	within-page

	文脈エリアをページ（の内容領域）に設定する

	within-column

	文脈エリアを段（カラム）に設定する

	within-line

	文脈エリアをライン（行）に設定する



それぞれのコンポーネントに強度を示す値を設定するかalwaysまたはautoとする。数字が大きいほど強く、alwaysは最強の条件である。autoにすればkeep条件はなにも設定されない。なお、within-lineは、ラインエリアの中に配置されるエリアが対象になる。

keep型をもつプロパティ

keep型は次の三つのプロパティと組み合わせて、ページ、段、ラインという文脈エリアにおけるFOの配置を制約する。

	プロパティkeep-with-previousは指定したFOを前のFOと同じ文脈エリアに納める。

	プロパティkeep-with-nextは指定したFOを次のFOと同じ文脈エリアに納める。

	プロパティkeep-togetherは指定したFOを同一の文脈エリアの中に納める。



表6.3 keep-with-previous、keep-with-next、keep-togetherプロパティ

	プロパティ値	説明

	<keep>	keep型。初期値は.within-line=auto、.within-column=auto、.within-page=autoでkeepの制約はなし







keepの省略形

keep型を省略形で指定したときは、プロパティ名を持つ属性のコンポーネントに妥当な値を与える。例えば、

keep-together="always"


と指定するのは、次と同等である。

keep-together.within-line="always"
keep-together.within-column="always"
keep-together.within-page="always"




keepの適用対象FO

表6.4 keepの適用対象FO

		keep-together		keep-with-next	 keep-with-previous

	fo:block	〇	〇	〇

	fo:block-container	〇	〇	〇

	fo:character	―	〇	〇

	fo:external-graphic	―	〇	〇

	fo:instream-foreign-object	―	〇	〇

	fo:inline	〇	〇	〇

	fo:inline-container	〇	〇	〇

	fo:leader	―	〇	〇

	fo:page-number	―	〇	〇

	fo:page-number-citation	―	〇	〇

	fo:page-number-citation-last	―	〇	〇

	fo:scaling-value-citation	―	〇	〇

	fo:table-and-caption	〇	〇	〇

	fo:table-caption	〇	―	―

	fo:table	〇	〇	〇

	fo:table-header	―	―	―

	fo:table-footer	―	―	―

	fo:table-body	―	―	―

	fo:table-row	〇	〇	〇

	fo:table-cell	―	―	―

	fo:list-block	〇	〇	〇

	fo:list-item	〇	〇	〇

	fo:list-item-body	〇	―	―

	fo:list-item-label	〇	―	―

	fo:basic-link	〇	〇	〇







表の行にkeepを指定する例

次に表の行に対するkeep-together.within-columnの指定の例を示す。

指定しない

最初の例は三つの行（<fo:table-row>）に対してkeep-together.within-columnを何も指定しない（autoでも同じ）例である。FOは最初の行だけを示す。

<fo:table-row>
  <fo:table-cell border="solid 0.2pt black" 
                 text-align="center" 
                 padding="1mm">
    <fo:block>No.1</fo:block>
  <fo:table-cell border="solid 0.2pt black" 
                 text-align="center" 
                 padding="1mm">
    <fo:block>Item a Details sample</fo:block>
    <fo:block text-align="justify" 
              xml:lang="en">
   Lorem ipsum dolor …略…</fo:block>
   </fo:table-cell>
</fo:table-row>


組版結果は図6.2 keep-togetherの指定なしのように、二つ目の行の途中で改段している。

[image: images/table-row-keep-together-1--epub--.png]

図6.2 keep-togetherの指定なし





alwaysを指定

次は表の三つの行にkeep-together.within-column="always"を指定する。このときは各行を一つの段の中に収める最強の制約である。

<fo:table-row keep-together.within-column="always">
  …略…
</fo:table-row>


組版結果を図6.3 keep-togetherにalwaysを指定に示す。二つ目の行は一段目に入りきらないので行の前で改段する。XSL-FO V1.1ではalwaysを最強としているだけで、段のエリアに入りきらない時にどうするかは明確に決められていない。AH Formatter V6.3は二つ目の行を段に納めることができないのでオーバーフローする。

[image: images/table-row-keep-together-2--epub--.png]

図6.3 keep-togetherにalwaysを指定





数値を指定

次は表の三つの行にそれぞれkeep-together.within-column="1"を指定した例である。

<fo:table-row keep-together.within-column="1">
  …略…
</fo:table-row>


組版結果を図6.4 keep-togetherに数値を指定に示す。二つ目の行は一段目の残りに入らないので改段して始めるが、二つ目の行が段の高さを超えてしまうので、行の途中で改段する。三つ目の行は段の残りの領域に入るので2行目と同じ段に配置される。

[image: images/table-row-keep-together-3--epub--.png]

図6.4 keep-togetherに数値を指定



なお、ブロック組版オブジェクトに対するkeep-together.within-column="always"の指定例は改ページや改段の抑制を参照のこと。






第7章 テキストとフォント

7.1 テキストを配置できるFO

テキストを直接含むことができるFOの一覧は次の通りである。この中で、fo:blockとfo:inlineは汎用であるが、それ以外は特定目的の用途である。これ以外の、例えば表のセル（fo:table-cell）、箇条書きの項目（fo:list-item-label、fo:list-item-body）のFOなどはテキストを直接含むことができない。テキストを直接含むことができないFOには、その子供としてfo:blockを置いて、fo:blockの内容としてテキストを記述する。

	fo:title

	fo:block

	fo:bidi-override

	fo:inline

	fo:leader

	fo:folio-prefix

	fo:folio-suffix

	fo:basic-link

	fo:multi-case

	fo:multi-toggle

	fo:index-page-number-prefix

	fo:index-page-number-suffix

	fo:index-page-citation-list-separator

	fo:index-page-citation-range-separator

	fo:bookmark-title

	fo:wrapper

	fo:marker





7.2 フォント

書体や文字の大きさはフォント関連のプロパティで指定する。フォント関連のプロパティは、ブロックレベル、インラインレベルのほぼすべてのFOに適用できる。フォント関連プロパティの種類は次のものがあり、これらのプロパティはすべて継承される。なお、font-sizeを相対値で指定したときは計算された絶対値が継承される。例えば、fo:rootに指定したフォントプロパティは文書全体のデフォルトフォントとなる（継承については6.1 初期値と継承を参照）。

	font-family（フォントファミリー参照）

	font-size（文字の大きさ参照）

	font-style（フォントのスタイル参照）

	font-variant（フォントの異体参照）

	font-weight（フォントの太さ参照）

	font-selection-strategy

	font-stretch（フォントの幅参照）

	font-size-adjust



フォントファミリー

プロパティfont-familyプロパティにフォントファミリー名（MS 明朝、MSゴシックなど）を設定する。フォントファミリー名が空白を含む場合は引用符で囲む。引用符を省略するとフォントファミリー名の空白の扱いの関係で意図した通りにならないことがある。フォントファミリー名で指定したフォントがシステムにない場合のために、generic-family（一般ファミリー名）として、serif、sans-serif、cursive、fantasy、monospaceの五つのキーワードが定義されている。一般ファミリー名はキーワードであり、引用符で囲まない。

表7.1 font-familyプロパティ

	 プロパティ値	説明

	<family-name>または<generic-family> 	フォントファミリーの名前または一般ファミリー名を繰り返す。





フォントファミリー名と一般ファミリー名をリストとして並べると先頭から優先的に使う。最初のフォントファミリーにその文字のグリフがないときは次のフォントファミリーを適用する。リストの最後に一般ファミリー名を記載すると良い。一般ファミリー名はフォントのデザイン的な分類を表す。

表7.2 一般ファミリー名

	 一般ファミリー名	説明

	serif 	鱗または髭があり、横線と縦線の太さの異なる書体。日本語では明朝体が該当する。

	sans-serif	鱗または髭がなく、横線と縦線の太さが同じ書体。日本語ではゴシック体が該当する。

	cursive	連綿体。日本語では筆文字体などが該当する。

	fantasy	飾り書体。絵文字を含む。

	monospace	固定幅書体。







文字の大きさ

プロパティfont-sizeプロパティにフォントのサイズを指定する。

表7.3 font-sizeプロパティ

	プロパティ値	説明

	<absolute-size>	xx-small、x-small、small、medium（初期値）、large、x-large、xx-largeの七つのキーワードのどれか。

	<relative-size> 	larger、smallerのどちらか。XSL-FOプロセサは、親要素のフォントサイズに対して相対的にサイズを決める。

	<length> 	フォントサイズの絶対値を指定する。マイナスはエラーとなる。

	<percentage> 	em、%値を設定すると、親のFOのフォントサイズに対して相対的に、フォントサイズの絶対値を計算する。





次の例は文字の大きさを相対値（em）と絶対値（pt）で指定した例である(例ではfo:inlineの前後に空白と改行が入っている。上のブロックは空白が12ptになるが下のブロックは上位で指定したサイズになり、空白の大きさが異なってしまう。そこで、空白と改行を無視する指定をして組版した。)。

<fo:block font-size="12pt">              
  <fo:inline font-size="0.4em">あ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="0.6em">い</fo:inline>
  <fo:inline font-size="0.8em">う</fo:inline>
  <fo:inline font-size="1.0em">え</fo:inline>
  <fo:inline font-size="1.2em">お</fo:inline>
  <fo:inline font-size="1.4em">か</fo:inline>
  <fo:inline font-size="1.6em">き</fo:inline>
  <fo:inline font-size="1.8em">く</fo:inline>
  <fo:inline font-size="2.0em">け</fo:inline>
  <fo:inline font-size="2.2em">こ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="2.4em">さ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="2.6em">し</fo:inline>
  <fo:inline font-size="2.8em">す</fo:inline>
  <fo:inline font-size="3.0em">せ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="3.2em">そ</fo:inline>
</fo:block>
<fo:block>              
  <fo:inline font-size="4.8pt">あ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="7.2pt">い</fo:inline>
  <fo:inline font-size="9.6pt">う</fo:inline>
  <fo:inline font-size="12pt">え</fo:inline>
  <fo:inline font-size="14.4pt">お</fo:inline>
  <fo:inline font-size="16.8pt">か</fo:inline>
  <fo:inline font-size="19.2pt">き</fo:inline>
  <fo:inline font-size="21.6pt">く</fo:inline>
  <fo:inline font-size="24pt">け</fo:inline>
  <fo:inline font-size="26.4pt">こ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="28.8pt">さ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="31.2pt">し</fo:inline>
  <fo:inline font-size="33.6pt">す</fo:inline>
  <fo:inline font-size="36pt">せ</fo:inline>
  <fo:inline font-size="38.4pt">そ</fo:inline>
</fo:block>


組版結果を図7.1 font-sizeの相対指定と直接指定に示す。

[image: font-sizeの相対指定と直接指定]

図7.1 font-sizeの相対指定と直接指定





フォントのスタイル

プロパティfont-styleプロパティには、normal（初期値）、italic、oblique、backslantのいずれかを指定できる。フォントファミリーに該当するフォントフェイス（書体）があることが前提である。



フォントの異体

プロパティfont-variantプロパティには、normal（初期値）、small-caps を指定できる。small-capsフォントを指定すると、小文字が大文字に似て見え、しかし、より小さく若干異なるプロポーションをもつグリフとなる。small-capグリフが用意されていないフォントではXSL-FOプロセサが合成するなどの措置を取る。このプロパティは大文字と小文字をもつ文字（ラテン文字など）を対象とする。漢字やかななどの和文フォントは大文字・小文字がないので、このプロパティを指定しても意味がない。

<fo:block font-family="Times New Roman" 
          font-size="2em" 
          font-variant="normal">
       Normal: Antenna House Formatter</fo:block>     
<fo:block font-family="Times New Roman" 
          font-variant="small-caps" 
          font-size="2em">
       Small-Caps: Antenna House Formatter</fo:block> 


組版結果を図7.2 font-variantの例に示す。

[image: images/font-variant--epub--.png]

図7.2 font-variantの例





フォントの太さ

プロパティfont-weightプロパティはフォントの太さをキーワードまたは数字を指定して設定する。font-familyに指定のフォントがないとき指定通りにならないことがある。

表7.4 font-weightプロパティ

	 プロパティ値	説明

	normal（初期値）	400 と同じ。

	bold	700 と同じ。

	bolder	フォントに割り当てられたウエイトのなかで、継承した値より太くなるような次の値になる。

	lighter	フォントに割り当てられたウエイトのなかで、継承した値より細くなるような次の値になる。

	<integer>	100,200,300,400,500,600,700,800,900 大きいほど太くなる







フォントの幅

プロパティfont-stretchプロパティでフォントの幅を拡縮します。

表7.5 font-stretchプロパティ

	 プロパティ値	説明

	ultra-condensed, extra-condensed,condensed,semi-condensed,normal（初期値）,semi-expanded, expanded, extra-expanded, ultra-expanded	ultra-condensedからultra-expandedまでのキーワードで指定する。ultra-condensedが最も狭く、normalが普通、ultra-expandedが最も広い。

	wider	継承した値より一段階広くする。ultra-expandedを超えない。

	narrower	継承した値より一段階狭くする。ultra-condensedより狭くならない。





次はフォントの幅を指定した例である。

<fo:block font-stretch="ultra-condensed">1. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（ultra-condensed）</fo:block>
<fo:block font-stretch="extra-condensed">2. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。</fo:block>
<fo:block font-stretch="condensed">3. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。</fo:block>
<fo:block font-stretch="semi-condensed">4. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（semi-condensed）</fo:block>
<fo:block font-stretch="narrower">5. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（narrower）</fo:block>
<fo:block font-stretch="normal">6. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（normal）</fo:block>
<fo:block font-stretch="wider">7. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（wider）</fo:block>
<fo:block font-stretch="semi-expanded">8. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（semi-expanded）</fo:block>
<fo:block font-stretch="expanded">9. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。</fo:block>
<fo:block font-stretch="extra-expanded">A. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。</fo:block>
<fo:block font-stretch="ultra-expanded">B. XSL Formatterはアンテナハウス製品です。（ultra-expanded）</fo:block>


組版結果を図7.3 フォントの幅に示す。

[image: フォントの幅]

図7.3 フォントの幅







7.3 文字の色

プロパティcolorプロパティで文字の色を指定する。

表7.6 colorプロパティ

	プロパティ値	説明

	<color>	カラー指定。CSS2で規定したカラーの名前、数値（RGB）、カラー関数（コア関数ライブラリー参照）で指定する。XSL-FOではカラー関数としてrgb-icc関数を追加している。





カラー名と値

カラーの名前と対応する値は次の表の通りである。カラー名では大文字と小文字を区別しない。値はsRGB値で16進値は“#”の直後に3桁または6桁の16進数で指定する。3桁の場合は“#f0f”を“#ff00ff”のように各桁を複製して6桁に換算される。RGB関数はrgb(256,0,256)またはrgb(100%,0%,100%) のように指定する。

表7.7 カラー名と値

	 プロパティ値	16進値	10進値	 プロパティ値	16進値	10進値	 プロパティ値	16進値	10進値

	Black	#000000	0,0,0	Silver	#C0C0C0	192,192,192	Gray	#808080	128,128,128

	White	#FFFFFF	255,255,255	Maroon	#800000	128,0,0 	Red	#FF0000	255,0,0

	Purple	#800080	128,0,128 	Fuchsia	#FF00FF	255,0,255	Green	#008000	0,128,0

	Lime	#00FF00	0,255,0	Olive	#808000	128,128,0 	Yellow	#FFFF00	255,255,0 

	Navy	#000080	0,0,128 	Blue	#0000FF	0,0,255 	Teal	#008080	0,128,128

	Aqua	#00FFFF	0,255,255





次はcolorプロパティの値を名前、16進数、rgb関数で指定した例である。

<fo:table>
…略…
  <fo:table-body>
    <fo:table-row>
      <fo:table-cell><fo:block color="Black">Black</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="#000000">#000000</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="rgb(0,0,0)">0,0,0</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="Silver">Silver</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="#C0C0C0">#C0C0C0</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="rgb(192,192,192)">192,192,192</fo:block></fo:table-cell>
    </fo:table-row>
    <fo:table-row>
      <fo:table-cell><fo:block color="Gray">Gray</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="#808080">#808080</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="rgb(128,128,128)">128,128,128</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="#ff00ff">ff00ff</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="#f0f">#f0f</fo:block></fo:table-cell>
      <fo:table-cell><fo:block color="rgb(100%,0%,100%)">100%,0%,100%</fo:block></fo:table-cell>
    </fo:table-row>
  </fo:table-body>
</fo:table> 


組版結果を図7.4 文字の色に示す。

[image: 文字の色]

図7.4 文字の色







7.4 文字コードと文字オブジェクト

XMLドキュメントの文字セットはUnicode（符号化方式はUTF-8またはUTF-16が主流）が標準であるが、XML宣言で文字符号化方式を指定すればShift_JISによる符号化方式を扱うこともできる。Unicodeにある文字については、Unicodeのコードポイントを文字参照の形で直接指定できる。XMLドキュメントの中でShift_JISで符号化したとしても、文字参照ではUnicodeのコードポイントで参照する。例えば、copyright記号©のコードポイントの参照は、「&#x00a9;」のように行う。

文字オブジェクト

fo:characterは、Unicodeの一文字を表す空要素である。プロパティcharacterプロパティにUnicode文字を指定する。

表7.8 characterプロパティ

	 プロパティ値	説明

	<character>	Unicode文字（必須）





fo:characterは一つの文字に相当する。次に例を示す。

<fo:block>
  <fo:character character="&#x2230;" />&#x2230;
  <fo:character character="①" />①
</fo:block>


組版結果は図7.5 文字オブジェクトの通り。

[image: images/character--epub--.png]

図7.5 文字オブジェクト





fo:characterに指定できるプロパティ

XSL-FO V1.1では、次のプロパティはfo:inlineとfo:blockには指定できず、fo:characterや他の限定されたFOに指定できる(仕様書はこのようになっているが、プロパティの適用対象としてfo:inlineとfo:blockを除外する必要はないだろう。)。

AH XSL Formatterはfo:characterにしか指定できないプロパティをfo:inlineやfo:blockにも適用できるように拡張しており、AH XSL Formatterではfo:characterのみでなくテキストにも適用される。この解釈はCSSの仕様に近い。



	letter-spacing（空け組み参照）

	word-spacing（単語間の空きの増減参照）

	treat-as-word-space（表7.11 treat-as-word-spaceプロパティ参照）

	glyph-orientation-horizontal

	glyph-orientation-vertical

	score-spaces（テキストの修飾を空白に適用するか参照）

	suppress-at-line-break（表7.13 suppress-at-line-breakプロパティ参照）

	text-shadow（テキストの影）

	text-transform（テキストの変換）





空け組み

プロパティletter-spacingプロパティは、文字と文字の間隔を増やしたり減らしたりする。

表7.9 letter-spacingプロパティ

	 プロパティ値	説明

	normal（初期値）	フォントがもつ値。normalのときは、テキストの均等割り付けなどで、XSL-FOプロセサが文字間を変更できる。 

	<length>	 文字間をフォントがもつ値に対して増減する値を指定する。

	<space>	文字間をフォントがもつ値に対して増減する値を指定する。minimum、maximumにより最小、最大値を指定できる。





letter-spacingプロパティを指定すると、fo:characterのspace-startとspace-endトレイトが次のように設定される。

	normal：.optimum =（現在のフォントの空き）/ 2、.maximum = auto、.minimum = auto、.precedence = force、.conditionality = discard

	<length>：.optimum = <length> / 2、.maximum = .optimum、.minimum = .optimum、.precedence = force、.conditionality = discard

	<space>：.optimum = .maximum = .minimum =（letter-spacingの値）/2、.precedence = force、.conditionality = discard



次の例はletter-spacingに10ポイントを指定している。

<fo:block font-size="10pt" 
          letter-spacing="10pt" 
          border="0.5pt dashed black">
     Antenna House is a global software company
</fo:block>
<fo:block font-size="10pt" 
          letter-spacing="10pt" 
          border="0.5pt dashed black" 
          space-before="10pt">
     アンテナハウスはグローバルなソフトウェア会社です。
</fo:block>


組版結果は図7.6 letter-spacingの通り。空白を含む各文字の前後に5ptの空きが追加される。行の先頭文字の開始辺と最後の文字の終了辺の空きは捨てられる。

[image: images/character-letter-space--epub--.png]

図7.6 letter-spacing



なお、letter-spacing.conditionality="retain" を指定すれば、行の先頭文字の開始辺と最後の文字の終了辺にも5ptの空きが追加される。



単語間の空きの増減

プロパティword-spacingプロパティは、欧文の単語間の空きを増やしたり減らしたりする指定である。

表7.10 word-spacingプロパティ

	 プロパティ値	説明

	normal（初期値）	normalのときはフォントとXSL-FOプロセサの標準通り。 

	<length>	 単語間を標準に対して増減する値を指定する。

	<space>	単語間を標準に対して増減する値を指定する。minimum、maximumにより最小、最大値を指定できる。





単語間の空きの初期値は、単語間空白として扱うfo:characterのグリフエリアの行内進行方向のサイズとなる。word-spacingプロパティによりspace-startとspace-endトレイトが次のように設定される。

	normal：.optimum =（現在のフォントの空き）/ 2、.maximum = auto、.minimum = auto、.precedence = force、.conditionality = discard

	<length>：.optimum = <length> / 2、.maximum = .optimum、.minimum = .optimum、.precedence = force、.conditionality = discard

	<space>：.optimum = .maximum = .minimum =（word-spacingプロパティの値）/2、.precedence = force、.conditionality = discard



次の例ではword-spacingに10ポイントを指定している。

<fo:block font-size="10pt" 
          word-spacing="10pt" 
          border="0.5pt dashed black">
     Antenna House is a global software company
</fo:block>			
<fo:block font-size="10pt" 
          word-spacing="10pt" 
          border="0.5pt dashed black" 
          space-before="10pt">
     アンテナハウスはグローバルなソフトウェア会社です。
</fo:block>


組版結果は図7.7 word-spacingの通り。行の先頭と最後を除く、欧文の単語間の空きの前後に5ptの空きが追加される。日本語には空きが付かない。

[image: images/character-word-space--epub--.png]

図7.7 word-spacing



プロパティtreat-as-word-spaceプロパティは、文字にword-spacingプロパティを適用するか、それとも普通の文字として扱うかを指定する。

表7.11 treat-as-word-spaceプロパティ

	 プロパティ値	説明

	auto（初期値）	U+0020、U+00A0のみをtrueが指定されたとして扱い、それ以外の文字はすべてfalseが適用されるとする。 

	true	文字の進行方向の幅にword-spacingプロパティを適用する。 

	false	文字の進行方向の幅にword-spacingプロパティを適用しない。





U+2000からU+200Aまでの固定幅と、U+3000（全角空白）は“auto”の対象ではない。フォントによっては他の文字にもword-spacingを適用することがある。





7.5 空白の扱い

ドキュメントの組版では、空白によって文字間の調整を行うことがある。従って、空白の取り扱いは注意が必要である。

XML仕様における空白処理規定

XMLドキュメント中で空白として扱われる文字コードは、英文空白（#x20）、タブコード（#x9）、改行（#xA）、復帰（#xD）の4種類である。但し、改行と復帰が連続した場合はXMLドキュメントを処理する際に、一つの改行になる(XML V1.1では、#xD #x85、#x85、#x2028、#xD（のみ）も一つの改行（#xA）になる。U+0085はNext Line、U+2028はLine Separatorである。)。

XMLの仕様では、XMLドキュメントの文字データ中の空白はアプリケーション（XSL-FOプロセサ）にそのまま引き渡されなければならない。しかし、その後の空白の処理はXSL-FOプロセサに任される。但し、要素にxml:spaceという属性を加え、その値としてpreserveを指定する（xml:space="preserve"）と、XSL-FOプロセサにすべての空白を保存する意図を伝えることができる。xml:space="default"とすることで、XSL-FOプロセサの初期値の空白処理モードを適用可能となる。この属性は、xml:space属性の別の指定で上書きされない限り、指定した要素の内容に現れるすべての要素に適用される。

さらに、XSL-FOでは空白文字に関連してwhite-space-treatment、linefeed-treatment、whitespace-collapse三つのプロパティが定義されている。



空白文字の扱い

プロパティwhite-space-treatmentプロパティは、行の構築とグリフエリアのインライン構築において、改行（U+000A）以外の空白文字の取り扱いを指定する。

表7.12 white-space-treatmentプロパティ

	 プロパティ値	説明

	ignore	XMLで空白文字に分類されるUnicode文字のグリフエリアは、改行（U+000A）を除いて削除する。

	preserve	XMLで空白文字に分類されるUnicode文字のグリフエリアを削除しない。

	ignore-if-before-linefeed	suppress-at-line-break='suppress'属性をもつグリフエリアが、ラインエリアの最後にきたとき捨てる。

	ignore-if-after-linefeed	suppress-at-line-break='suppress'属性をもつグリフエリアが、ラインエリアの最初にきたとき捨てる。

	ignore-if-surrounding-linefeed（初期値）	suppress-at-line-break='suppress'属性をもつグリフエリアを、ラインエリアの最初と最後にきたとき捨てる。





プロパティsuppress-at-line-breakプロパティはfo:characterのみに適用され、その文字が改行位置の隣にきたときに表示されないようにするかどうかを決定する。

表7.13 suppress-at-line-breakプロパティ

	 プロパティ値	説明

	auto（初期値）	U+0020はsuppressが指定されたものとして扱い、それ以外の文字はretainが指定されたものとして扱う。非改行文字（U+00A0）、固定幅の空白（U+2000から U+200A）、全角空白（U+3000）を自動的に非表示にすることはない。

	suppress	suppressが指定されたfo:characterから生成されるグリフエリアが改行位置の隣で削除されるかどうかは、white-space-treatmentプロパティに依存する。

	retain	suppressが指定されたfo:characterから生成されるグリフエリアはラインエリアの先頭か最後かに関わらずエリアツリーに配置される。







改行文字の扱い

プロパティlinefeed-treatmentプロパティはU+000A（改行）の取り扱いを指定する。

表7.14 linefeed-treatmentプロパティ

	プロパティ値	説明

	ignore	U+000A（改行）を捨てる。

	preserve	特別な処理はしない。

	treat-as-space（初期値）	改行は、U+0020（空白）に変換する。

	treat-as-zero-width-space	改行コードは、U+200B（ゼロ幅スペース）に変換する。







連続する空白文字をまとめる

プロパティwhite-space-collapseプロパティは連続する空白文字を一つにまとめるか、それともなにもしないかを指定できる。初期値では、空白文字は一つにまとめられる。

表7.15 white-space-collapseプロパティ

	プロパティ値	説明

	false	なにもしない

	true（初期値）	その文字がXMLの空白文字であって、かつU+000A（改行）でなく、かつ直前の文字がXMLの空白文字もしくは直後の文字が改行であるならばその空白文字は無視される。





XMLドキュメントの要素にxml:space="preserve"が指定されていたならば、FOに変換する際には、そのFOのwhite-space-treatmentはpreserveとし、white-space-collapseプロパティにはfalseを設定しなければならない。



折り返し

プロパティwrap-optionプロパティは、FOの内容について行の折り返し処理を指定する。

表7.16 wrap-optionプロパティ

	プロパティ値	説明

	no-wrap	行を折り返さない。内容領域の幅よりも行が長くなったときの扱いは、参照エリアに指定されたoverflowプロパティに従う。

	wrap	行がブロックエリアの幅を超えるときには折り返す。







ショートハンドwhite-spaceの展開

CSS2ではwhite-spaceプロパティの値として、normal（初期値）、pre、nowrapが定義されている。XSL FO V1.1ではプロパティwhite-spaceプロパティはショートハンドとして扱い、linefeed-treatment、white-space-collapse、white-space-treatment、wrap-optionの四つのプロパティに展開される。

表7.17 white-spaceの展開

	white-spaceの値	linefeed-treatmentの値	white-space-collapseの値	white-space-treatmentの値	wrap-optionの値

	normal	treat-as-space	true	ignore-if-surrounding-linefeed	wrap

	pre	preserve	false	preserve	no-wrap

	nowrap	treat-as-space	true	ignore-if-surrounding-linefeed	no-wrap









7.6 テキストの加工と修飾

テキストの変換

プロパティtext-transformは、CSSとの互換性のためにXSL-FOに盛り込まれているプロパティである。

表7.18 text-transformプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	なにもしない。

	capitalize	各単語の先頭文字を大文字に変換する。

	uppercase	各単語の全ての文字を大文字に変換する。

	lowercase	各単語の全ての文字を小文字に変換する。





次の例は英語の文章にtext-transformを指定している。

<fo:block … text-transform="none">
text-transform="none": Antenna House Formatter is a mature software that continues to evolve and is in production with several large corporations.
</fo:block>
<fo:block … text-transform="capitalize">
text-transform="capitalize": Antenna House Formatter is a mature software that continues to evolve and is in production with several large corporations. 
</fo:block> 
<fo:block … text-transform="uppercase">
text-transform="uppercase": Antenna House Formatter is a mature software that continues to evolve and is in production with several large corporations.
</fo:block> 
<fo:block … text-transform="lowercase">
text-transform="lowercase": Antenna House Formatter is a mature software that continues to evolve and is in production with several large corporations.
</fo:block>


組版結果を図7.8 text-transformの効果に示す。

[image: text-transformの効果]

図7.8 text-transformの効果





テキストの影

プロパティtext-shadowはテキストに影を付ける。CSSの仕様から取り込まれたプロパティである。

表7.19 text-shadowプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	なにもしない。

	<length> <length> <length>（オプション）<color>（オプション）	最初の<length>は水平方向のずれ、二つ目の<length>は垂直方向のずれ、三つ目の<length>はぼかしの半径を指定するオプション。<color>はぼかしの色を指定するオプション。<color>を先頭に置くこともできる。値のセットをカンマで区切って複数の影を指定できる。





次の例は文字列に灰色の影を付ける指定である。

<fo:block font-family="Times New Roman">
  text-shadow="none":
    <fo:inline text-shadow="none">Antenna House Formatter</fo:inline>
</fo:block>     
<fo:block font-family="Times New Roman">
  text-shadow="2pt 4pt gray": 
  <fo:inline text-shadow="gray 2pt 4pt">Antenna House Formatter</fo:inline>
</fo:block> 
<fo:block font-family="Times New Roman">
  text-shadow="2pt 8pt gray": 
  <fo:inline text-shadow="gray 2pt 8pt">Antenna House Formatter</fo:inline>
</fo:block> 
<fo:block font-family="Times New Roman">
  text-shadow="2pt 4pt 1pt gray": 
  <fo:inline text-shadow="gray 2pt 4pt 1pt">Antenna House Formatter</fo:inline></fo:block> 


組版結果を図7.9 text-shadowの効果に示す。

[image: text-shadowの効果]

図7.9 text-shadowの効果





テキストの修飾

プロパティtext-decorationプロパティはCSSから由来する文字飾りである。XSL-FOではno-underline、no-overline、no-line-through、no-blinkが拡張されている。

表7.20 text-decorationプロパティ

	 プロパティ値	説明

	none（初期値）	修飾しない。

	underlineまたはno-underline	下線または下線をなしにする。

	overlineまたはno-overline	上線または上線をなしにする。

	line-throughまたはno-line-through	テキストの中央の消し線または消し線をなしにする。

	blinkまたはno-blink	点滅または点滅をなしにする。



XSL-FOでは横書きのテキストでは下線は文字の下になる。縦書きのテキストでは下線はlanguage依存であり、前方辺の上またはそばに置く。XSL-FOの仕様書では下線の位置までは定めていない。XSL-FOの処理系の実装に依存する。



次の例は文字列に下線、上線、消線を付けている。fo:inline-containerで部分縦書きを指定して下線、上線、消線を付ける例も示す。

<fo:block text-align="center">
  <fo:inline text-decoration="underline">下線</fo:inline>
  <fo:inline text-decoration="overline">上線</fo:inline>
  <fo:inline text-decoration="line-through">消線</fo:inline> 
</fo:block>
<fo:block text-align="center">
  <fo:inline-container writing-mode="tb-rl">
    <fo:block>
      <fo:inline text-decoration="underline">下線</fo:inline>
    </fo:block>
  </fo:inline-container>
  <fo:inline-container writing-mode="tb-rl">
    <fo:block>
      <fo:inline text-decoration="overline">上線</fo:inline>
    </fo:block></fo:inline-container>
  <fo:inline-container writing-mode="tb-rl">
    <fo:block>
      <fo:inline text-decoration="line-through">消線</fo:inline>
    </fo:block>
  </fo:inline-container>
</fo:block>


組版結果を図7.10 text-decorationの効果に示す。

[image: text-decorationの効果]

図7.10 text-decorationの効果





テキストの修飾を空白に適用するか

プロパティscore-spacesプロパティはtext-decoration（テキストの修飾）プロパティを空白に適用するかどうかを指定する。

表7.21 score-spacesプロパティ

	 プロパティ値	説明

	true（初期値）	text-decorationを空白に適用する。

	false	text-decorationを空白に適用しない。







テキストの高さ

プロパティtext-altitudeプロパティは支配ベースラインから上のアセントとして使う高さを指定する（一般のフォントについては図10.6 ハーフレディングを参照）。

表7.22 text-altitudeプロパティ

	 プロパティ値	説明

	use-font-metrics（初期値）	 fo:block、fo:characterとleader-patternの値が“use-content”でないときに対して、フォントのベースラインから上の高さは名目的なフォントから得られる値を使う。leader-patternの値が“use-content”のときは最初の子供の名目的なフォントから得られる値を使う。

	<length> 	フォントの高さの値を置き換える。







テキストの深さ

プロパティtext-depthプロパティプロパティは支配ベースラインから下のディセントとして使う深さを指定する（一般のフォントについては図10.6 ハーフレディングを参照）。

表7.23 text-depthプロパティ

	 プロパティ値	説明

	use-font-metrics（初期値）	  fo:block、fo:characterとleader-patternの値が“use-content”でないときに対して、フォントのベースラインから下の深さは名目的なフォントから得られる値を使う。leader-patternの値が“use-content”のときは最初の子供の名目的なフォントから得られる値を使う。

	<length> 	フォントの深さの値を置き換える。









7.7 書記系

行内の均等配置、改行位置、ハイフネーションなどの処理は書記系（script）によって異なる。プロパティscriptプロパティで書記系を指定する。

表7.24 scriptプロパティ

	 プロパティ値	説明

	none	書記系が不明または重要でないことを示す。

	auto（初期値）	 Unicodeのコードポイント範囲に対して与えられた書記系指定子を参照して書記系を決める。漢字、ひらがな、カタカナなどを自動的に判別できる。

	<script> 	ISO15924に準拠する書記系指定子。






第8章 ボーダー（罫線）とパディング

8.1 ボーダー

XSL-FOでは罫線はFOの周囲のボーダーとして設定する。ボーダー関連の共通プロパティは次の三つがある。

	ボーダーの種類（style）

	ボーダーの太さ（width）

	色（color）



ボーダープロパティはエリア周囲の四辺に独立に指定できる。四辺の指示方法には、絶対プロパティと論理プロパティによる方法があり（ボーダー・プロパティのグループ参照）、絶対プロパティはライティングモードに応じて論理プロパティに変換される（論理プロパティと絶対プロパティの対応参照）。まとめると次のようになる。

ボーダーの指定方法

border-[上下左右辺の指示]-[styleまたはwidthまたはcolor]

[上下左右辺の指示]（以下では、* で表記する）は、絶対プロパティはtop、bottom、left、rightのどれかである。論理プロパティはbefore、after、start、endのどれかである。



例えば、ブロックの前方辺に太さ0.5mmの赤の点線を引く場合は次のように設定する。

<fo:block border-before-color="red"
          border-before-style="dotted"
          border-before-width="0.5mm" />


表の罫線専用として、隣合うセルの罫線間の扱いを指定するための（border-collapse、border-separation（CSSではborder-spacing））プロパティがある（詳細は第17章 表を参照）。

ボーダーの色

プロパティborder-*-colorはボーダーの色を表すプロパティである。値はカラーのキーワードまたは値を指定する（キーワードと値については7.3 文字の色を参照）。



ボーダーの種類

プロパティborder-*-styleはボーダーの線種を指定する。値としてnone（初期値）、hidden、dotted、dashed、solid、double、groove、ridge、inset、outsetのどれかを指定する（線種については図8.1 ボーダーの種類と太さを参照）。noneを指定するとborder-*-widthの値が'0'になる。



ボーダーの太さ

絶対プロパティはプロパティborder-*-widthの値としてthin、medium（初期値）、thick、<length>を指定する。

論理プロパティは、これに加えて<length-conditional>値による指定もできる。<length-conditional>値ではconditionaltyをretainまたはdiscard（初期値）を指定する。discardを指定するとbefore/after辺は参照エリアの最初または最後、start/end辺はラインエリアの最初または最後でボーダーの太さを0に制御する。

ボーダーの種類と太さ

ボーダーの種類と太さの設定例を示す。

[image: ボーダーの種類と太さ]

図8.1 ボーダーの種類と太さ









8.2 パディング

パディングは内容領域とボーダーの間の空きを指定する。

表8.1 padding-top/padding-bottom/padding-left/padding-rightプロパティ

	 プロパティ値	説明

	<padding-width>	初期値は0ptである。<length>型であるが、負の値を指定することはできない。





表8.2 padding-before/padding-after/padding-start/padding-endプロパティ

	 プロパティ値	説明

	<padding-width>	初期値は0ptである。<length>型であるが、負の値を指定することはできない。

	<length-conditional> 	lengthコンポーネントとconditionaltyコンポーネントで構成する。lengthコンポーネントは<length>型であるが、負の値を指定することはできない。conditionaltyコンポーネントはretainまたはdiscard（初期値）。



conditionaltyコンポーネントについてはボーダーの太さの論理プロパティの項の解説を参照。





8.3 ショートハンド

絶対プロパティはショートハンドで指定できる。ショートハンドの指定方法はCSSと同じである。ショートハンドの種類と展開先プロパティ－は表6.2 ショートハンド・プロパティの一覧を参照。展開方法は6.6 ショートハンド・プロパティを参照。



8.4 設定対象FO

ボーダーとパディングが適用されるFOは次の通り。表の一部についてはパディング適用外である。

	fo:region-body

	fo:region-before

	fo:region-after

	fo:region-start

	fo:region-end

	fo:title

	fo:block

	fo:block-container

	fo:character

	fo:initial-property-set

	fo:external-graphic

	fo:instream-foreign-object

	fo:inline

	fo:inline-container

	fo:leader

	fo:page-number

	fo:page-number-citation

	fo:page-number-citation-last

	fo:scaling-value-citation

	fo:table-and-caption

	fo:table

	fo:table-column（パディングは適用外）

	fo:table-caption

	fo:table-header（パディングは適用外）

	fo:table-footer（パディングは適用外）

	fo:table-body（パディングは適用外）

	fo:table-row（パディングは適用外）

	fo:table-cell

	fo:list-block

	fo:list-item

	fo:basic-link




第9章 背景

単純ページマスターの区画を初め様々なFOに背景（background）を指定できる（9.2 背景を適用できるFOの一覧を参照）。背景が付くのはエリアの内容長方形とパディング長方形までの範囲であり、ボーダーには背景はつかない。

9.1 背景関連プロパティ

XSL-FOでは背景関連のプロパティは次の六つである。いずれもCSS2から取り込んだもので機能はCSS2と同様である。

	背景の色（background-color）

	背景の画像（background-image）

	背景画像の固定（background-attachment）

	背景の繰り返し（background-repeat）

	背景の水平位置（background-position-horizontal）

	背景の垂直位置（background-position-vertical） 



背景の色

プロパティbackground-colorは背景の色を指定する。

表9.1 background-colorプロパティ

	プロパティ値	説明

	<color>	カラーの値

	transparent（初期値）	背景を透明にする。前景になにもないところでは一つ下層のカラーが見える。





次は本文区画とfo:blockのそれぞれに0.5em幅のマージン、ボーダー（破線）、パディングを設定した。

<fo:simple-page-master …略… >
  <fo:region-body margin="…略…" 
                  background-color="#EEEEEE" 
                  border="0.5em dashed black" 
                  display-align="center"/>
</fo:simple-page-master>       
  …略…
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster">
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body"> 
    <fo:block background-color="#BBBBBB" 
              margin="0.5em" 
              padding="0.5em" 
              border="dashed 0.5em #666666">
            背景色#BBBBBB
      <fo:block background-color="transparent" 
                margin="0.5em" 
                padding="0.5em" 
                border="dashed 0.5em #888888">
              背景色transparent
        <fo:block background-color="#DDDDDD" 
                  margin="0.5em" 
                  padding="0.5em" 
                  border="dashed 0.5em #999999">
                背景色#DDDDDD
        </fo:block>
      </fo:block>
    </fo:block> 
  </fo:flow>
</fo:page-sequence> 


組版結果を図9.1 背景の範囲・色に示す。図で一番外側の破線は本文区画の周囲に付いている(本文区画のボーダーはXSL-FO V1.1では幅ゼロでなければならないので、太さを評価するのはAH Formatterの拡張である。)。また、その内側の背景は本文区画の背景であり、外から二つ目の破線が最も外側のブロックのボーダーである。マージンとボーダーは背景の対象にならず、背景色を透明にすると一つ内側のブロックのカラーになることが確認できる。

[image: images/background--epub--.png]

図9.1 背景の範囲・色





背景の画像

プロパティbackground-imageは背景の画像を指定する。

表9.2 background-imageプロパティ

	プロパティ値	説明

	<uri 指定>	背景画像ファイルのURIを指定する。

	none（初期値）	なし







背景画像の固定・移動

プロパティbackground-attachmentは背景画像を固定にする（fixed）か移動する（scroll）かを指定する。

表9.3 background-attachmentプロパティ

	プロパティ値	説明

	scroll（初期値）	背景画像を指定したFOのパディング長方形を基準に配置する。

	fixed	背景画像をページの原点を基準に設定する。





次は、単純ページマスターと本文区画の周囲にそれぞれ5mm（合計10mm）のマージンを設定し、その中のfo:blockに背景画像を指定した。上は背景画像を固定、下は移動に設定した。

<fo:simple-page-master margin="5mm 5mm 5mm 5mm" 
                       master-name="PageMaster1"
                       page-height="80mm" 
                       page-width="100mm">
<fo:region-body margin="5mm 5mm 5mm 5mm" 
                background-color="#EEEEEE"/>
</fo:simple-page-master>  
…（省略）…
<fo:block background-image="url('image-for-background2.png')" 
          background-attachment="fixed" 
          margin="0.5em" 
          background-repeat="no-repeat" 
          border="0.1pt gray solid">
          …空白（省略）…
</fo:block>   
<fo:block background-image="url('image-for-background2.png')" 
          background-attachment="scroll" 
          margin="0.5em" 
          border="0.1pt gray solid" 
          background-repeat="no-repeat">
          …空白（省略）…
</fo:block>


組版結果は図9.2 背景画像の固定・移動のようになる。固定のときは左のように背景画像は単純ページマスターの左上隅を基準に配置される。移動のときは右のようにブロックのボーダーを基準に配置される。

[image: images/background-fix.png]

図9.2 背景画像の固定・移動





背景の繰り返し

プロパティbackground-repeatは背景の繰り返しを指定する。

表9.4 background-repeatプロパティ

	プロパティ値	説明

	repeat（初期値）	水平方向、垂直方向とも繰り返す。

	repeat-x	水平方向のみ繰り返す。

	repeat-y	垂直方向のみ繰り返す。

	no-repeat	繰り返さない。一個のイメージのみ描画する。





次は、上から順に、初期値（水平・垂直方向繰り返し）、背景の水平方向繰り返し、背景の垂直方向繰り返しを指定した。結果は図9.3 背景の繰り返しに示す。

<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          border="dashed 0.2em #666666">
          margin="0.5em" 
          …空白（省略）…
</fo:block>
<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          background-repeat="repeat-x" …省略…>
          …空白（省略）…</fo:block>
<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          background-repeat="repeat-y" …省略…>
          …空白（省略）…
</fo:block>


[image: images/background-4-1.png]

図9.3 背景の繰り返し





背景の水平位置

プロパティbackground-position-horizontalは背景の水平位置を指定する。

表9.5 background-position-horizontalプロパティ

	プロパティ値	説明

	<percentage>	（初期値は0%）イメージの左からの%値の位置が、エリアのパディング長方形の指定位置に配置される。

	<length>	イメージの左辺が、パディング長方形の左辺からの指定位置に配置される。

	left 	0%と同じ。

	center	50%と同じ。

	right	100%と同じ。







背景の垂直位置

プロパティbackground-position-verticalは背景の垂直位置を指定する。

表9.6 background-position-verticalプロパティ

	プロパティ値	説明

	<percentage>	（初期値は0%）イメージの上からの%値の位置が、エリアのパディング長方形の上からの指定位置に配置される。

	<length>	イメージの上辺が、パディング長方形の上辺からの指定位置に配置される。

	top	0%と同じ。

	center	50%と同じ。

	bottom	100%と同じ。





次は、上から順に、背景の繰り返しなしで位置を水平位置中央、背景の繰り返しなしで水平位置30%、背景の繰り返しなしで垂直位置50%を指定した。結果は図9.4 背景の位置に示す。

<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          background-position-horizontal="center" 
          background-repeat="no-repeat" …省略…>
          …空白（省略）…
</fo:block>
<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          background-position-horizontal="30%" 
          background-repeat="no-repeat" …省略…>
          …空白（省略）…
</fo:block>
<fo:block background-image="url('image-for-background4.png')" 
          background-position-vertical="50%" 
          background-repeat="no-repeat" …省略…>
          …空白（省略）…
</fo:block>


[image: images/background-4-2.png]

図9.4 背景の位置







9.2 背景を適用できるFO

	fo:region-body

	fo:region-before

	fo:region-after

	fo:region-start

	fo:region-end

	fo:title

	fo:block

	fo:block-container

	fo:character

	fo:initial-property-set

	fo:external-graphic

	fo:instream-foreign-object

	fo:inline

	fo:inline-container

	fo:leader

	fo:page-number

	fo:page-number-citation

	fo:page-number-citation-last

	fo:scaling-value-citation

	fo:table-and-caption

	fo:table

	fo:table-column

	fo:table-caption

	fo:table-header

	fo:table-footer

	fo:table-body

	fo:table-row

	fo:table-cell

	fo:list-block

	fo:list-item

	fo:basic-link




第10章 ブロック組版オブジェクト

ブロック組版オブジェクト（fo:block）は段落に相当するFOであり、FOツリーの中で最も頻繁に使われる（本章ではブロックと段落を同義に使っている）。fo:blockの内容にはテキストまたはブロックレベルのFO、インラインレベルのFOを含むことができる。

10.1 fo:blockのレイアウト

二つのfo:blockの積み重ね

一つのfo:blockは内側から内容領域－パディング－ボーダー－スペースという4層構成である。横書きのときは、本文のfo:blockは本文区画（fo:region-body）の内容領域において、上から下に向かって順番に配置される。縦書きのときは右から左への配置である。次は二つのfo:blockの配置例である。この例では、各fo:blockの内容領域の周囲に1emのパディングを指定、その周囲に1ptの太さのボーダーを指定している。各ブロックの前後に1emのスペースを指定している。

<fo:wrapper font-size="12pt" 
             line-height="1.6" 
             font-family="'Times New Roman','ＭＳ 明朝'" 
             text-indent="1em" 
             text-align="justify">
  <fo:block border="1pt solid black" 
            padding="1em" 
            space-before="1em"
            space-after="1em">
    「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。</fo:block>
  <fo:block border="1pt solid black" 
            padding="1em" 
            space-before="1em"
            space-after="1em">
    「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。</fo:block>
</fo:wrapper>  


組版結果は図10.1 ブロックの配置例のようになる。

[image: i01-image21.png]

図10.1 ブロックの配置例



日本語の本文は、普通、内容領域の周囲にはパディングやボーダーを指定せず、ブロックの前後のスペースも指定しない。その場合は先行段落の最終行と後行段落の先頭行は密接して配置される。



見出しと本文を含むfo:blockのプロパティ指定例

fo:blockのテキストには第7章 テキストとフォントで指定したフォントや文字飾りなどのプロパティを指定できる。XSL-FOにはHTMLの見出し（h1、h2など）、本文段落（p）に相当する意味的な要素はない。見出しや本文はfo:blockの内容とし、見出しの文字を大きく設定するなどプロパティでレイアウトを指定する。次に見出しと本文にあたるfo:blockの指定例を示す。

<fo:block font-size="22pt" 
          font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
          space-after="14pt" 
          break-before="page" 
          border-after-style="solid" 
          border-after-width="2pt">はじめに</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。このため、この仕様に基づいて作成された結果をXSL-FO（XSL-Formatting Object）と呼ぶのが通例です。
</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
さてXMLドキュメントから、このXSL-FOを作成して印刷するには、次の手順が一般的です。
</fo:block>  


この例には三つのfo:blockがある。最初のfo:blockが見出しであり、二つ目と三つ目のfo:blockが本文段落である。この例でfo:blockに指定されているプロパティを次の表に示す。なお、表に示すもの以外に、明示的に指定されていないプロパティがある。AH Formatterの初期値で暗黙に設定されているが、もちろんすべて明示的に設定変更できる。

表10.1 ブロック組版例のプロパティ

	プロパティ	プロパティ値	説明（段落のレイアウト）

	break-before	page	見出し段落の前の改ページ指定

	border-after-style	solid	見出し段落の下罫線の種類

	border-after-width	2pt	見出し段落の下罫線の太さ

	space-after	14pt	見出しの段落の後の空き

	font-family	Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif	見出し段落内テキストのフォント名

	font-size	見出しのブロック：22pt
本文ブロック：1em（相対値）	段落内テキストのフォントの大きさ

	text-align	justify	本文段落内の文字配置を両端揃え

	text-indent	1em	本文段落の先頭行インデント（字下げ）





このXSL-FOをAH Formatterで組版した結果が図10.2 fo:blockの組版である。

[image: fo:blockの組版]

図10.2 fo:blockの組版





ブロックの修飾

fo:blockで作る段落全体の修飾に使えるプロパティには次のようなものがある。

	段落のボーダーの太さや種類（border-width、border-style）

	段落のボーダーと段落の文字の間隔（padding）

	段落の背景―背景色（background-color）、背景画像（background-image）







10.2 fo:blockの内部領域のテキスト配置

段落内容領域の文字配置方法を指定するプロパティには次の三つがある。

	先頭行の字上げ・字下げ（text-indent）

	段落の文字の揃え（text-align）

	段落最終行の文字配置（text-align-last）

	最終行の字上げ・字下げ（last-line-end-indent）



先頭行の字下げ

プロパティtext-indentはfo:block内文章の先頭行だけの字下げである。日本語組版では段落の書き出しを1文字字下げするが、これはtext-indent="1em"で設定する。これに対し、10.5 段落の幅で説明するインデント（start-indent、end-indent）はブロック全体の字下げや字上げである。

表10.2 text-indentプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	（初期値は0pt）長さを指定する。

	<percentage>	親の参照エリアの内容領域に対する割合を指定する。



段落先頭行の字下げ幅を指定する。初期値は0pt。マイナス値は字上げ（ハンギング・インデント）となる。



[image: 先頭行の字下げ]

図10.3 先頭行の字下げ





段落の文字の揃え

プロパティtext-alignは段落の文字の中央寄せ、両端揃え、左寄せ、右寄せ、内側・外側寄せを指定するプロパティである。

表10.3 text-alignプロパティ

	 プロパティ値	説明

	start（初期値）	開始辺側に寄せる。横書きでは、左寄せに相当。

	center	センタリング（中央寄せ）する。

	end 	終了辺側に寄せる。横書きでは、右寄せに相当。

	justify	両端揃え。ブロックの幅全体に文字を配置する。最終行はtext-align-last で指定する。

	inside	ページを綴じる辺の側に寄せる。

	outside	ページを綴じる辺の反対側に寄せる。

	left	text-align='start'として解釈する。

	right	text-align='end'として解釈する。

	<string>	（表のセルの子孫のFOに対してのみ有効）表のカラムの中のセルの内容を揃える文字を指定する。その他のオブジェクトに対して指定されたときはstartと解釈する。





プロパティtext-align-lastは段落最終行と改行（U+000A）で終わる行の文字の揃えを指定するプロパティである。

表10.4 text-align-lastプロパティ

	プロパティ値	説明

	relative（初期値）	text-align が両端揃えの時はstartとし、そうでないときはtext-alignと同じとする。

	start、center、end、justify、inside、outside、left、right	text-alignと同じ意味となる。





図10.4 段落の文字配置例はfo:blockのテキスト配置をtext-align、text-align-lastプロパティを組み合わせて設定した例である。

[image: 段落の文字配置例]

図10.4 段落の文字配置例





最終行の字上げ

プロパティlast-line-end-indentは段落最終行の字上げプロパティである。ブロックから作られる最後の行エリアに適用される。

表10.5 last-line-end-indentプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	（初期値は0pt）長さを指定する。

	<percentage>	親の参照エリアの内容領域に対する割合を指定する。



プラス値はブロックの終了辺に追加される。マイナス値は終了辺の外側に出る。







10.3 行の高さとブロックエリアの高さ

fo:blockには高さを直接指定できない(ブロックエリアの高さを指定したいときはfo:block-containerを使う。)。fo:block内部のテキストから一行毎にラインエリア（行）を作り、その結果できた行の高さの合計が、fo:blockが生成するブロックエリア全体の高さになる。行の高さはline-heightで指定する（詳細は行の高さを参照）。次に例を示す。

<fo:page-sequence …>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">     
    <fo:block border="0.1pt solid black">
      <fo:block font-size="22pt" 
                font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
                space-after="14pt" 
                break-before="page" 
                border-after-style="solid" 
                border-after-width="2pt">
      ブロックエリアの高さ
      </fo:block>
      <fo:block text-indent="1em" 
                text-align="justify" 
                font-size="10pt" 
                line-height="1.6">
 「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
      </fo:block>
      <fo:block text-indent="1em" 
                text-align="justify" 
                font-size="10pt" 
                line-height="1">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
      </fo:block>
      <fo:block text-indent="1em" 
                text-align="justify" 
                font-size="12pt" 
                line-height="1.6">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
      </fo:block>
    </fo:block>
    …
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>


段落①はフォントサイズを10pt、line-heightを1.6（フォントサイズの1.6倍）、段落②はフォントサイズを10pt、line-heightを1.0（フォントサイズと同じ）、段落③はフォントサイズを12pt、line-heightを1.6としている。組版結果を図10.5 ブロックの高さに示す。各fo:blockは3行であるが、フォントサイズとline-heightが異なるため三つのfo:blockの高さが異なる結果となる。

[image: ブロックの高さ]

図10.5 ブロックの高さ



行の高さ

プロパティline-heightは行の高さを指定するプロパティである。CSSから同じ用語を持ってきているが、XSL-FOでは意味が変わっている。XSL-FOではハーフレディング・トレイトの値を設定するのに使う。ハーフレディング・トレイトの値は、fo:blockに指定されたline-heightの計算結果からフォントの高さ（text-altitude、text-depthの和）を引いた値の半分に設定される。

[image: ハーフレディング]

図10.6 ハーフレディング



half-leading = (line-height - (text-altitude + text-depth)) / 2


表10.6 line-heightプロパティ

	プロパティ値	説明

	normal（初期値）	フォントサイズに基づいてXSL-FOプロセサに適切に設定させる。

	<length> 	エリアの高さをこの値にする。マイナスはエラーである。

	<number> 	フォントサイズにこの値を掛けた値がプロパティの計算値である。マイナスはエラーである。

	<percentage> 	フォントサイズにこのパーセント値を掛けた値がプロパティの値になる。マイナスはエラーである。

	<space> 	ハーフレディングを決定するのに使う行の高さ（line-height）の複合型指定子。





line-height="normal"にしたときは、XSL-FOプロセサに任せられる。CSSでは1.0～1.2を推奨になっている。これは欧文組版向きである。日本語組版ではline-heightを1.6～1.7にするのが望ましい(AH Formatterのline-heightの初期値は1.2 倍であるが、日本語組版では変更して使うのが望ましい。また行の長さが長いときは行間を広めに取るためline-heightを大きめにすると読み易くなる。)。図10.7 行送りの指定にline-heightの設定により行送りがどのように変わるかを示した。

[image: i01-image25.png]

AH Formatter V6.3の組版設定でフォントサイズ10pt、行送り1.6に設定した。

図10.7 行送りの指定



line-heightを長さや数値のみを指定した場合、line-height.minimum、同optimum、同maximumは計算結果の値がセットされ、line-height.precedence="force"、line-height.conditionality="retain"となる。line-height.precedenceはハーフレディングと他の余白との併せ方をコントロールし、line-height.conditionalityは参照エリアの最初の行と最後の行の余白をコントロールする。

line-height.mimimum=(line-height計算値）
line-height.optimum=(line-height計算値）
line-height.maximum=(line-height計算値）
line-height.precedence="force"
line-height.conditionality="retain"


line-heightは単語の意味としては行の高さであるが、XSL-FOでは行間を決定する役割である。行の送り方の設定がfont-heightとmax-heightの時はラインエリアのspace-afterとspace-beforeの値はline-heightから求めたハーフレディングの値になる。



行の送り方の指定

プロパティline-stacking-strategyは行の送り方を指定するプロパティである。行の送り方には①行送り（改行ピッチ）を固定にする（font-height）、または②行間を固定にする（max-height（初期値））または③「行毎のインラインの高さ」（line-height）の三通りがある。

表10.7 line-stacking-strategyプロパティ

	プロパティ値	説明

	font-height	行送り幅が一定の配置。fo:block のフォントの高さ＋前後のハーフレディング幅により行を配置する。あるfo:block が生成するブロックエリアの子供のラインエリアについてはブロックの高さは同一となる。行のspace-afterとspace-beforeはそれぞれハーフレディングの値を設定する。もし、行の中に大きな文字があっても行間が広がらないため、前後の行が重なることがある。

	max-height
（初期値）	行間が一定の配置。行の高さはfo:block のフォントの高さとそのラインエリア内のインラインエリアの配置矩形をすべて含む高さである。行の中に大きな文字があるときは、行によって高さが異なることがある。行のspace-afterとspace-beforeはそれぞれハーフレディングの値を設定する。

	line-height	「行ごとのインラインの高さ」で行を配置する。行のspace-afterとspace-beforeはゼロである（行の高さの中にハーフレレディングを含む）。行によって行の高さが異なることがある。CSSの行ボックスモデルと互換。





「行ごとのインラインの高さ」とは、次の両方を満たす高さである。

	行内のすべてのインラインエリアの高さをすべて包含するような最小の高さ。各インラインエリアの高さとは、インラインエリアの配置矩形が標準配置矩形の時は配置矩形の前後にハーフレディング分の間隔を追加したもの。また、ラージ配置矩形の時はspace-beforeとspace-afterの分の間隔を追加したもの。

	行を生成するfo:blockのフォントの高さとその前後にハーフレディング分を加えた高さ。



インラインエリアの配置矩形インラインエリアの――は図10.8 インラインエリアの配置矩形の通り。通常のインラインエリアは標準配置矩形であり、ラージ配置矩形となるのは、fo:external-graphicとfo:instream-foreign-objectで挿入されるグラフィックスの場合である。

[image: i01-image27.png]

図10.8 インラインエリアの配置矩形



次の三つの例でline-stacking-strategyの設定によって、行内の文字が大きくなったとき行送りがどのように変るかを示す。組版結果では「行の高さ Angel」という各文字列の後で改行しているが、すべての行は同一の親ブロックの内容となっていることに注意されたい（残りの二つもブロックの構造は同様）。

line-stacking-strategy="font-height"

最初はline-stacking-strategy="font-height"を指定した例である。

<!-- line-height="1.8" -->
<fo:block line-stacking-strategy="font-height">
  <fo:inline font-size="0.2em" 
             border-top="0.1pt solid red" 
             border-bottom="0.1pt solid red">
       行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="0.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="2em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="3em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
</fo:block>


組版結果を図10.9 font-heightの指定例に示す。すべての行の高さが一定なので、文字の大きさが大きくなると二つの行が重なる。

[image: images/line-height-2-1.png]

図10.9 font-heightの指定例





line-stacking-strategy="max-height"

次はline-stacking-strategy="max-height"を指定した例である。

<!-- line-height="1.8" -->
<fo:block line-stacking-strategy="max-height">
  <fo:inline font-size="0.2em" 
             border-top="0.1pt solid red" 
             border-bottom="0.1pt solid red">
       行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="0.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="2em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="3em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
</fo:block>


組版結果を図10.10 max-heightの指定例に示す。行内の文字が大きいときは行の高さも大きくなる。

[image: images/line-height-2-2.png]

図10.10 max-heightの指定例





line-stacking-strategy="line-height"

次はline-stacking-strategy="line-height"を指定した例である。

<!-- line-height="1.8" -->
<fo:block line-stacking-strategy="line-height">
  <fo:inline font-size="0.2em" 
             border-top="0.1pt solid red" 
             border-bottom="0.1pt solid red">
      行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="0.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="1.5em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="2em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
  <fo:inline font-size="3em" …略…>
       …略… 行の高さ Angel
  </fo:inline><fo:block />
</fo:block>


組版結果を図10.11 line-heightの指定例に示す。行内の文字が大きいときは行の高さも大きくなる。

[image: images/line-height-2-3.png]

図10.11 line-heightの指定例







ページや段の先頭行の前と最終行の後の空き量を無くす方法

line-stacking-strategyがfont-heightまたはmax-heightのとき、行の前後の空き（space-beforeとspace-after）はハーフレディングの値が設定される。ハーフレディングはline-heightから算出されることは既に説明したが、line-heightは間隔指定子（<space>型）であり、space-afterとspace-beforeのconditionalityはline-heightのconditionalityと同じで初期値がretainとなる。このため本文区画の先頭と最後の行の前後にhalf-leadingの空きができる。

日本語組版の基本版面は最初の行のspace-beforeと最後の行のspace-afterをゼロにする必要があるが、このためにはline-heightのconditionalityをdiscardに設定すると良い。但し、line-stacking-strategyをline-heightにすると行の高さの中にハーフレディングを加算してしまうので、行間をゼロにすることはできない。

次の三つの例でline-stacking-strategyの設定毎にline-height.conditionalityのページと段の先頭ブロックの行間の空きへ効果を示す。三つの例では、全体の行の高さは2.0em（line-height="2.0"）として、本文区画に0.2ptのボーダーを設定している。左の段はline-height.conditionality="retain"（初期値）、右の段をline-height.conditionality="discard"としている。

line-stacking-strategy="font-height"

<fo:block line-stacking-strategy="font-height">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    fo:blockのプロパティにフォント関連のプロパティの値を設定して、段落のフォント属性を設定できる。
  </fo:inline>
</fo:block>
<fo:block break-before="column" 
          line-stacking-strategy="font-height" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    …略…
  </fo:inline>
</fo:block>


組版結果を図10.12 line-stacking-strategy="font-height"に示す。左の段は先頭の行の前に空きがあるが、右の段は空きが捨てられている。

[image: images/line-height-cond1--epub--.png]

図10.12 line-stacking-strategy="font-height"





line-stacking-strategy="max-height"

<fo:block break-before="page" 
　　　　　line-stacking-strategy="max-height">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    …略…
  </fo:inline>
</fo:block>
<fo:block break-before="column" 
          line-stacking-strategy="max-height" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    …略…
  </fo:inline>
</fo:block>


組版結果を図10.13 line-stacking-strategy="max-height"に示す。左の段は先頭の行の前に空きがあるが、右の段は空きが捨てられている。

[image: images/line-height-cond2--epub--.png]

図10.13 line-stacking-strategy="max-height"





line-stacking-strategy="line-height"

<fo:block break-before="page" 
          line-stacking-strategy="line-height">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    …略…
  </fo:inline>
</fo:block>
<fo:block break-before="column" 
          line-stacking-strategy="line-height" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:inline background-color="#EEEEEE">
    …略…
  </fo:inline>
</fo:block>


組版結果を図10.14 line-stacking-strategy="line-height"に示す。前述のようにこの設定では右の段も先頭の空きがなくならない。

[image: images/line-height-cond3--epub--.png]

図10.14 line-stacking-strategy="line-height"









10.4 段落間の間隔

段落間の間隔（空き）は、先行段落のプロパティspace-afterと後行段落のプロパティspace-beforeで指定する。ちなみにspace-after/space-beforeはボーダーの外側の空きである。本文ではspace-after/space-beforeはゼロにするのが普通であり、間隔を設定するのは見出しと本文の空きなどである。

表10.8 space-after（space-before）プロパティ

	プロパティ値	説明

	<space>	space-after（space-before）は間隔指定子で最小値、最適値、最大値、条件、優先度を指定する。初期値はspace.minimum=0pt、.optimum=0pt、.maximum=0pt、.conditionality=discard、.precedence=0



間隔指定子についてのより詳しい解説は6.8 複合データ型<space>を参照。



マージンによる空きの指定

ブロック間の空きをスペースの代わりにマージンで指定することもできる（マージンによる段落間の空きを参照）。横書きのときはmargin-topがspace-before（前方）、margin-bottomがspace-after（後方）にあたる。その他のライティングモードのとき、両者の対応は論理プロパティと絶対プロパティの対応と同様である。space-after/space-beforeは、次に説明する優先度や条件による間隔指定機能が使える点でマージンよりも高度な設定ができる。



優先度による間隔指定

space-afterとspace-beforeのデータ型は間隔指定子で優先度を設定できる。優先度がない場合は、隣接するfo:blockに指定したspace-afterとspace-beforeの大きい方の値を採用する(詳しくは隣合う間隔指定子の距離の解決を参照）。例えば、先行するfo:blockのspace-afterの値に3pt、後続するfo:blockのspace-beforeに1ptの値が指定されている時、これらのfo:blockの間隔は3ptになる。次の例は隣接するfo:blockに優先度のない間隔指定子で空きを設定した例である。

<fo:page-sequence …>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify" 
              border="0.1em solid black" 
              line-height="1.6" 
              space-after="1em" >
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
    </fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify" 
              border="0.1em solid black" 
              line-height="1.6" 
              space-before="1em"  
              space-after="1em" >
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
    </fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify" 
              border="0.1em solid black" 
              line-height="1.6" 
              space-before="1.5em" 
              space-after="2em">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。
    </fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify" 
              border="0.1em solid black" 
              line-height="1.6" 
              space-before="1em">
「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。XSL仕様はXMLドキュメントを表示・印刷するためのオブジェクトとプロパティを定義しています。 
    </fo:block>
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>


[image: i01-image17.png]

図10.15 ブロックエリア間の間隔



最初のブロックと次のブロックの間の空きは1em、二つ目のブロックと三つめのブロックの空きは1.5em、三つめのブロックと四つ目のブロックの空きは2emとなる。



条件によるページや段の先頭段落の前の空き制御

spaceのconditionalityによってページや段の端のブロックに指定したspaceの有効（retain）、無効（discard）を設定できる。

見出しの前にspace-beforeで空きを設定していても、space-beforeのconditionalityはdiscardが初期値のため、その見出しがページの先頭や段組の段の先頭に配置されたときは無視されてしまう。ページや段の先頭のspace-beforeを有効にしたい時にはspace-before.conditionality="retain"に設定する（6.8 複合データ型<space>も参照）。

space-after.conditionalityでページや段の最後のブロックの後の空きも同じように有効・無効の切替ができる。但し、日本語の組版では見出しなどはページの最後や段の最後には配置しないのが原則である。

次の例は、2段組で左段の先頭ブロックには、space-before.conditionality="discard"（初期値）、右段の先頭ブロックにspace-before.conditionality="retain"を設定した。

<fo:block break-before="page" 
          font-size="15pt"
          padding="0.2em" 
          space-before="15mm" 
          space-before.conditionality="discard"
          border-style="dotted" 
          border-width="thin" 
          space-after="3mm">
        見出しの前の空きを無効にする</fo:block>
<fo:block font-size="10pt">
  …略…
</fo:block>
<fo:block break-before="column"
          font-size="15pt"
          padding="0.2em" 
          space-before="15mm" 
          space-before.conditionality="retain"
          border-style="dotted" 
          border-width="thin"
          space-after="3mm">
        見出しの前の空きを有効にする</fo:block>
<fo:block font-size="10pt">
  …略…
</fo:block>


[image: i01-image23.png]

図10.16 段落先頭の空きの制御





マージンによる段落間の空き

マージンはスペースと同様にボーダーの外側に取られる。エリアが正立で横書きのときはmargin-top、margin-bottomが段落の前方と後方になる。次は見出しの前後の空きをmargin-top/bottomとspace-before/afterで指定した例である。

<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
        「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様としてW3Cが勧告したものです。
</fo:block>
<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="20pt" 
          margin-top="16pt" 
          margin-bottom="13pt" 
          font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
          border-bottom="0.1pt solid black">
        見出し1</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
        「Extensible Stylesheet Language仕様」…略…
</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" 
          break-before="column">
        「Extensible Stylesheet Language仕様」…略…
</fo:block>
<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="20pt" 
          space-before="16pt" 
          space-after="13pt" 
          font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif" 
          border-bottom="0.1pt solid black">
        見出し2
</fo:block>        
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
        「Extensible Stylesheet Language仕様」…略…
</fo:block>


[image: images/block-space-margin.png]

図10.17 マージンとスペースによる空きの指定







10.5 段落の幅

段落の幅はfo:blockから生成されるブロックエリアの内容領域の行内進行方向の大きさ（inline-progression-dimension）にあたる。しかし、fo:blockには幅を指定できない(ブロックエリアの幅を指定したいときはfo:block-containerを使う。)（5.9 内容領域の大きさを参照）。プロパティstart-indentプロパティでfo:blockを含む参照エリアの内容長方形の開始辺からfo:blockの内容長方形の開始辺までの距離を、プロパティend-indentプロパティでfo:blockを含む参照エリアの内容長方形の終了辺からfo:blockの内容長方形の終了辺までの距離を指定する。

パディング、ボーダー、マージンとインデントの関係はインデント、ボーダー、パディングの関係で説明した。次に三つのケースの例を示す。

	マージンが指定されているとき

	マージンもインデントも指定されていないとき

	インデントが指定されているとき



マージンが指定されているとき

インデント、ボーダー、パディングの関係の(2)にあたる。エリアに回転が指定されていなくてかつ横書きであれば、margin-left とボーダー、パディングの和がstart-indent、margin-right とボーダー、パディングの和がend-indent の値となる。

<fo:region-body margin="15mm 25mm 15mm 25mm" 
　　　　　　　　border="0.1pt solid red"/>
  …略…
<fo:page-sequence …>
  …略…
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify" 
            margin-left="2em" 
            margin-right="2em"
            border="1em solid #EAEAEA" 
            padding="1em">
         「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様として  …略… 
  </fo:block>
</fo:page-sequence>


fo:blockの内容領域は本文区画（親の参照領域）の内容領域からマージンとボーダーとパディング分だけ内側になる。

[image: images/block-allocation-2--epub--.png]

図10.18 ブロックの幅（マージンが指定されているとき）





マージンもインデントも指定されていないとき

インデント、ボーダー、パディングの関係の(3)でインデントがゼロのケースである。マージンは(3)の式で計算される。次に例を示す。

<fo:region-body margin="15mm 25mm 15mm 25mm" 
　　　　　　　　border="0.1pt solid red"/>
  …略…
<fo:page-sequence …>
  …略…
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify" 
            border="1em solid #EAEAEA" 
            padding="1em">
         「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様として  …略… 
  </fo:block>
</fo:page-sequence>


この例ではインデントの継承値もゼロなので、左右のマージンがマイナスになり、開始辺、終了辺のパディングとボーダーは参照エリアの内容領域の外側に取られる。親の参照エリアの内容領域とfo:block の内容領域の幅が一致する。

[image: images/block-allocation-0--epub--.png]

図10.19 ブロックの幅





インデントが指定されているとき

インデント、ボーダー、パディングの関係の(3) でインデントが指定されているケースである。パディングとボーダーはインデントの内部にとられる。

<fo:region-body margin="15mm 25mm 15mm 25mm" 
　　　　　　　　border="0.1pt solid red"/>
  …略…
<fo:page-sequence …>
  …略…
  <fo:block text-indent="1em" 
            text-align="justify" 
            start-indent="2em" 
            end-indent="2em" 
            border="1em solid #EAEAEA" 
            padding="1em">
         「Extensible Stylesheet Language仕様」（XSL仕様）はXMLドキュメントを表示・印刷するための仕様として  …略… 
  </fo:block>
</fo:page-sequence>


この例はborder とpadding の合計がindent に一致するので、図10.20 ブロックの幅（インデントが指定されているとき）のようになる。

[image: images/block-allocation-1--epub--.png]

図10.20 ブロックの幅（インデントが指定されているとき）







10.6 改ページや改段の制御

強制改ページ・強制改段

fo:blockのプロパティbreak-after、プロパティbreak-beforeプロパティで当該のfo:blockの前後で改ページ、または改段を設定できる。単純な改ページ、改段のみでなく改ページして次のページを偶数ページで始めたり、奇数ページで始めたりする指定もできる。

表10.9 break-beforeプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	強制的な改ページや改段は行わない。

	page	このFOが生成する最初のエリアの前で改ページする。

	even-page	このFOが生成する最初のエリアの前に改ページを挿入し、偶数ページから始まるようにする。

	odd-page	このFOが生成する最初のエリアの前に改ページを挿入し、奇数ページから始まるようにする。

	column	このFOが生成する最初のエリアの前で改段する。





表10.10 break-afterプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	強制的な改ページや改段は行わない。

	page	このFOが生成する最後のエリアの後に改ページを挿入する。

	even-page	このFOが生成する最後のエリアの後に改ページを挿入し、次のFOの最初のエリアが偶数ぺージから始まるようにする。

	odd-page	このFOが生成する最後のエリアの後で改ページを挿入し、次のFOの最初のエリアが奇数ページから始まるようにする。

	column	このFOが生成する最後のエリアの後で改段を挿入する。







改ページや改段の抑制

見出しと本文が別のページや別の段に分かれてしまわないようにするには、プロパティkeep-with-next、プロパティkeep-with-previous、プロパティkeep-togetherの三つのプロパティによって指定する（keepの説明は6.9 複合データ型<keep>を参照）。次の例は見出し2を含むfo:blockには、keep-with-nextプロパティを設定していないが、見出し4を含むfo:blockには、keep-with-next.within-column="always"を指定している。

<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="45pt" 
          space-after="3pt" 
          font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif">
        見出し1
</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" >
        「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…  
</fo:block>
<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="45pt" 
          space-after="3pt" 
          font-family="Arial,'ＭＳ ゴシック',sans-serif">
        見出し2
</fo:block>      
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
        「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…  
</fo:block>  
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
        「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…
</fo:block>
<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="45pt" 
          space-after="3pt" 
          …略…
          break-before="page">
        見出し3
</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" >
        「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…
</fo:block>
<fo:block font-size="20pt" 
          line-height="45pt" 
          space-after="3pt" 
          …略…
          keep-with-next.within-column="always">
        見出し4</fo:block>       
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
       「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…
</fo:block>
<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify">
       「Extensible Stylesheet Languag仕様」…略…
</fo:block>  


組版結果は図10.21 見出し2の後で改段、続く本文は別の段に配置、図10.22 見出し4は、次の本文と同じ段に配置のようになる。見出し2にはkeepを指定していないので段の下に取り残され、次の本文と別の段に配置される。しかし、見出し4にはkeepを設定しているので、次の本文を同一の段に配置される。

[image: images/keep-1-a.png]

図10.21 見出し2の後で改段、続く本文は別の段に配置



[image: images/keep-1-b.png]

図10.22 見出し4は、次の本文と同じ段に配置







10.7 ウィドウとオーファン

プロパティwidowsとプロパティorphansは改ページ、改段したときに段落の中の1行だけが次のページや前のページにポツンと配置されないようにするためのプロパティである。widowsとorphansはfo:blockに適用するプロパティである。

widows

例えば、あるページの先頭に、前ページの最後の段落が1行だけ残らないようにするときwidows="2"とする。次のページに1行だけ送られるときは、前のページからもう1行をもってきて2行にするなどの対応がとられる。

表10.11 widowsプロパティ

	プロパティ値	説明

	<integer>	ページの先頭に残すべき最低行数を指定する。初期値はwidows="2"（2行）である。





[image: images/widows-1.png]

図10.23 見出し2の次のfo:blockにwidows="1"を指定



[image: images/widows-2.png]

図10.24 見出し4の次のfo:blockにwidows="2"を指定



[image: images/widows-3.png]

図10.25 見出し6の次のfo:blockにwidows="3"を指定





orphans

例えば、ページの最後に次の段落の先頭を2行以上配置されるようにするにはorphans="2"とする。

表10.12 orphansプロパティ

	プロパティ値	説明

	<integer>	ページの最後に残すべき最小の行数を指定する。初期値はorphans="2"（2行）である。





[image: images/orphans-2.png]

図10.26 背景グレーのfo:blockにorphans="2"を指定



[image: images/orphans-3.png]

図10.27 背景グレーのfo:blockにorphans="3"を指定






第11章 ブロックコンテナー

fo:block-containerは参照エリアを生成する。ブロックコンテナーの内容には次のブロックレベルのFOを含むことができる。fo:inlineと違ってfo:inlineやテキストを直接含むことはできない。

	fo:block

	fo:block-container

	fo:table-and-caption

	fo:table

	fo:list-block



fo:block-containerの内容領域に対しては、ブロックコンテナー特有の機能を使って子供のFOを多彩にレイアウトできる。

	行内進行方向の大きさ（inline-progression-dimension）（幅（width））やブロック進行方向の大きさ（block-progression-dimension）（高さ（height））を指定できる（5.9 内容領域の大きさを参照）。

	回転（reference-orientation）を指定できる（5.4 参照方向を参照）。

	内容領域に親と異なるライティングモード（writing-mode）を設定できる（5.5 ライティングモードを参照）。これを利用すると横書き文書の中に部分縦書きの挿入などができる。

	位置や重なり（z-index）を指定できる。

	オーバーフロー（overflow）を指定できる。



11.1 部分縦書き

本文区画にwriting-mode="tb-rl"を指定すれば縦組となる。横書きの本文にfo:block-containerを配置して、そこにwriting-mode="tb-rl"を指定すれば部分縦書ができる。ブロックコンテナーの文字の進行方向（inline-progression-direction）が上位の参照エリアの文字の進行方向と平行でないときは、その幅を指定する必要がある。正立のブロックコンテナーの幅はinline-progression-dimensionまたはwidthプロパティで指定する。高さはblock-progression-dimensionまたはheightプロパティで指定する。

次の例はブロックコンテナーに部分縦書きを設定した。

<fo:flow flow-name="xsl-region-body">  
  <fo:block start-indent="2em" font-family="serif">これに対し、XSL-FOにはページの概念がありますので、「紙」への印刷を前提とする多種類の機能を使えます。
  </fo:block>
<fo:block-container writing-mode="tb-rl"
                    padding-before="3pt" 
                    padding-after="3pt"
                    padding-start="3pt" 
                    padding-end="3pt"
                    width="167mm" height="50mm">
  <fo:block text-indent="1em" 
            space-before="0.6em" 
            space-after="0.6em"
            start-indent="5mm" 
            end-indent="5mm"
            text-align="justify">
         …略…
  </fo:block>
</fo:block-container>


組版結果を図11.1 部分縦書に示す。

[image: 部分縦書]

図11.1 部分縦書





11.2 ブロックコンテナーの位置指定

ブロックコンテナーは絶対位置指定できる。絶対位置を指定した場合、他のフローと関係なく指定した位置に配置され、他のフロ－・オブジェクトが既にレイアウトされている場合は重なる。位置指定のプロパティは次の五つである。

	absolute-position

	top

	right

	bottom

	left



absolute-position

プロパティabsolute-positionはエリアの位置指定方法を指示するプロパティである。

表11.1 absolute-positionプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	絶対位置指定の制約なし。相対位置指定プロパティ（relative-position）に従う。何も指定がないときは普通のブロックエリアのように積み上げられる。

	absolute	エリアの位置は、left、right、top、bottomプロパティで指定する。この値は当該エリアを含む直近先祖の参照エリアに対して相対的な指定である。絶対位置指定のオブジェクトは通常のフローから切り離され、他のオブジェクトの配置に影響を与えない。

	fixed	エリアの位置は絶対モデルに従って配置される。紙の場合は用紙に対して固定となる。





次はブロックコンテナーにabsolute-position="auto"を指定した例である。

<fo:simple-page-master margin="10mm 10mm 10mm 10mm" …略…>
  <fo:region-body border="dotted 1pt red"/>
</fo:simple-page-master>    
    …略…
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster">
    …略…
  <fo:block>この文章は通常の段落です。</fo:block>
  <fo:block-container absolute-position="auto" 
                      inline-progression-dimension="9em" 
                      block-progression-dimension="9.6em" 
                      border="solid 0.1pt green">
    <fo:block>ブロック１の内容</fo:block>    
    <fo:block>ブロック２の内容</fo:block>
    <fo:block>ブロック３の内容</fo:block>
    <fo:block>ブロック４の内容</fo:block>
    <fo:block>ブロック５の内容</fo:block>
    <fo:block>ブロック６の内容</fo:block>     
  </fo:block-container>
  <fo:block border="solid 0.1pt" padding="0.5em">
    <fo:block>この文章は通常の段落です。</fo:block>
    …略…
  </fo:block>
  <fo:block-container absolute-position="auto" 
                      width="9em" height="9.6em" 
                      border="solid 0.1pt green">
    …略…
    </fo:block-container>
  </fo:block-container> 
<fo:page-sequence>


組版結果を図11.2 absolute-position="auto"に示す。ブロックコンテナ－は通常のブロックと同じように積み上げられる。

[image: absolute-position="auto"]

図11.2 absolute-position="auto"



absolute-position="absolute"に指定した例である。本文区画は前の例と同じである。

<fo:block-container absolute-position="absolute" 
                    inline-progression-dimension="9em" 
                    block-progression-dimension="9.6em" 
                    border="solid 0.1pt green">
  <fo:block>ブロック１の内容</fo:block>    
  <fo:block>ブロック２の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック３の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック４の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック５の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック６の内容</fo:block>     
</fo:block-container>


組版結果を図11.3 absolute-position="absolute"に示す。ブロックコンテナ－は親の参照エリアである本文区画を基準に配置される。

[image: absolute-position="absolute"]

図11.3 absolute-position="absolute"



absolute-position="fixed"に指定した例である。本文区画は前の例と同じである。

<fo:block-container absolute-position="fixed" 
                    inline-progression-dimension="9em" 
                    block-progression-dimension="9.6em" 
                    border="solid 0.1pt green">
  <fo:block>ブロック１の内容</fo:block>    
  <fo:block>ブロック２の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック３の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック４の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック５の内容</fo:block>
  <fo:block>ブロック６の内容</fo:block>     
</fo:block-container>


組版結果を図11.4 absolute-position="fixed"に示す。ブロックコンテナ－はページ（用紙の隅）を基準に配置される。

[image: absolute-position="fixed"]

図11.4 absolute-position="fixed"





top、right、bottom、leftプロパティ

absolute-position="absolute"のときプロパティtop、プロパティright、プロパティbottom、プロパティleftプロパティによってブロックコンテナ－の位置を指定できる。プロパティ値については表5.16 top/bottom/left/rightプロパティと同じである。

次は親のブロックコンテナ－の中に、子供のブロックコンテナ－をabsolute-position="absolute"を使って見かけ上段組のように配置した例である。

<fo:block-container height="10pt*10*1.6"
                    border-style="solid" 
                    border-width="thin" 
                    border-color="red" 
                    padding="0.3em" 
                    space-before="5mm" 
                    space-before.conditionality="retain">
  <fo:block/>
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      inline-progression-dimension="50%"
                      margin-left="0pt" 
                      margin-right="0pt" 
                      space-after="4mm">
    <fo:block>
region-body<fo:block/>region-before<fo:block/>region-after<fo:block/> region-start<fo:block/>region-end<fo:block/>title<fo:block/>block<fo:block/>block-container<fo:block/>character<fo:block/>external-graphic
    </fo:block>
  </fo:block-container>
    <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                        inline-progression-dimension="50%" 
                        left="50%" 
                        margin-left="0pt" 
                        margin-right="0pt" 
                        space-after="4mm">
      <fo:block>page-number<fo:block/>page-number-citation<fo:block/>table-and-caption<fo:block/>table<fo:block/>table-column<fo:block/>table<fo:block/>table-header<fo:block/>table-footer<fo:block/>table-body<fo:block/>table-row
      </fo:block>
    </fo:block-container>
  </fo:block-container>
<fo:block-container height="10pt*10*1.6" 
                    border-style="solid" 
                    border-width="thin" 
                    border-color="red" 
                    padding="0.3em" 
                    space-before="0.5em" 
                    space-before.conditionality="retain">
  <fo:block/>
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      inline-progression-dimension="33%"
                      margin-left="0pt" 
                      margin-right="0pt" 
                      space-after="4mm">
    <fo:block>region-body<fo:block/>region-before<fo:block/>region-after<fo:block/>region-start<fo:block/>region-end<fo:block/>title<fo:block/>block<fo:block/>block-container<fo:block/>character<fo:block/>external-graphic
    </fo:block>
  </fo:block-container>
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      inline-progression-dimension="33%" 
                      left="33%" 
                      margin-left="0pt" 
                      margin-right="0pt" 
                      space-after="4mm">
    <fo:block>instream-foreign-object<fo:block/>inline<fo:block/>inline-container<fo:block/>leader<fo:block/>page-number<fo:block/>page-number-citation<fo:block/>table-and-caption<fo:block/>table<fo:block/>table-column<fo:block/>table 
    </fo:block>
  </fo:block-container>
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      inline-progression-dimension="33%"
                      left="66%" 
                      margin-left="0pt" 
                      margin-right="0pt" 
                      space-after="4mm">
    <fo:block><fo:block/>table-header<fo:block/>table-footer<fo:block/>table-body<fo:block/>table-row<fo:block/>table-cell<fo:block/>list-block<fo:block/>list-item<fo:block/>basic-link
    </fo:block>
  </fo:block-container>
</fo:block-container>


組版結果を図11.5 ブロックコンテナーによる段組に示す。

[image: ブロックコンテナーによる段組]

図11.5 ブロックコンテナーによる段組







11.3 重なり

ブロックコンテナ－をabsolute-position="absolute"とすると重なることがある。何も指定しないと後に出現したコンテナ－が上に積み重なる。次の例は二つのfo:block-containerのペアを順序を逆にして記述したものである。

<fo:flow flow-name="xsl-region-body">
  <fo:block-container background-color="pink" 
                      absolute-position="absolute" 
                      top="2em" left="2em" 
                      inline-progression-dimension="3em" 
                      block-progression-dimension="3em" 
                      border="solid 2pt green">
    <fo:block color="white"> </fo:block>    
  </fo:block-container>
  <fo:block-container background-color="yellow"  
                      absolute-position="absolute" 
                      top="1em" left="3em" 
                      inline-progression-dimension="4em" 
                      block-progression-dimension="4em" 
                      border="dotted 2pt red">
    <fo:block color="white"> </fo:block>    
  </fo:block-container>
  <fo:block-container background-color="yellow"  
                      absolute-position="absolute" 
                      top="1em" left="9em" 
                      inline-progression-dimension="4em" 
                      block-progression-dimension="4em" 
                      border="dotted 2pt red">
    <fo:block color="white"> </fo:block>    
  </fo:block-container>      
  <fo:block-container background-color="pink" 
                      absolute-position="absolute" 
                      top="2em" left="8em" 
                      inline-progression-dimension="3em" 
                      block-progression-dimension="3em" 
                      border="solid 2pt green">
    <fo:block color="white"> </fo:block>    
  </fo:block-container>
</fo:flow>


組版結果を図11.6 出現順序による重なりに示す。最初のペア（左）ではボーダー・緑実線のコンテナ－が下、ボーダー・赤点線のコンテナ－が上に表示される。次のペア（右）では上下は逆になっている。

[image: 出現順序による重なり]

図11.6 出現順序による重なり



z-index

プロパティz-indexプロパティによりブロックコンテナ－が重なったときの表示順序を、出現順序と関わりなく指定できる。z-indexの値が大きいほど上に重なる。

表11.2 z-indexプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	重なりは親と同じレベルである。

	<integer>	整数値が大きいほど上に表示される。





次の例は最初のブロックコンテナ－の方が大きさが小さいので、z-indexを指定しないならば、次のブロックコンテナ－の下に隠れてしまう。それを避けるために、z-index="2"を指定している。二つ目のブロックコンテナ－にz-index="1"を指定している。

<fo:flow flow-name="xsl-region-body">
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      top="2em" left="4em" 
                      inline-progression-dimension="9em" 
                      block-progression-dimension="9.6em" 
                      border="solid 2pt green" 
                      z-index="2">
    <fo:block color="white">ブロック１の内容</fo:block>    
    <fo:block color="white">ブロック２の内容</fo:block>
    <fo:block color="white">ブロック３の内容</fo:block>
    <fo:block color="white">ブロック４の内容</fo:block>
    <fo:block color="white">ブロック５の内容</fo:block>
    <fo:block color="white">ブロック６の内容</fo:block>     
  </fo:block-container>
  <fo:block-container absolute-position="absolute" 
                      top="1em" left="3em" 
                      inline-progression-dimension="2in" 
                      block-progression-dimension="2in" 
                      border="dotted 2pt red" 
                      z-index="1">
    <fo:block space-before="0pt" 
              line-height="10pt">
      <fo:external-graphic src="url(image-for-background2.png)" />
    </fo:block> 
  </fo:block-container>
</fo:flow>


組版結果を図11.7 z-indexで重なりを変更に示す。最初のブロックコンテナ－の内容が上に表示されている。

[image: z-indexで重なりを変更]

図11.7 z-indexで重なりを変更







11.4 オーバーフロー

プロパティoverflowプロパティはブロックコンテナ－などの内容が指定したサイズで収まりきらないときの処理を指定する。オーバーフローが適用できるのは、fo:region-body、fo:region-before、fo:region-after、fo:region-start、fo:region-end、fo:block-container、fo:external-graphic、fo:instream-foreign-object、fo:inline-containerである。参照エリアを生成するFOからfo:table-caption、fo:table-cell、fo:floatを除いたものである。

表11.3 overflowプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	XSL-FOプロセサに任せられる。

	visible 	可視化する。ブロックコンテナ－の外側にはみ出しても良い。

	hidden 	クリップされる。はみ出した部分を見るすべはユーザーに提供されない。

	scroll 	スクロールする。プリント媒体を対象とするときは、オーバーフローした内容は印刷されるべきである。

	error-if-overflow 	hiddenと同じ機構であるが、エラーであることを示す。

	repeat 	オーバーフローしたら同じエリアを複数用意する。






第12章 インラインFOとインラインコンテナー

行中のテキストや行中でFOのレイアウトを指定するためにfo:inline（インラインFO）とfo:inline-container（インラインコンテナ－）がある。

12.1 インラインFO

fo:inlineは主に段落テキストの一部分を修飾したり、背景を設定したりするために使うオブジェクトである。fo:inlineの内容にはテキスト、ブロックレベルのFO、インラインレベルのFOを含むことができる。

ボーダー、背景、高さや幅

fo:inlineには、ボーダー、背景、高さ（block-progression-dimension）や幅（inline-progression-dimension）も指定できる。

	ボーダー関係のプロパティ（詳細は第8章 ボーダー（罫線）とパディングを参照）

	背景関係のプロパティ（詳細は第9章 背景を参照）

	高さや幅のプロパティ（詳細は5.9 内容領域の大きさを参照）







12.2 ベースラインの調整

横書きで文字を横に並べるときに揃える水平な基線をベースラインという。ベースラインの位置は書記系（script）によってさまざまである。日本語組版の横書きでは文字の高さの中央、縦書では文字の幅の中央をベースラインと考えることがある(XSL-FOではideographicベースラインを漢字の下枠の位置にしている。これは歴史的な理由による。日本語組版の中央ベースラインはXSL-FOではcentralベースラインに相当する。)。XSL-FOでは次のベースラインを使える。

表12.1 ベースラインの種類

	名前	説明

	alphabetic	ラテンアルファベットのAの下の位置にあたる。

	ideographic	漢字などの表意文字のベースライン。文字の枠線の下の位置にあたる。

	hanging	デバナガリ文字などのシローレーカ－の上線の位置にあたる。

	mathematical	数学記号で使われる。

	central	text-after-edgeとtext-before-edgeの中央の位置にあたる。

	middle	alphabeticベースラインからx-height（小文字のxの高さ）の半分、シフト方向に移動した位置にあたる。

	text-after-edge	文字の一番上の線にあたる。 

	text-before-edge	文字の一番下の線にあたる。





XSL-FOでは親のエリアと子のエリア間でベースラインの位置を合わせるためのプロパティが用意されている。fo:inlineを初めとするインラインレベルFOでは、ベースライン調整用プロパティが次の四つ使える。

	dominant-baseline

	baseline-shift

	alignment-baseline

	alignment-adjust



dominant-baseline、baseline-shift、alignment-baselineは文字のベースラインの調整、alignment-adjustは、主に画像などの内部にベースライン情報をもたない組版オブジェクトの位置合わせを調整するためのプロパティである。

支配ベースライン

プロパティdominant-baseline（支配ベースライン）プロパティはベースライン目盛り表（scaled-baseline-table）の決定や再決定用である。ベースライン目盛り表は、①支配ベースラインのベースライン識別子、②フォントのデザイン座標系によるベースライン表、③ベースライン表のベースラインの位置を拡大・縮小するためのフォントサイズ（スケールデータ）の三項目がある。dominant-baselineプロパティの値は、この三項目の値を変更する。

表12.2 dominant-baselineプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	 ①ベースライン識別子、②ベースライン表、③スケールデータを後述の方法で決定する。

	use-script	①ベースライン識別子をscriptプロパティによって選択し、②ベースライン表をベースライン識別子に合うものとし、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	no-change	親のFOと同じとする。

	reset-size	③スケールデータを現在のフォントサイズにより再設定する。

	ideographic	①ベースライン識別子を"ideographic"とし、②ベースライン表を名目フォントの"ideographic"表にし、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	alphabetic	①ベースライン識別子を"alphabetic"とし、②ベースライン表を名目フォントの"alphabetic"表にし、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	hanging	①ベースライン識別子を"hanging"とし、②ベースライン表を名目フォントの"hanging"表にし、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	mathematical	①ベースライン識別子を"mathematical"とし、②ベースライン表を名目フォントの"mathematical"表にし、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	central	①ベースライン識別子を"central"とし、②ベースライン表を名目フォントから、"ideographic"、"alphabetic"、 "hanging"、"mathematical"の優先度で選択し、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	middle	①ベースライン識別子を"middle"とし、②ベースライン表を名目フォントから、"alphabetic"、"ideographic"、 "hanging"、"mathematical"の優先度で選択し、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。

	text-after-edge	①ベースライン識別子を"text-after-edge"とし、②ベースライン表を名目フォントから、XSL-FOプロセサの実装依存の優先度で選択し、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。 

	text-before-edge	①ベースライン識別子を"text-before-edge"とし、②ベースライン表を名目フォントから、XSL-FOプロセサの実装依存の優先度で選択し、③スケールデータをFOのフォントサイズに設定する。



名目フォントとは、そのFOで選択されたフォントである。



dominant-baseline="auto"の時は、ブロックレベルのFOに指定されているときとそれ以外で分れる。

ブロックレベルのFOに指定されているとき

scriptプロパティが"auto"なら、横書きでは支配ベースラインのベースライン識別子は"alphabetic"、縦書きではベースライン識別子は"central"とする。scriptプロパティが"auto"以外なら、その値に依ってベースライン識別子を選択する。選択方法は名目フォントに依存する。ベースライン表はベースライン識別子に対応する名目フォントのものを使う。スケールデータを当該FOのフォントサイズに設定する。



それ以外

①ベースライン識別子、②ベースライン表、③スケールデータは親のFOと同じとする。もし、baseline-shiftの値が実際にベースラインを変更しているならば、dominant-baselineプロパティが指定されているFOのフォントサイズでスケールデータを設定する。そうでないときはスケールデータは元のままとする。

次の例は親のfo:inlineにそれぞれ異なる支配ベースラインプロパティ値を指定したものである。

<fo:inline dominant-baseline="auto" 
           border-bottom="0.1pt dotted red">
         対象テキスト１ A western
  <fo:inline font-size="0.6em" 
             border-bottom="0.1pt solid red">
         小さな文字 font-size="0.6em"
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="use-script" … >  
         対象テキスト２…略…         
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="no-change" … >
         対象テキスト３…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="reset-size" … >
         対象テキスト４…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="ideographic" … > 
         対象テキスト５…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="alphabetic" … >
         対象テキスト６…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="hanging" … >
         対象テキスト７…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="mathematical" … >
         対象テキスト８…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="central" … >
         対象テキスト９…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="middle" … >
         対象テキスト１０…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="text-after-edge" … >
         対象テキスト１１…略…
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="text-before-edge" … >
         対象テキスト1２…略…
</fo:inline>


結果は図12.1 親の支配ベースライン値で位置合わせのようになる。この例では親の支配ベースラインを指定しているが、それは子供の支配ベースラインには継承しない。しかし、子供のfo:inline（内容は「小さな文字…」）には支配ベースラインを指定していないので"auto"になる。この例では、それ以外にあたり、結果的に親と同じ値である。（この例では、次項のalignment-baselineプロパティも指定していないので"auto"となる）。この結果的、親のfo:inlineと子供のfo:inlineは、親のdominant-baselineの値で位置合わせされる。

[image: 親の支配ベースライン値で位置合わせ]

図12.1 親の支配ベースライン値で位置合わせ







ベースライン移動

プロパティbaseline-shiftは親のFOのテキストのベースラインに対して、子供のFOのテキストのベースラインの移動を指定する。

表12.3 baseline-shiftプロパティ

	プロパティ値	説明

	baseline（初期値）	 ベースラインの移動はしない。

	sub 	 支配ベースラインを下付の初期値分移動する。移動量は名目フォントのデータによる。

	super 	 支配ベースラインを上付の初期値分移動する。移動量は名目フォントのデータによる。

	<percentage> 	 親のline-heightの割合で移動する。ゼロ%は"baseline"と同じ。プラスはシフト方向（shift-direction）の方向、マイナスはその反対方向への移動である。

	<length> 	 指定した長さ分だけベースラインを移動する。ゼロcmは"baseline"と同じ。プラスはシフト方向（shift-direction）の方向、マイナスはその反対方向への移動である。





次の例はベースライン移動を指定したものである（二つめ以降の親のfo:inlineは省略。また、上位でline-height="1.6"を指定しているので50%は0.8emに相当する）。組版結果を図12.2 ベースライン移動に示す。

<!--  line-height="1.6" -->
<fo:inline dominant-baseline="auto" 
           border-bottom="0.1pt dotted red">
        対象テキスト１ western script
  <fo:inline baseline-shift="super">
        上付き super</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … > 
　　　　対象テキスト２ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="50%">
        50% up</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … > 
        対象テキスト３ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="0.5em">
        0.5em up</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … >
        対象テキスト４ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="1em">
        1em up</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … >
        対象テキスト５ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="sub">
        下付き down</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … > 
        対象テキスト６ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="-50%">
        -50% down</fo:inline>
  </fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … > 
        対象テキスト７ …省略…
  <fo:inline baseline-shift="-0.5em">
        -0.5em down</fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline dominant-baseline="auto" … > 
        対象テキスト８
  <fo:inline baseline-shift="-1em">
        -1em down</fo:inline>
</fo:inline>         


[image: ベースライン移動]

図12.2 ベースライン移動





位置合わせ対象ベースライン

プロパティalignment-baselineはオブジェクトの位置合わせ点を、親のFOのどのベースラインに対して位置合わせするかを指定する。この位置合わせ点はalignment-adjustプロパティで指定する。

表12.4 alignment-baselineプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	fo:characterでは、その文字が属するscriptの支配ベースラインとする。その他のオブジェクトではbaselineと同様に計算する。

	baseline	親エリアの支配ベースラインに揃える。

	before-edge	親エリアのbefore-edgeベースラインに揃える。

	text-before-edge	親エリアのtext-before-edgeベースラインに揃える。

	middle	親エリアのmiddleベースラインに揃える。

	central	親エリアのcentralベースラインに揃える。

	after-edge	親エリアのafter-edgeベースラインに揃える。

	text-after-edge	親エリアのtext-after-edgeベースラインに揃える。

	ideographic	親エリアのideographicベースラインに揃える。

	alphabetic	親エリアのalphabeticベースラインに揃える。

	hanging	親エリアのhangingベースラインに揃える。

	mathematical	親エリアのmathematicalベースラインに揃える。







位置合わせ点

プロパティalignment-adjustはインラインエリアの位置合わせ点を指定する。特に、ベースライン表をもたないか、ベースライン表に必要なベースラインの情報がないオブジェクト（画像など）を精密に位置合わせするために使える。

表12.5 alignment-adjustプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	グリフエリアは開始辺とフォントがもつブロック進行方向位置合わせ点の交わる点、インラインエリアは配置矩形の開始辺とalignment-baselineで指定するベースラインの交わる点、fo:external-graphicとfo:instream-foreign-objectでは、エリアの配置矩形の開始辺と後方辺の交わる点とする。

	baseline	エリアの配置矩形の開始辺と支配ベースラインの交わる点とする。

	before-edge	エリアの配置矩形の開始辺とbefore-edgeベースラインの交わる点とする。

	text-before-edge	エリアの配置矩形の開始辺とtext-before-edgeベースラインの交わる点とする。

	middle	エリアの配置矩形の開始辺とmiddleベースラインの交わる点とする。

	central	エリアの配置矩形の開始辺とcentralベースラインの交わる点とする。

	after-edge	エリアの配置矩形の開始辺とafter-edgeベースラインの交わる点とする。

	text-after-edge	エリアの配置矩形の開始辺とtext-after-edgeベースラインの交わる点とする。

	ideographic	エリアの配置矩形の開始辺とideographicベースラインの交わる点とする。

	alphabetic	エリアの配置矩形の開始辺とalphabeticベースラインの交わる点とする。

	hanging	エリアの配置矩形の開始辺とhangingベースラインの交わる点とする。

	mathematical	エリアの配置矩形の開始辺とmathematicalベースラインの交わる点とする。

	<percentage>	fo:external-graphicまたはfo:instream-foreign-objectで生成されるエリアでは計算された高さ、fo:characterで生成するエリアではfont-size、その他はline-height、とこのパーセント値を掛けた値を計算する。エリアの配置矩形の開始辺と支配ベースラインの交わる点から、プラスのときはシフト方向の反対側に、マイナスのときはシフト方向に、先の計算値分離れた点とする。ゼロの時は支配ベースラインである。

	<length>	エリアの配置矩形の開始辺と支配ベースラインの交わる点から、プラスのときはシフト方向の反対側に、マイナスのときはシフト方向に、指定した長さ分離れた点とする。ゼロcmの時は支配ベースラインである。





次は親のfo:inlineのフォントサイズを変更し、子のfo:inlineにalignment-baseline="text-before-edge" alignment-adjust="auto"を指定した。この例では、親のfo:inlineのtext-before-edgeに子のfo:inlineのtext-before-edgeが位置合わせされる。各行の相違は親のfo:inlineのフォントサイズのみである。

<!-- line-height="1.6" -->
<fo:inline border-bottom="0.1pt dotted red" 
           font-size="0.8em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline …省略… font-size="1em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline …省略… font-size="1.5em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline …省略… font-size="2em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline …省略… font-size="3em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline><fo:block />
<fo:inline …省略… font-size="4em">
         対象４ baseline=tbe
  <fo:inline alignment-baseline="text-before-edge" 
             alignment-adjust="auto">
         文字
  </fo:inline>
</fo:inline>


組版結果はfont-size="1em"のときのみ親のfo:inlineと子のfo:inlineのベースラインが揃うが、font-sizeが"1em"より小さいときは子が上に、1emより大きくなるにつれて子のfo:inlineが下になる。親のfo:inlineのフォントサイズを変更しても支配ベースラインを変更していないので、text-before-edgeベースラインはfont-size="1em"の設定のままになっているためである。

[image: ベースラインの位置合わせ例１]

図12.3 ベースラインの位置合わせ例１



親のfo:inlineに支配ベースラインのリセットを指定する。

<fo:inline dominant-baseline="reset-size" 
           border-bottom="0.1pt dotted red" 
           font-size="0.8em">
以下、各行の親のfo:inlineにdominant-baseline="reset-size" を指定。詳細は省略する。


支配ベースラインをリセットするとベースライン表がリセットされ親のtext-before-edgeベースラインの位置にフォントサイズが反映された位置になる。

[image: ベースラインの位置合わせ例２]

図12.4 ベースラインの位置合わせ例２







12.3 インラインコンテナー

fo:inline-container（インラインコンテナー） は、インラインレベルのFOであり、インラインの参照エリアを作ることができる。内容に含むことができるのはブロックレベルのFOのみである。インラインコンテナーの中に表を含めることもできる。しかし、テキストやfo:inlineを直接含むことはない。

内容領域に回転や異なるライティングモードを設定できる。これを利用してインラインの部分縦書きやルビなどを挿入できる。

部分縦書き

インラインコンテナーの中では、リファレンスオリエンテーションやライティングモードを変更できる。これを使うと、インラインエリアの中で部分縦書きを実現できる。インラインコンテナーによる部分縦書きの例を示す。

<fo:inline font-size="18pt">
横書きの行の中に、
  <fo:inline-container reference-orientation="90" 
                       writing-mode="tb-rl">
    <fo:block background-color="yellow" >
    縦書きのセンテンスを
    </fo:block>
  </fo:inline-container>
埋め込みます。
</fo:inline>


上の例は、図12.5 部分縦書きのように表示される。

[image: 部分縦書き]

図12.5 部分縦書き





ルビの表現

インラインコンテナーを使って、fo:block を上下に配置することで見かけ上ルビを実現できる。次のような複雑なルビも表現できる。

<fo:block font-size="1.5em"
          font-weight="bold"
          space-before="0.83em"
          space-after="0.83em"
          keep-with-next.within-column="always"
          keep-together.within-column="always">
  <fo:inline-container alignment-baseline="central"
                       block-progression-dimension="1em"
                       text-indent="0pt"
                       last-line-end-indent="0pt"
                       start-indent="0pt"
                       end-indent="0pt"
                       text-align="center"
                       text-align-last="center">
    <fo:block font-size="50%"
              wrap-option="no-wrap"
              line-height="1"
              space-before.conditionality="retain"
              space-before="-1.1em"
              space-after="0.1em">
    complex ruby example
    </fo:block>
    <fo:block wrap-option="no-wrap"
              line-height="1">
    複雑なルビの例
    </fo:block>
  </fo:inline-container>
</fo:block>


上の例は、次のようにフォーマットされる。

[image: ルビの例]

図12.6 ルビの例






第13章 画像

画像を埋め込むにはfo:external-graphic（外部画像）またはfo:instream-foreign-objectを使う。いずれも、インラインレベルのオブジェクトであり、行の中に埋め込まれる。画像をブロックレベルのオブジェクトとして配置するには、fo:external-graphicまたはfo:instream-foreign-objectをfo:blockで囲む。

13.1 外部画像

fo:external-graphicは、外部ファイルになっている画像データを埋め込むのに使う。外部の画像ファイルはプロパティsrcプロパティで指定する。fo:external-graphicはインラインレベルのエリアと画像を含む参照エリアを作る。

表13.1 srcプロパティ

	プロパティ値	説明

	<uri-specification> 	外部の画像データまたはcolor-profileデータをURL形式で指定する。初期値はなく、内容の設定が必須である。





画像エリアの大きさ

画像エリアの大きさはプロパティwidth（表5.10 widthプロパティ参照）とプロパティheight（表5.7 heightプロパティ参照）プロパティの値として設定する。このプロパティの指定がないか値がautoならば、画像エリアの大きさは画像ファイルの内容から求めた大きさとなる。

次の例では①image-za.jpg（縦：288px、横：288px、72dpi）、②image-do.png（縦：288px、横：288px、144dpi）の二つの画像を埋め込んでいる。画像エリアの大きさは指定していない。

<fo:layout-master-set>   
  <fo:simple-page-master margin="5mm 5mm 5mm 5mm" 
                         master-name="PageMaster"
                         page-height="297mm" 
                         page-width="210mm">
    <fo:region-body margin="0"/>
  </fo:simple-page-master>       
      …省略…
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster">
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block font-size="14pt" 
              line-height="1.8" 
              font-family="'arial','ＭＳ ゴシック', sans-serif">
      <fo:block border="solid 0.2pt #666666" 
                space-after="0.5em">
          画像エリアの大きさ
        <fo:external-graphic src="url(image-za.jpg)" />
      </fo:block>
      <fo:block border="solid 0.2pt #666666">
          画像エリアの大きさ
        <fo:external-graphic src="url(image-do.png)" />
      </fo:block>
    </fo:block> 
  </fo:flow>
</fo:page-sequence> 


組版結果図13.1 画像エリアの大きさでは画像エリアはそれぞれ4インチ、2インチとなる。これは内容の画像の大きさがimage-za.jpgは縦と横が4インチ（288px÷72px/in=4in）、image-for-background2.pngは縦と横が2インチ（288px÷144px/in=2in）となるためである。

[image: 画像エリアの大きさ]

図13.1 画像エリアの大きさ





画像内容の大きさ

プロパティcontent-height、プロパティcontent-widthプロパティは、画像ファイルの内容の大きさを指定する。もし、幅か高さのどちらかがautoならば、他方の拡大・縮小係数をautoの方にも適用する。

表13.2 content-heightプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	内容自体の幅にするべきである。

	scale-to-fit	表示エリアの高さ以内になるように、許可された最大の拡大・縮小率まで拡大・縮小する。

	scale-down-to-fit	内容自体の高さが表示高さ以下であればそのままとし、そうでないときは許可された最高縮小率まで縮小する。

	scale-up-to-fit	内容自体の高さが表示高さ以上であればそのままとし、そうでないときは許可された最高拡大率まで拡大する。

	<length>	内容の高さ絶対値を指定する。何らかの拡大・縮小を施す。

	<percentage>	内容自体の幅に対する拡大・縮小率を表す。





表13.3 content-widthプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	内容自体の幅にするべきである。

	scale-to-fit	表示エリアの幅以内になるように、許可された最大の拡大・縮小率まで拡大・縮小する。

	scale-down-to-fit	内容自体の幅が表示幅以下であればそのままとし、そうでないときは許可された最高縮小率まで縮小する。

	scale-up-to-fit	内容自体の幅が表示幅以上であればそのままとし、そうでないときは許可された最高拡大率まで拡大する。

	<length>	内容の幅の絶対値を指定する。何らかの拡大・縮小を施す。

	<percentage>	内容自体の幅に対する拡大・縮小率を表す。





次は、画像エリアを１文字の大きさになるよう高さ（height="1em"）または幅を（width="1em"）指定し、画像内容を表示エリアに入るように内容の高さ（content-height="scale-to-fit"）または内容の幅（content-width="scale-to-fit"）を指定した。

  …省略…
    画像エリアの大きさ
  <fo:external-graphic height="1em" 
                       content-height="scale-to-fit" 
                       src="url(image-za.jpg)" />
 …省略…
    画像エリアの大きさ
  <fo:external-graphic width="1em"  
                       content-width="scale-to-fit" 
                       src="url(image-do.png)" />
 …省略…                             


組版結果を図13.2 画像エリアの大きさを指定し、内容をそれに合わせるに示す。各画像エリアは1文字分の大きさとなるが、画像の下線はalphabeticベースラインが適用されているため漢字の下線とずれている。ベースライン位置の調整方法は13.3 画像エリアの位置合わせで説明する。

[image: 画像エリアの大きさを指定し、内容をそれに合わせる]

図13.2 画像エリアの大きさを指定し、内容をそれに合わせる





拡大縮小でのアスペクト比

プロパティscalingプロパティは拡大・縮小の際にアスペクト比を維持する必要があるかを指定する。

表13.4 scalingプロパティ

	 プロパティ値	説明

	uniform（初期値）	拡大縮小はアスペクト比を維持する。 

	non-uniform	拡大縮小はアスペクト比を維持する必要はない。







画像エリア内での内容の配置

fo:external-graphicの内部での画像内容の配置はプロパティtext-align（表10.3 text-alignプロパティ参照）とプロパティdisplay-align（表5.3 display-alignプロパティ参照）プロパティによって設定する。

次は、EMF（ファイル名：dtp-xsl-jp.emf）をfo:external-graphicで指定した例である。画像エリアは幅9cm、高さ6cm。画像内容は幅5.5cm、高さ4.5cmとして上下、左右にセンタリングしている。

<fo:block text-align="center">
  <fo:external-graphic src="dtp-xsl-jp.emf"
                       border-style="dotted" 
                       border-width="thin"
                       width="9cm" 
                       height="6cm"
                       content-width="5.5cm"
                       content-height="4.5cm"
                       display-align="center" 
                       text-align="center"/>
</fo:block>


[image: EMF画像]

図13.3 EMF画像







13.2 fo:instream-foreign-object

fo:instream-foreign-objectは、図形等のデータをその子供としてもつインラインオブジェクトである。典型的な例は、XSL以外の名前空間をもつXML要素ツリーである。SVGやMathMLをFOツリーの中に埋め込むことができる。fo:instream-foreign-objectに適用されるプロパティは、fo:external-graphicと同じである。

fo:instream-foreign-objectはインラインエリアと画像を含む参照エリアを作る。次はfo:instream-foreign-objectにSVGを記述した例である。

<fo:block text-align="center">
  <fo:instream-foreign-object border-style='dotted' 
                              border-width='thin'>
    <svg:svg width="4.5cm" 
             height="4.5cm" 
             xmlns:svg="http://www.w3.org/2000/svg">
      <svg:g style="fill:red">
        <svg:rect x="0" y="0" width="3cm" height="3cm"/>
      </svg:g>
      <svg:g style="fill:yellow">
        <svg:rect x="1cm" y="1cm" width="3cm" height="3cm"/>
        <svg:text x="0cm" y="3cm" 
                    font-size="20pt" font-family="Arial"
                    fill="green" >
          SVG Instream Object
        </svg:text>
      </svg:g>
    </svg:svg>
  </fo:instream-foreign-object>
</fo:block>


SVGは図13.4 SVG画像のように表示される。

[image: SVG画像]

図13.4 SVG画像





13.3 画像エリアの位置合わせ

図13.2 画像エリアの大きさを指定し、内容をそれに合わせるでは画像の下辺（after-edge）がalphabeticベースラインの位置になっている。画像の下辺を親のベースラインに合わせるにはalignment-baselineとalignment-adjustを使用する。

次の例は文字サイズの画像を親のベースライン（初期値、ideographic、central）に合わせる指定をした。

<fo:block border="solid 0.2pt #666666" 
          space-after="0.5em">
      1. 変体仮名 Angel 
  <fo:external-graphic alignment-adjust="baseline"  
                       width="1em"  
                       content-width="scale-to-fit" 
                       src="url(image-za.jpg)" />
      ひらがな
</fo:block> 
<fo:block border="solid 0.2pt #666666" 
          space-after="0.5em">
      2. 変体仮名 Angel 
  <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic"  
                       alignment-adjust="baseline" 
                       width="1em"  
                       content-width="scale-to-fit" 
                       src="url(image-za.jpg)" />
      ひらがな
</fo:block>     
<fo:block border="solid 0.2pt #666666" 
          space-after="0.5em">
      3. 変体仮名 Angel 
  <fo:external-graphic alignment-baseline="central"  
                       alignment-adjust="baseline" 
                       width="1em"  
                       content-width="scale-to-fit" 
                       src="url(image-za.jpg)" />
      ひらがな
</fo:block>  


組版結果を図13.5 画像エリアの位置合わせに示す。

[image: 画像エリアの位置合わせ]

図13.5 画像エリアの位置合わせ




第14章 ページ番号の処理

書籍や冊子のヘッダーやフッターにノンブルを入れたり、また目次や索引項目には参照先ページ番号を添えたりする。しかし、これらのページ番号は組版が終了したあとでないと決定できない。こうしたページ番号処理のために次のFOがある。

	fo:page-number

	fo:page-number-citationとfo:page-number-citation-last

	fo:folio-prefixとfo:folio-suffix



14.1 ページ番号

fo:page-number（ページ番号）はインラインのFOであり、組版されると、自身が置かれているページのページ番号を内容に含むインラインエリアを生成する。ノンブルまたはページ番号を入れたい場所に、fo:page-numberを置いておけば、組版処理によりその場所のページ番号が確定すると、XSL-FOプロセサがfo:page-numberをその位置のページ番号に置き換える。

ページ番号開始値

ページ番号の開始値はページシーケンス毎にプロパティinitial-page-numberプロパティで設定する。initial-page-numberの値は次の通り。

表14.1 initial-page-numberプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	最初のpage-sequenceでは１にセットする。前にpage-sequenceがあるときは、前のpage-sequenceのページ番号+1の値をセットする。

	auto-odd	autoと同じように値を決め、偶数ならば+1する。

	auto-even	autoと同じように値を決め、奇数ならば+1する。

	<number>	正の値を指定する。





例えば、表紙や目次のページ数に関係なく、本文の先頭ページの番号を'1'から開始するには、本文のfo:page-sequenceのinitial-page-numberを'1'に設定する。





14.2 ページ番号を引用

fo:page-number-citation（ページ番号を引用）は索引、目次の項目、参照箇所等、特定のFOが存在するページのページ番号を引用するためのFOである。ページ番号を引用したい場所にfo:page-number-citationを置き、そのプロパティref-idプロパティに参照したいFOに付与されたidプロパティの値を設定する。参照先FOのidプロパティの値はfo名前空間の中で一意でなければならない。

表14.2 ref-id

	プロパティ値	説明

	<idref>	参照するFOのidプロパティの値を指定する。初期値はなく値を設定しなければならない。





[image: ページ番号を引用]

図14.1 ページ番号を引用





14.3 ページ番号文字列の書式

fo:page-number、fo:page-number-citationは、組版終了時にページ番号に置き換わる。印刷やPDFなどに出すときには、文字列に置き換る。文字列の書式は、fo:page-sequenceに次の表に挙げるプロパティによって設定する。

表14.3 ページ番号書式のプロパティ

	プロパティ	プロパティ値	説明

	format	<string>（初期値は'1'）	fo:page-sequenceに設定して、数値から文字列への変換を指定する。詳細はXSLTの仕様で定義されている。

	grouping-separator	<character>（初期値は'なし'）	fo:page-sequenceに設定して、数値から文字列への変換を指定する。詳細はXSLTの仕様で定義されている。

	grouping-size	<number>（初期値はグルーピングなし）	fo:page-sequenceに設定して、数値から文字列への変換を指定する。詳細はXSLT の仕様で定義されている。

	letter-value	auto（初期値）またはalphabeticまたはtraditional	fo:page-sequenceに設定して、数値から文字列への変換を指定する。詳細はXSLTの仕様で定義されている。

	country	なし（初期値）または<country>	ISO 3166による国の指定

	language	なし（初期値）または<language>	ISO 639-2による言語の指定。2文字または3文字コード





主なプロパティはプロパティformatである。次にformatによる番号の種類指定の例を示す。

	format='1' 	1,2,3 ....

	format='１' 	１,２,３ ....

	format='(1)'	(1),(2),(3),(4) ....

	format='01'	01,02,03,04 ....

	format='一'	一,二,三,四....

	format='A'	A B C ... Z AA AB AC....

	format='a'	a b c ... z aa ab ac....

	format='i' 	i ii iii iv v vi vii viii ix x ....

	format='I' 	I II III IV V VI VII VIII IX X ....

	format="ア" 	カタカナの番号付けを指定

	format="イ" 	カタカナをイロハ順に指定

	format="&#x0661;" 	(ARABIC-INDIC DIGITS)

	format="&#x06F1;" 	(EXTENDED ARABIC-INDIC DIGITS)

	format="&#x0967;" 	(DEVANAGARI DIGITS)

	format="&#x09E7;" 	(BENGALI DIGITS)

	format="&#x0A67;" 	(GURMUKHI DIGITS)

	format="&#x0AE7;" 	(GUJARATI DIGITS)

	format="&#x0B67;" 	(ORIYA DIGITS)

	format="&#x0C67;" 	(TELUGU DIGITS)

	format="&#x0CE7;" 	(KANNADA DIGITS)

	format="&#x0D67;" 	(MALAYALAM DIGITS)

	format="&#x0E51;" 	(THAI DIGITS)

	format="&#x0ED1;" 	(LAO DIGITS)

	format="&#x0F21;" 	(TIBETAN DIGITS)





14.4 ページ番号への接頭辞と接尾辞

ページシーケンス単位でページ番号にfo:folio-prefix（接頭辞）とfo:folio-suffix（接尾辞）を指定できる。ページ番号の接頭辞と接尾辞は、fo:page-sequenceの子供として指定する（3.3 ページシーケンスを参照）。またfo:page-number-citationをページ番号に置き換えるとき接頭辞と接尾辞も一緒に付く。

次はページ番号、ページ番号参照、ページ番号の接頭辞、接尾辞を指定した例である。ページ番号の種類をformat="I" によりローマ数字とし、fo:folio-prefix、fo:folio-suffixでページ番号の前後に序章、頁を付与する。序章の本文には<fo:page-number-citation ref-id="text1" background-color="#DDDDDD">により章の文章のページ番号参照を設定している（以上、アンダーラインを付与）。

  …略…
<fo:simple-page-master margin="0mm" 
                       master-name="PageMaster"
                       page-height="64mm" 
                       page-width="95mm">
  <fo:region-body border="0.2pt solid gray" 
                  margin="8mm 8mm 8mm 8mm"/>
  <fo:region-after extent="5mm"
                   background-color="#EFEFEF"/>
</fo:simple-page-master>
  …略…   
<!-- 1ページ目 -->
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster" 
                  initial-page-number="1"  
                  format="I" 
                  force-page-count="no-force">    
  <fo:folio-prefix>序章</fo:folio-prefix>
  <fo:folio-suffix>頁</fo:folio-suffix> 
  <fo:static-content flow-name="xsl-region-after">
    <fo:block text-align="center" font-size="0.9em">
      <fo:page-number  text-decoration="underline" />
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block font-size="20pt" 
              font-family="sans-serif" 
              id="headinga">
      序章 見出しA</fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify" >
     …略… 
     詳しくは<fo:page-number-citation ref-id="text1" background-color="#DDDDDD"/>
     で説明します。
    </fo:block>
  </fo:flow>
</fo:page-sequence> 


組版結果を図14.2 序章の組版結果に示す。網掛（background-color="#DDDDDD"）部分はIDで参照しているfo:inlineオブジェクトのページ番号が組み込まれている。

[image: 序章の組版結果]

図14.2 序章の組版結果



次は二つ目のページシーケンスである章である。章のページ番号には接尾辞のみを付与する。また、章の本文には<fo:inline id="text1">XSL仕様</fo:inline>として参照されるテキストにidを設定している。

<!-- 2ページ目 -->
<fo:page-sequence master-reference="PageMaster" 
                  initial-page-number="1" 
                  force-page-count="no-force">    
   <fo:folio-suffix>頁</fo:folio-suffix> 
   <fo:static-content flow-name="xsl-region-after">
    <fo:block text-align="center" font-size="0.9em">
      <fo:page-number text-decoration="underline"  /> 
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">   
    <fo:block font-size="20pt" 
              font-family="sans-serif" 
              id="headingb">
       本章 見出しB
    </fo:block>      
    <fo:block text-indent="1em" 
               text-align="justify">
      <fo:inline id="text1">XSL仕様</fo:inline>は …略… 
    </fo:block>
  </fo:flow>
</fo:page-sequence> 


組版結果を図14.3 本文の組版結果に示す。

[image: 本文の組版結果]

図14.3 本文の組版結果





14.5 fo:page-number-citation-last

fo:page-number-citation-lastは参照対象FOの最後のページ番号を引用するためのFOである。例えば、章などを参照するとき、参照する章の範囲をページ番号で示すとき、fo:page-number-citationと共に使う。プロパティpage-citation-strategyプロパティで参照対象FOの最終ページを判断する制約条件を指定し、fo:page-number-citation-lastは、その制約を満たす領域の最後のページ番号に置き換わる。

表14.4 page-citation-strategyプロパティ

	プロパティ値	説明

	all（初期値）	参照されたFOのref-idトレイトに一致するすべてのページ。参照されたFOが生成する空白ページを含む。

	normal	正規エリア（脚注やフロートなどを除いて本文ブロックとして積み上げられるエリア）を含むページ。

	non-blank	脚注やフロートのような（正規エリアでない）領域を含むページ。






第15章 柱の内容を取得

fo:marker（マーカー）とfo:retrieve-markerを組にして使うことで、章や節の見出しなどからページの柱（ランニングヘッダーやランニングフッター）を設定したり、辞書のページの辺に最初の単語と最後の単語を示したり、インデックスマーク(ツメやインデックスタブということもある。ツメというときは正確にはツメをかけるための切り込みを付けたもので、タブというときは正確には出っ張りを意味するので、ここではインデックスマークとした。)を作成できる。

15.1 取り出したい内容の設定

fo:markerは取り出したい内容を予め用意しておくためのFOである。マーカーの内容はテキスト、ブロックレベルのFO、インラインレベルのFOである。fo:retrieve-markerを使ってマーカーの内容を取り出す。

マーカーはFOツリーでfo:flowの子孫でなければならず、FOの最初の子供にしなければならない。マーカーにはfo:marker、fo:retrieve-marker、fo:retrieve-table-marker（表の章を参照）を子孫として置くことはできない。

マーカーにはプロパティmarker-class-nameプロパティで種類を指定する。fo:retrieve-marker、fo:retrieve-table-markerはマーカーを種類別にグループ化し、自分が取り出したいグループの中から適切なマーカーを選択する。

表15.1 marker-class-nameプロパティ

	プロパティ値	説明

	<name>（必須）	マーカーの種類を設定する。同じエリアの中で同じ種類が指定されていたり、空のときはエラーである。但し、組版処理は継続される。







15.2 柱の作成

fo:retrieve-markerは予め用意されているマーカーの内容を取り出すためのFOである。fo:retrieve-markerは組版時に取り出した内容に置き換えられる。fo:retrieve-markerは、fo:static-contentの中にのみ置くことができる。組版結果のエリアには、そのエリアを生成したFOに対して、最初の子供として設定されたマーカーが付随している。後述のretrieve-positionとretrieve-boundaryプロパティで優先順位を付けて、優先度の高いマーカーの内容を取り出す。

取り出したいマーカーの種類を指定

プロパティretrieve-class-nameプロパティは、fo:retrieve-markerによって取り出したいマーカーの種類（marker-class-name）を設定する。

表15.2 retrieve-class-nameプロパティ

	プロパティ値	説明

	<name>（必須）	取り出したいマーカーの種類を設定する。







取り出す優先順位

プロパティretrieve-positionプロパティの値はマーカーがついているエリアの優先順位を指定する。なお、開始エリアとは、例えば、fo:blockからできるブロックエリアが1ページの中で終了するなら、そのブロックエリアは開始エリアでありかつ終了エリアである。2ぺージに渡るなら、1ページ目のブロックエリアが開始エリアであり、2ぺージ目のブロックエリアが終了エリアである。

表15.3 retrieve-positionプロパティ

	 プロパティ値	説明

	first-starting-within-page（初期値）	retrieve-boundaryの中で最初の開始エリアを優先する。そのようなエリアがなければ最初のエリアを優先する。

	first-including-carryover	retrieve-boundaryの中で最初のエリアを優先する。

	last-starting-within-page	retrieve-boundaryの中で最後の開始エリアを優先する。そのようなエリアがなければ最後のエリアを優先する。

	last-ending-within-page	retrieve-boundaryの中で最後の終了エリアを優先する。そのようなエリアがなければ最後のエリアを優先する。







取り出す範囲

プロパティretrieve-boundaryは取り出すマーカーの対象範囲を指定する。

表15.4 retrieve-boundaryプロパティ

	 プロパティ値	説明

	page	ページの中のエリアについているマーカーを対象とする。

	page-sequence（初期値）	fo:page-sequenceのマーカーを対象とする。

	document	キュメント全体でfo:flowの子供であるマーカーを対象とする。





次は章と節のマーカーを設定する例である。各章のブロックFOに<fo:marker marker-class-name="chapter">chapter*</fo:marker>、節のブロックFOに<fo:marker marker-class-name="section">section*</fo:marker>というようにマーカーを設定する。この例では章は１～４、節は１～４まで、*は1～4を設定する。第１章の本文のみを示す。第２章～第４章は章番号が変わるだけで節の内容は同じである。

<fo:flow flow-name="xsl-region-body">
  <fo:block>
    <fo:marker marker-class-name="chapter">chapter1</fo:marker>
    <fo:block font-size="16pt">第１章</fo:block>
　　<fo:block font-size="14pt" background-color="#CCCCCC">
      <fo:marker marker-class-name="section">
    section1</fo:marker>節１
      <fo:block font-size="11pt" line-height="1.6">
    章や節の見出しなどから…略…
      </fo:block>	
    </fo:block>	
    <fo:block font-size="14pt" background-color="#DDDDDD">
      <fo:marker marker-class-name="section">
    section2</fo:marker>節２
      <fo:block font-size="11pt" line-height="1.6">
    章や節の見出しなどから…略…
      </fo:block>
      <fo:block font-size="11pt" line-height="1.6">
    章や節の見出しなどから…略…
      </fo:block>
    </fo:block>					
    <fo:block font-size="14pt" background-color="#EEEEEE">	
      <fo:marker marker-class-name="section">
    section3</fo:marker>節３
      <fo:block font-size="11pt" line-height="1.6"> 
    章や節の見出しなどから…略…
      </fo:block>
    </fo:block>						
    <fo:block font-size="14pt" background-color="#CCCCCC">
      <fo:marker marker-class-name="section">
    section4</fo:marker>節４
      <fo:block font-size="11pt" line-height="1.6">
    章や節の見出しなどから…略…
      </fo:block>
    </fo:block>	
  </fo:block>
</fo:flow>


章毎にfo:page-sequenceを構成し、第１章のfo:retrieve-markerを次のように、retrieve-boundary="page"、retrieve-position="first-starting-within-page"に設定する。

<fo:static-content flow-name="xsl-region-before">
  <fo:block font-family="sans-serif">
    <fo:block>retrieve-boundary: page-sequence</fo:block>
    <fo:block border="0.2pt solid black"  
              padding="0.2em" 
              start-indent="0.2em" 
              end-indent="0.2em">
      <fo:retrieve-marker  retrieve-class-name="chapter"
               retrieve-position="first-starting-within-page" 
               retrieve-boundary="page-sequence"/>
    </fo:block>	
    <fo:block>first-starting-within-page:</fo:block>
    <fo:block background-color="blue" 
              color="yellow" 
              padding="0.2em" 
              start-indent="0.2em" 
              end-indent="0.2em">	
      <fo:retrieve-marker retrieve-class-name="section" 
               retrieve-position="first-starting-within-page" 
               retrieve-boundary="page"/>
    </fo:block>	
  </fo:block>
</fo:static-content>


第1章の組版結果は図15.1 柱の取出し（第１章）のようになる。１ページには開始エリアが二つあるが最初の開始エリアは節１である。２ページには開始エリアはなく、最初のエリアは節２である。３ページにはエリアが二つあるが最初の開始エリアは節３、４ページにもエリアが二つあるが最初の開始エリアは節４である。

[image: images/marker-401.png]

図15.1 柱の取出し（第１章）



第２章はretrieve-positionのみを"first-including-carryover"に変更する。第２章の組版結果は図15.2 柱の取出し（第２章）のようになる。３ページ目と４ページ目の節がそれぞれ節２、節３に変わる。

[image: images/marker-402.png]

図15.2 柱の取出し（第２章）



第３章はretrieve-positionのみを"last-starting-within-page" に変更する。第３章の組版結果は図15.3 柱の取出し（第３章）のようになる。１ページ目に開始エリアが二つあるが節２が選択される。

[image: images/marker-403.png]

図15.3 柱の取出し（第３章）



第４章はretrieve-positionのみを"last-ending-within-page" に変更する。第４章の組版結果は図15.4 柱の取出し（第４章）のようになる。そのページの最後の終了エリアを優先とするので、１ページ目が節１、３ページ目が節２となる

[image: images/marker-404.png]

図15.4 柱の取出し（第４章）






第16章 リーダー

fo:leaderは伸縮自在な水平線（リーダー）を引くFOである。fo:leaderは、'.'（ドット）や罫線で目次のタイトルとページ番号を分離したり、セパレータとしての水平線を生成するのに使う。fo:leaderは一つのインラインエリアを生成し，インラインのFOと同様多くのプロパティを指定できる。

16.1 リーダー用のプロパティ

リーダーのパターン

プロパティleader-patternプロパティはリーダーとして並べる記号を指定する。リーダーの（行進行方向の）高さはuse-contentならば高さはラインエリア（行）と同じとなる。そうでないと高さはrule-thicknessトレイトで決定される。

表16.1 leader-patternプロパティ

	プロパティ値	説明

	space（初期値）	リーダーを空白で埋める。

	rule 	リーダーを線で埋める。この時、rule-thickness、rule-styleをセットする。

	dots	リーダーをドットで埋める。

	use-content	リーダーをfo:leaderの子供で指定したパターンで埋める。





表16.2 leader-pattern-widthプロパティ

	 プロパティ値	説明

	use-fontmetrics（初期値）	リーダ－パターンの幅を、フォントメトリックスで決まる値とする。

	<length>	リーダ－パターンの繰り返し幅を指定する。

	<percentage>	親の内容領域の幅に対する割合を指定する。







リーダー線の長さ

プロパティleader-lengthプロパティはリーダーの長さを指定する。

表16.3 leader-lengthプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length-range>	leader-length.minimum（初期値は0）はリーダーの最低の長さ、leader-length.optimum（初期値は12.0pt）はリーダーの適正な長さ、leader-length.maximum（初期値は100%）はリーダーの最大の長さを指定する。

	<percentage>	親の内容領域の幅に対する割合を指定する。







線の太さ・線種

プロパティrule-thicknessプロパティはリーダー線の太さを指定する。

表16.4 rule-thicknessプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	線の太さ。初期値は1.0pt。





プロパティrule-styleはリーダー線の種類を指定する。

表16.5 rule-styleプロパティ

	プロパティ値	説明

	none	なし。rule-thicknessをゼロに強制する。

	dotted	ドットの並び

	dashed	短い線分の並び

	solid（初期値）	一本の線。

	double	二重線。線の太さと線の間隔の合計は、rule-thicknessの値に一致する。

	groove	線はキャンバスに掘られているように見える。

	ridge	線はキャンバスから盛り上がっているように見える。







リーダーの位置合わせ

プロパティleader-alignmentプロパティはリーダーの開始位置合わせを指定する。

表16.6 leader-alignmentプロパティ

	プロパティ値	説明

	none（初期値）	指定なし

	reference-area	参照エリアの内容長方形の開始辺に揃える。

	page	ページの開始辺に揃える。









16.2 リーダーの使用例

目次設定例

次の例は、本文の中の「目次・索引に指定する項目」という文字列にid="XYZ0211"を付け、その項目のページ番号をfo:blockの中から参照する。項目の文字列は左寄せ、ページ番号は右寄せとし、両者の間にリーダを引く。fo:leaderとfo:page-number-citationが配置されるfo:blockにtext-align-last="justify"を設定して、ページ番号を行末揃えし、この間をリーダで埋める。

<fo:block space-before="2em"
          start-indent="10mm"
          end-indent="10mm"
          text-align-last="justify">
目次・索引に指定する項目
  <fo:leader leader-pattern="dots"/>
  <fo:page-number-citation ref-id="XYZ0211"/>
</fo:block>
<fo:block space-before="2em"
          start-indent="10mm"
          end-indent="10mm">
本文・・・・・・・・・・・・・・・・・・
</fo:block>
<fo:block start-indent="10mm" 
          end-indent="10mm">
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
</fo:block>
<fo:block start-indent="10mm" 
          end-indent="10mm">
  ・・・・
  <fo:inline id="XYZ0211">
  目次・索引に指定する項目
  </fo:inline>・・・・
</fo:block>
<fo:block start-indent="10mm" 
          end-indent="10mm">
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
</fo:block>


組版結果を図16.1 仮想的目次例に示す。

[image: 仮想的目次例]

図16.1 仮想的目次例



本書（『XSL-FO組版の基礎』）の目次の一部（第1章と1.1節）のfo:leader（下線部分）を示す。

<fo:block space-after="16.2pt"/>
  <fo:block font-family="serif" font-size="12.35pt" line-height="1.7" start-indent="0pt" axf:leader-expansion="force" keep-together.within-column="always" space-before="16.2pt">
    <fo:inline space-end="0.5em">第<fo:inline axf:number-transform="'1'">1</fo:inline>章​</fo:inline>
    <fo:inline axf:indent-here="0pt"/>XSL-FO による組版の概要<fo:inline font-family="serif" font-size="8pt">
      <fo:inline font-size="25%" space-end="1em"/>
      <fo:leader leader-pattern="rule" rule-style="dotted" baseline-shift="(8pt - 2pt) div 2" leader-length.optimum="20pt"/>
      <fo:inline font-size="25%" space-end="1em"/>
      <fo:inline-container line-height="1" inline-progression-dimension="2.1em">
        <fo:block text-align-last="end">
          <fo:basic-link internal-destination="d14e2286">
            <fo:page-number-citation ref-id="d14e2286"/>
          </fo:basic-link>
        </fo:block>
      </fo:inline-container>
    </fo:inline>
  </fo:block>
  <fo:block font-family="serif" font-size="10.45pt" line-height="1.7" start-indent="9.5pt" axf:leader-expansion="force" keep-together.within-column="always">
    <fo:inline space-end="0.5em">
      <fo:inline axf:number-transform="'1'">1</fo:inline>.<fo:inline axf:number-transform="'1'">1</fo:inline>​</fo:inline>
      <fo:inline axf:indent-here="0pt"/>
      組版で配慮すべきいくつかの項目
      <fo:inline font-family="serif" font-size="8pt">
        <fo:inline font-size="25%" space-end="1em"/>
        <fo:leader leader-pattern="rule" rule-style="dotted" baseline-shift="(8pt - 2pt) div 2" leader-length.optimum="20pt"/>
        <fo:inline font-size="25%" space-end="1em"/>
        <fo:inline-container line-height="1" inline-progression-dimension="2.1em">
　　　　　<fo:block text-align-last="end">
 　　　　　 <fo:basic-link internal-destination="d14e2299">
 　　　　　　　 <fo:page-number-citation ref-id="d14e2299"/>
 　　　　　 </fo:basic-link>
　　　　　</fo:block>
        </fo:inline-container>
      </fo:inline>
    </fo:block>


組版結果を図16.2 目次項目の組版例に示す。

[image: 目次項目の組版例]

図16.2 目次項目の組版例





リーダーを使ったフッター設定例

次の例はフッターに文字列とページ番号を設定する。文字列とページ番号の間にfo:leaderを置く。leader-pattern="space"としたうえで、fo:blockに両端揃えを指定している。

<fo:static-content flow-name="Right-footer">
  <fo:block text-align-last="justify">
    <fo:inline font-style="italic" 
               font-size="8pt">
    奇数ページ用フッタ文字列
    </fo:inline>
    <fo:leader leader-pattern="space" />
    Page-<fo:page-number />
  </fo:block>
</fo:static-content>


組版結果を図16.3 フッターの柱とノンブル例に示す。空白の数は伸縮自在なので、組版時に両端揃えの効果で文字列とページ番号が左右に寄せられる。

[image: フッターの柱とノンブル例]

図16.3 フッターの柱とノンブル例






第17章 表

XSL-FO の表は次のような構造をしている。fo:table-and-captionとfo:tableは両方ともブロックレベルのFOであり、表サブツリーの最上位はどちらでも良い。

[image: 表の構造]

図17.1 表の構造



表の構造概要をFOで簡単に表すと次のようになる。

<fo:table-and-caption>
  <fo:table>
    <fo:table-column/>
    <fo:table-column/>
    <fo:table-header>
      <fo:table-row>
        <fo:table-cell>
          <fo:block>........</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell>
          <fo:block>........</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-header>
    <fo:table-body>
      <fo:table-row>
        <fo:table-cell>
          <fo:block>........</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell>
          <fo:block>........</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-body>
  </fo:table>
</fo:table-and-caption>


17.1 表とキャプション

fo:table-and-captionは表（本体）とキャプション（表の見出し）をグループにする。子供はオプションのfo:table-captionと必須のfo:tableである。fo:table-captionにはブロックレベルのFOを介してキャプションを記述する。caption-sideプロパティでキャプションの位置を設定する。

表17.1 caption-sideプロパティ

	プロパティ値	説明

	before	キャプションをブロック進行方向で表に対して前に置く。

	after	キャプションをブロック進行方向で表に対して後に置く。

	start	キャプションをインライン進行方向で表に対して開始辺側に置く。

	end	キャプションをインライン進行方向で表に対して終了辺側に置く。

	top	キャプションを表に対して上に置く。

	bottom	キャプションを表に対して下に置く。

	left	キャプションを表に対して左に置く。

	right	キャプションを表に対して右に置く。





表の左右位置揃え

fo:table-and-captionのtext-alignプロパティは表全体の左右位置揃えを指定する。表本体とキャプションは一緒に位置が移動する。キャプションのみを位置揃えしたいときは、ブロックレベルのFOで位置揃えする。次は表とキャプションの配置の例である。最初の表はfo:table-and-captionに位置揃えの指定をしていないが、二つ目の表はfo:table-and-captionにcaption-side="after"とtext-align="center"を指定している。 

<fo:table-and-caption border="0.2pt solid #CCCCCC" 
                      space-after="0.5em">
  <fo:table-caption>
    <fo:block>表の見出し</fo:block>
  </fo:table-caption>
  <fo:table width="10cm" table-layout="fixed">
    <fo:table-body>
      <fo:table-row>
	    <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>Cell 1</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>Cell 2</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-body>
  </fo:table>
</fo:table-and-caption>		
<fo:table-and-caption  caption-side="after"  
                       text-align="center" 
                       border="0.2pt solid #CCCCCC"  
                       space-after="0.5em">
  <fo:table-caption>
    <fo:block>表の見出し</fo:block>
  </fo:table-caption>
  <fo:table width="10cm" table-layout="fixed">					
    <fo:table-body>
      <fo:table-row>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>Cell 1</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>Cell 2</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-body>
  </fo:table>
</fo:table-and-caption>


組版結果は図17.2 表とキャプションの配置のようになり、最初の表は左寄せ、二つ目の表は中央揃えになる。fo:table-and-captionのtext-align="center"は表全体の配置のみでなく、表のセルの中のテキストの配置まで継承する。

[image: 表とキャプションの配置]

図17.2 表とキャプションの配置







17.2 表の本体レイアウト

fo:table（表）は表形式の本体部分を組版するためのFOである。fo:tableの子供はfo:table-column（オプション）、fo:table-header（ヘッダー、オプション）とfo:table-footer（フッター、オプション）とfo:table-body（表のボディ、必須）である。fo:tableのレイアウトに特有のプロパティは次の四つである。

	table-layout

	table-omit-header-at-break

	table-omit-footer-at-break

	writing-mode



表の自動レイアウトと固定レイアウト

fo:tableのプロパティtable-layoutプロパティはXSL-FOプロセサが幅をどのように処理するかを指定する。

表17.2 table-layoutプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	表の自動レイアウトを指定する。

	fixed	inline-progression-dimensionまたは横組ではwidth（縦組ではheight）に、長さまたは比率が指定されていて、table-layout="fixed"ならば、表の固定レイアウトを指定する（これ以外では自動レイアウトとなる）。





表の自動レイアウトはXSL-FOプロセサが表のセルの内容から自動的に列幅を計算して設定する。自動レイアウトのアルゴリズムはXSL-FOプロセサに依存する。表の自動レイアウトは一般的に組版処理の時間がかかる。

表の固定レイアウトではすべてのカラムについて、後述のfo:table-columnでカラム幅（列幅）を指定しなければならない(XSL-FO仕様書ではCSS2.1の表の固定レイアウトを参照している。CSS2.1では、column要素があればそれを優先し、次に表の1行目のfo:table-cellの幅が指定されていればそれをカラム幅とする。それ以外のカラムの幅は均等配分する。)。





17.3 表のカラム幅指定

fo:table-columnは補助的なオブジェクトである。同じカラム（表の列）とスパンをもつセルに、次のプロパティを使って、カラム幅やカラムの枠線の優先度などを設定する。

	column-number

	column-width

	number-columns-repeated

	number-columns-spanned



カラム位置と幅の指定

プロパティcolumn-numberでカラムの順番、プロパティcolumn-widthでカラム幅を指定する。

表17.3 column-numberプロパティ

	プロパティ値	説明

	<number>	自然数。もし正でない数や自然数でない数が指定されたら、1以上の近い自然数にする。





表17.4 column-widthプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length>	長さ

	<percentage>	表の幅に対するパーセント。



表の固定レイアウトではcolumn-widthプロパティにプロパティ値関数proportional-column-width()を使える。XSL-FOプロセサは、最初にカラム幅が指定された列の合計列幅を計算し、表全体の幅から組版済みの合計列幅を引いた残りを、proportional-column-width()の指定値で案分する。次の例は五つのカラムをもつ表にカラム幅を設定した。



<fo:table-column column-number="1" 
                 column-width="20pt" />
<fo:table-column column-number="2" 
                 column-width="24pt" />
<fo:table-column column-number="3" 
                 column-width="6em" />
<fo:table-column column-number="4" 
                 column-width="proportional-column-width(4)" />
<fo:table-column column-number="5" 
                 column-width="proportional-column-width(2)" />


上の例のカラム幅は次のようになる。4番目と5番目の列の幅は２：１となる。

[image: i01-image40.png]

図17.3 カラム幅の例





カラムの繰り返しと跨り

プロパティnumber-columns-repeatedはカラムの繰り返し回数を指定する。プロパティnumber-columns-repeatedの次のcolumn-numberは、前のcolumn-numberとnumber-columns-repeatedの合計に1を加えた数とする。

表17.5 number-columns-repeatedプロパティ

	プロパティ値	説明

	<number>	自然数。初期値は１。もし正でない数や自然数でない数が指定されたら、1以上の近い自然数にする。





number-columns-spannedはカラムのスパン（カラムを跨る数）を指定する。fo:table-columnとfo:table-cellに指定できる。

表17.6 number-columns-spannedプロパティ

	プロパティ値	説明

	<number>	自然数。もし正でない数や自然数でない数が指定されたら、1以上の近い自然数にする。









17.4 表のヘッダーとフッター

fo:table-header（ヘッダー）とfo:table-footerフッターはオプションであり、表の見出し行として使うfo:table-rowまたはfo:table-cellを包含する。プロパティtable-omit-header-at-breakとプロパティtable-omit-footer-at-breakは、表がページや段を跨った場合、ヘッダーとフッターを各ページ・段で省くかどうかを指定する。

表17.7 table-omit-header-at-breakオプション

	プロパティ値	説明

	true	ヘッダーを省く。

	false（初期値）	ヘッダーを省かない（繰り返す）。





表17.8 table-omit-footer-at-breakオプション

	プロパティ値	説明

	true	 フッターを省く。

	false（初期値）	フッターを省かない（繰り返す）。





次の例はfo:tableにtable-omit-header-at-breakを指定していない。

<fo:table width="6cm" 
           table-layout="fixed">
  <fo:table-column column-number="1" 
                   column-width="30%"/>
  <fo:table-column column-number="2" 
                   column-width="70%"/>
  <fo:table-header>
    <fo:table-row background-color="#CCCCCC">
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ヘッダー１</fo:block>
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ヘッダー２</fo:block>
      </fo:table-cell>
    </fo:table-row>
  </fo:table-header>
  <fo:table-body>
    <fo:table-row>
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ボディ行１セル１ </fo:block>
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ボディ行１セル２ </fo:block>
      </fo:table-cell>
    </fo:table-row>
    <fo:table-row>
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ボディ行２セル１ </fo:block>
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
        <fo:block>ボディ行２セル２ </fo:block>
      </fo:table-cell>
    </fo:table-row>
  </fo:table-body>
</fo:table>


組版結果は図17.4 表のヘッダーの繰り返しのようになり、表の途中で改段されるときヘッダーを繰り返す。

[image: images/table-omit-header.png]

図17.4 表のヘッダーの繰り返し



fo:tableにtable-omit-header-at-break="true"を指定する（他は変更なし）。

<fo:table table-omit-header-at-break="true" 
          width="6cm" 
          table-layout="fixed">
    …略…


組版結果は図17.5 表のヘッダーの繰り返しを省略のようになり、表の途中で改段されたとき、ヘッダーは省略される。

[image: images/table-omit-header-true.png]

図17.5 表のヘッダーの繰り返しを省略



表のライティングモード

fo:tableにwriting-modeを指定すると表の行と列の進行方向が変わる。さらに子孫のFOに継承するので表のセル中のライティングモードも変わる。次の例では
fo:tableにwriting-mode="tb-rl"を指定している。

<fo:table-and-caption padding="0.5em" 
                      caption-side="after"  
                      border="0.2pt solid #CCCCCC"  
                      text-align="center" >
  <fo:table-caption>
    <fo:block> writing-mode="tb-rl" table-layout="fixed" inline-progression-dimension="4cm" for fo:table</fo:block>
  </fo:table-caption>
  <fo:table writing-mode="tb-rl" 
            inline-progression-dimension="4cm" 
            table-layout="fixed">
    <fo:table-column column-number="1" 
                     column-width="30%"/>
    <fo:table-column column-number="2" 
                     column-width="70%"/>
    <fo:table-header>
      <fo:table-row background-color="#CCCCCC">
        <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
          <fo:block>ヘッダー１</fo:block>
        </fo:table-cell>	
        <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
          <fo:block>ヘッダー２</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-header>					
    <fo:table-body>
      <fo:table-row>
        <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
          <fo:block>ボディ１</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border="0.3pt solid black">
          <fo:block>ボディ２</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-body>
  </fo:table>
</fo:table-and-caption>	
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図17.6 縦組の表







17.5 表のボディ

fo:table-bodyは表のボディを包含し、fo:table-row（表の行、オプション）とfo:table-cell（表のセル、必須）を子供として持つ。



17.6 表の行

fo:table-rowは、表のセルを行にグループ化するために使う。fo:table-rowの子供はfo:table-cellである。



17.7 表のセル

fo:table-cellは表のセルのデータを配置するエリアを生成する。fo:table-cellの生成するエリアは参照エリアである。表のセルの内容はブロックレベルのFOであり、表セルに直接文字を配置できない。

表のセルの跨り

プロパティnumber-columns-spanned（表17.6 number-columns-spannedプロパティ参照）は表のセルのプロパティとして指定すると、そのセルがカラムを跨る数を指定できる。また、プロパティnumber-rows-spannedはそのセルが行を跨る数を指定できる。

表17.9 number-rows-spannedプロパティ

	プロパティ値	説明

	<number>	自然数。もし正でない数や自然数でない数が指定されたら、1以上の近い自然数にする。







表のセルから行を構成

fo:table-rowがなく、fo:table-cellを子供としてもつ場合は、表の行の開始セルにstarts-row="true"プロパティstarts-row]]、表の行の終わりのセルにends-row="true"プロパティends-row]]を指定して、行毎にグループ化する。

表17.10 starts-rowプロパティ

	プロパティ値	説明

	true	当該セルから行を開始する。

	false（初期値）	当該セルで行を開始しない。





表17.11 ends-row

	プロパティ値	説明

	true	当該セルで行を終了する。

	false（初期値）	当該セルで行を終了しない。







ブロック方向位置合わせの設定例

表のセルにはブロック方向位置合わせ（display-align）を設定できる。

<fo:table width="12cm" 
          table-layout="fixed">
  <fo:table-column column-number="1" 
                   column-width="25%">
  </fo:table-column>
  <fo:table-column column-number="2" 
                   column-width="40%">
  </fo:table-column>
  <fo:table-column column-number="3" 
                   column-width="72pt">
  </fo:table-column>
  <fo:table-body>
    <fo:table-row height="60pt">
      <fo:table-cell column-number="1" 
                     display-align="before" 
                     border-style="solid" 
                     border-width="thin">
        <fo:block>Cell 1</fo:block>
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell column-number="2"
                     display-align="center" 
                     text-align="center" 
                     border-style="solid" 
                     border-width="thin">
      <fo:block>Cell 2</fo:block>
      </fo:table-cell>
      <fo:table-cell column-number="3" 
                     display-align="after" 
                     text-align="end" 
                     border-style="solid" 
                     border-width="thin">
      <fo:block>Cell 3</fo:block>
      </fo:table-cell>
    </fo:table-row>
  </fo:table-body>
</fo:table>


組版結果を図17.7 表のセル（display-align）に示す。cell1の幅は表の幅（12cm）の25％で3cmとなる。
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図17.7 表のセル（display-align）





相対方向位置合わせ

プロパティrelative-alignプロパティによって、セル内のFOを相対的に位置合わせできる。relative-alignはdisplay-align（auto以外）が指定されていると無視される。

表17.12 relative-align（表のセル）

	プロパティ値	説明

	before	各行のすべてのセルについて、最初の子供のエリアの内容領域の前方辺は行のグリッドから同じ距離に配置される。さらに、最低一つのセルでは配置矩形の前方辺と表のセルの内容領域の前方辺が一致しなければならない。

	baseline	各行を構成するすべてのセルの最初の子供エリアは、最初の行のfo:table-rowに指定されている支配ベースラインが行のグリッドから同じ位置になる。さらに、セルの最初の子供エリアのうち一つは配置矩形の前方辺が、表のセルの内容領域の前方辺と一致しなければならない。つまり、該当するすべてのセルで、最初の行のベースラインはブロック進行方向で最小の距離に合わせて配置されるということである。









17.8 表の罫線

表の罫線はborder-*-style、border-*-width、border-*-colorプロパティ（ボーダープロパティ）を使って指定する。*には、before、after、start、end、top、bottom、left、rightで四辺を指定する。ボーダープロパティは、fo:table-and-caption、fo:table、fo:table-caption、fo:table-cellには制限なく適用される。fo:table-column、fo:table-header、fo:table-footer、fo:table-body、fo:table-rowには、次に説明するborder-collapseの値が"collapse"または"collapse-with-precedence"のときだけ適用される。 

隣合う罫線を一本にするか

表はfo:tableのborder-collapseによって表の中で隣合わせのカラム（列）・行・セルの罫線を一本に統合するか別にするかを指定する。

表17.13 border-collapseプロパティ

	 プロパティ値	説明

	collapse（初期値）	隣合う罫線を一本にする方法を選択する。

	collapse-with-precedence	隣合う罫線が衝突したときの優先度指定付きで隣合う罫線を一本にする方法を選択する。

	separate	隣合う罫線を分離する方法を選択する。





border-collapse="separate"のとき、border-separationプロパティにより、間隔を指定する。

表17.14 border-separationプロパティ

	 プロパティ値	説明

	<length-bp-ip-direction>	行の進行方向（表のブロック進行方向）とカラムの進行方向（表の行内進行方向）の両方について長さを指定する。初期値は両方0ptである。





次の例は、表の罫線を分離し、隣合う罫線の間隔を3ptに設定している。なお、2行目のセルにはパディングを指定してセル内でのテキストの配置を変更している。

<fo:table-and-caption border-style="solid">
  <fo:table table-layout="fixed" 
            width="100%" 
            border-collapse="separate"
            border-separation.block-progression-direction="3pt" 
            border-separation.inline-progression-direction="3pt">
    <fo:table-body>
      <fo:table-row border-style="dotted" 
                    border-width="thin">
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>1</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="dotted" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>2</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="dashed" 
                       border-width="thin">
            <fo:block>3</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="inset" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>4</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="outset" 
                       border-width="thin">
          <fo:block>5</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
      <fo:table-row >
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin" 
                       padding="5pt">
          <fo:block background-color="#EEEEEE">2-1</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin" 
                       padding="5mm">
          <fo:block background-color="#EEEEEE">2-2</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin" 
                       padding="3em">
          <fo:block background-color="#EEEEEE">2-3</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin" 
                       padding="1cm">
          <fo:block background-color="#EEEEEE">2-4</fo:block>
        </fo:table-cell>
        <fo:table-cell border-style="solid" 
                       border-width="thin">
          <fo:block background-color="#EEEEEE">2-5</fo:block>
        </fo:table-cell>
      </fo:table-row>
    </fo:table-body>
  </fo:table>
</fo:table-and-caption>


組版結果を図17.8 表の罫線の例に示す。
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図17.8 表の罫線の例





罫線の優先度

border-before-precedence、border-after-precedence、border-start-precedence、border-end-precedenceは、表のFO（fo:table-and-captionとfo:table-captionの二つを除く）の各辺に、罫線の優先度を設定する。border-collapse="collapse-with-precedence"のとき、隣合う罫線のうち優先度の高い方を採用する。

表17.15 border-before-precedence、border-after-precedence、border-start-precedence、border-end-precedenceプロパティ

	プロパティ値	説明

	force	あらゆる数字よりも優先度が高い。

	<integer>	自然数。数字が大きいほど優先度が高い。初期値は、fo:table: 6、fo:table-cell: 5、fo:table-column: 4、fo:table-row: 3、fo:table-body: 2、fo:table-header: 1、fo:table-footer: 0である。







空のセル周囲の罫線

empty-cellsプロパティは、fo:table-cellに指定し、空のセルの周囲の罫線を表示するかしないかを指定する。

表17.16 empty-cellsプロパティ

	プロパティ値	説明

	show（初期値）	表示する。

	hide	隠す。









17.9 一般プロパティの表への適用

表はブロックFOに適用できる様々なプロパティを設定できる。次に主なものを示す。

	プロパティkeep-together、プロパティkeep-with-previous、プロパティkeep-with-nextを、fo:table-and-caption、fo:table、fo:table-rowに適用できる。なお、fo:table-captionは、表の前に配置するときはkeep-with-next="always"、表の後に配置するときはkeep-with-previous="always"が自動的に設定される。

	fo:table-and-caption、fo:table、fo:table-caption、fo:table-cellにはブロックのマージン、パディングを適用できるので、表の前後の空きを間隔指定子で設定したり、左右の余白をmarginやインデントで設定したりできる。

	バックグラウンドのプロパティはすべての表のFOに適用できる。

	block-progression-dimension（横組ではheight）は、fo:table、fo:table-caption、fo:table-row、fo:table-cellに適用できる。

	inline-progression-dimension（横組ではwidth）は、fo:table、fo:table-caption、fo:table-cellに適用できる。





17.10 表のヘッダー・フッターの動的設定

fo:marker（マーカー）とfo:retrieve-table-marker（表マーカー取り出し）を使って、表のヘッダーとフッターの内容を組版時に変更できる。マーカーとして表の行までの小計や「続きへ」といった文字列を用意しておき、表の途中で改ページ・改段するときにヘッダーやフッターに表示する用途などに使う（マーカーについては15.1 取り出したい内容の設定を参照）。組版された結果できるエリアにマーカーが付随する。

表マーカー取り出し

表マーカー取り出しは、あらかじめ用意したマーカーの内容を組版時に取り出し、取り出したマーカーの内容（子供）と置き換わる。表マーカー取り出しは、fo:table-header、fo:table-footerの子孫として、あるいはfo:tableの子供としてfo:table-header、fo:table-footerが許される位置に置くことができる。表マーカー取り出しは、取り出したマーカーの子供に入れ替わって組版されるので、マーカーの内容がその位置で構造上に妥当になるように用意しておく必要がある。

retrieve-class-nameプロパティで取り出したいマーカーの種類を限定する。また、retrieve-boundary-within-tableで範囲エリア集合の作り方を指定する。

一つのfo:table（表）を組版した結果として２段組で２ページに跨る表を例にとって、範囲エリア集合の作り方について説明する。表を組版した結果として表が分割されたとき、分割された部分をtable-fragment（表の部分）という。範囲エリア集合の作り方は、table（表全体）、表の部分、page（ページ）の三通りである。表マーカー取り出しを行う場所は分割時に作られるヘッダーまたはフッターである。図ではH1/F1～H4/F4で示す。H1/F1～H4/F4に配置される表マーカー取り出しが、取り出しの主体となり、取り出された結果、そこにマーカーの内容によるエリアが作られる。
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図17.9 表マーカーの範囲



範囲エリア集合の中で、表マーカー取り出しで取り出したマーカーの内容が生成するエリアを含むものを、主範囲エリアという。

表17.17 主範囲エリア

	取り出す範囲	H1/F1	H2/F2	H3/F3	H4/F4

	table	A1	A2	A3	A4

	table-fragment	A1	A2	A3	A4

	page	A1	A2	A3	A4





ヘッダーH1～H4、フッターF1～F4の位置で、範囲エリア集合の作り方によって、主範囲エリアと先行する範囲エリアの集合は表のようになる。

表17.18 先行する範囲エリア

	取り出す範囲	H1/F1	H2/F2	H3/F3	H4/F4

	table	A1	A1、A2	A1、A2、A3	A1、A2、A3、A4

	table-fragment	A1	A2	A3	A4

	page	A1	A1、A2	A3	A3、A4





H1/F1～H4/F4の位置の表マーカー取り出しは、マーカーの種類と範囲エリア集合の作り方の二つのプロパティでマーカーを限定し、その中からretrieve-position-within-tableプロパティで優先されるエリアを選択して、そこについているマーカーの内容を取り出す。



取り出すエリアの優先順位

retrieve-position-within-tableはマーカーの内容を取り出す対象として、優先するエリアを設定する。

表17.19 retrieve-position-within-tableプロパティ

	プロパティ値	説明

	first-starting
（初期値）	主範囲エリアに含まれる開始エリアであり、エリアツリーで先行するエリアを優先する。

	first-including-carryover	主範囲エリアの子孫であり、エリアツリーで先行するエリアを優先する。

	last-starting	範囲エリアの子孫であり、開始エリアであり、エリアツリーで後行するエリアを優先する。

	last-ending	範囲エリアの子孫であり、終了エリアであり、エリアツリーで後行するエリアを優先する。







取り出すエリア範囲の集合

retrieve-boundary-within-tableプロパティでマーカーの内容を取り出す対象エリア範囲の集合を設定する。

表17.20 retrieve-boundary-within-tableプロパティ

	プロパティ値	説明

	table（初期値）	取り出し対象エリア範囲の集合を、主範囲エリアとそれに先行する範囲エリアに限定する。

	table-fragment	取り出し対象エリア範囲の集合を、主範囲エリアに限定する。

	page	取り出し対象エリア範囲の集合を、主範囲エリアおよびそれと同一ページ内で先行する範囲エリアに限定する。








第18章 リスト（箇条書き）

XSL-FOでは、fo:list-block（リストブロック）で箇条書きのブロック全体をグループ化する。fo:list-blockの子供として、fo:list-item（箇条項目）を項目数分繰り返し、各fo:list-itemの中にfo:list-item-label（リストのラベルを表示する部分）とfo:list-item-body（リストの本体を表示する部分）をペアで配置する。

[image: リストの構造]

図18.1 リストの構造



注意すべき点が二つある。

	XSL-FOではリストのラベルの内容をfo:list-item-labelの子供として明示的に指定する。したがって番号なしリストであれば先頭の箇条記号を、番号付きリストであればその番号をXSL-FOドキュメントを作成するときに振らなければならない。

	fo:list-item-labelの終了位置やfo:list-item-bodyの開始位置を明示的に指定しなければならない。



18.1 リストのレイアウト

プロパティprovisional-distance-between-startsは、リストのラベルの開始位置と本体の開始位置の間隔を設定する。プロパティprovisional-label-separationは、ラベルの終了位置と本体開始位置の間の空きを設定する。この二つの設定値は後述のbody-start()、label-end()という二つの関数のためのパラメータとして使われる。

表18.1 provisional-distance-between-startsプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length> 	リストのラベル開始位置と本体開始位置の間の間隔。初期値は24.0pt。

	<percentage> 	直近の先祖であるブロックエリア（ラインエリアを除く）の幅に対する割合。





表18.2 provisional-label-separationプロパティ

	プロパティ値	説明

	<length> 	リストのラベル終了位置と本体の終了位置の間の間隔。初期値は6.0pt。

	<percentage> 	直近の先祖であるブロックエリア（ラインエリアを除く）の幅に対する割合。





リストラベルの開始位置と終了位置

リストラベルの開始位置と終了位置はfo:list-item-labelのstart-indentとend-indentで指定する(XSL V1.1仕様書では、6.8.4 fo:list-item-body、6.8.5 fo:list-item-labelではインデントが適用対象にリストされていない。しかし、仕様書のサンプルではfo:list-item-labelとfo:list-item-bodyに指定している。)。開始位置はリストブロックを含む参照エリアの開始辺を基準に直接指定する。終了位置はend-indent="label-end()"としてXSL-FOプロセサに計算させる。



リスト本体の開始位置と終了位置

リスト本体の開始位置と終了位置はfo:list-item-bodyのstart-indentとend-indentで指定する。start-indent="body-start()"としてXSL-FOプロセサに計算させる。終了位置はリストブロックを含む参照エリアの終了辺を基準に直接指定する。

<fo:list-block provisional-distance-between-starts="15mm" 
               provisional-label-separation="5mm">
  <fo:list-item>
    <fo:list-item-label start-indent="4mm" 
                        end-indent="label-end()">
      <fo:block>&#x02022;</fo:block>
    </fo:list-item-label>
    <fo:list-item-body start-indent="body-start()" 
                       end-indent="50mm">
      <fo:block>※※※※※※※※※※※</fo:block>
    </fo:list-item-body>
  </fo:list-item>
  <fo:list-item>
    <fo:list-item-label start-indent="4mm" 
                        end-indent="label-end()">
      <fo:block>&#x02022;</fo:block>
    </fo:list-item-label>
    <fo:list-item-body start-indent="body-start()" 
                     end-indent="50mm">
      <fo:block>＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊</fo:block>
    </fo:list-item-body>
  </fo:list-item>
</fo:list-block>


組版結果は次のようになる。

[image: i01-image42.png]

図18.2 リストの組版





相対位置合わせ

箇条書きの項目にはプロパティrelative-alignプロパティを適用できる。

表18.3 relative-align（箇条項目）

	プロパティ値	説明

	before	fo:list-item-labelによって生成される最初のエリアの前方辺と、fo:list-itemによって生成されるエリアの前方辺が一致する。また、fo:list-item-bodyによって生成される最初のエリアの前方辺と、fo:list-itemによって生成されるエリアの前方辺が一致する。

	baseline	fo:list-item-labelによって生成される最初の行エリアのベースラインとの距離と、fo:list-item-bodyによって生成される最初の行エリアのベースラインとの距離が一致する。加えて、最初のエリアのうち一つの配置矩形の前方辺はfo:list-itemの内容領域の前方辺に一致しなければならない。








第19章 しおりのFO

PDFを配布するときはPDFのしおりを設定すると、アウトラインからPDFの内容にジャンプできて便利である。fo:bookmark-treeはしおりツリーを表現するFOである。XSL-FOプロセサはfo:bookmark-treeがあれば、その木構造からPDFのしおりを作成する。

fo:bookmark-treeはfo:rootの子供とする。順番はfo:layout-master-set、オプションのfo:declarationsの次、fo:bookmark-treeの順である。

fo:bookmark-treeの子供のfo:bookmarkが第1階層のしおり項目である。fo:bookmarkの子供としてfo:bookmark-titleを置き、しおりの項目に表示する文字列をその内容とする。fo:bookmark-titleは必須である。

fo:bookmarkのプロパティinternal-destinationプロパティでPDFの内部の行先を指定する。

表19.1 internal-destinationプロパティ

	プロパティ値	説明

	空文字列（初期値）	行先なし

	<idref>	PDF内部にある行先のIDを指定する。





fo:bookmarkのプロパティexternal-destinationプロパティでPDFの外部へのリンクを指定する。

表19.2 external-destinationプロパティ

	 プロパティ値	説明

	空文字列（初期値）	行先なし

	<uri-specification>	行先の外部URIを指定する。





starting-stateプロパティで指定したしおり項目のサブツリーの初期状態を指定する。

表19.3 starting-stateプロパティ

	 プロパティ値	説明

	show（初期値）	この項目のサブツリーがあれば開いた状態にする。

	hide	この項目のサブツリーは閉じた状態にする。





しおりを階層化するときはfo:bookmarkの子供にfo:bookmarkを置く。これを繰り返してしおりのツリーを構築する。

次は、2階層のしおりを作成した例である。目次と第２章のフォントをボールドに設定、また第2階層の初期状態を閉じる設定とする。

<fo:root>
  <fo:layout-master-set>
    …略…
  </fo:layout-master-set>
  <fo:bookmark-tree>
    <fo:bookmark internal-destination="MARK001">
      <fo:bookmark-title font-weight="bold">
    目次</fo:bookmark-title>
    </fo:bookmark> 
    <fo:bookmark internal-destination="MARK002" 
                 starting-state="hide">
      <fo:bookmark-title>第１章</fo:bookmark-title>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK003">
        <fo:bookmark-title>1.1</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK004">
        <fo:bookmark-title>1.2</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK005">
        <fo:bookmark-title>1.3</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
    </fo:bookmark>
    <fo:bookmark internal-destination="MARK006"
                 starting-state="hide">
      <fo:bookmark-title font-weight="bold">
    第２章</fo:bookmark-title>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK007">
        <fo:bookmark-title>2.1</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK008">
        <fo:bookmark-title>2.2</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>   
    </fo:bookmark>
    <fo:bookmark internal-destination="MARK010" 
                 starting-state="hide">
      <fo:bookmark-title>付録</fo:bookmark-title>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK011">
        <fo:bookmark-title>付録A</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
      <fo:bookmark internal-destination="MARK012">
        <fo:bookmark-title>付録B</fo:bookmark-title>
      </fo:bookmark>
    </fo:bookmark>
    <fo:bookmark 
         external-destination="http://www.antenna.co.jp/">
      <fo:bookmark-title>
    http://www.antenna.co.jp/</fo:bookmark-title>
    </fo:bookmark>
  </fo:bookmark-tree>
  <fo:page-sequence>
    …略…
</fo:root>


組版結果をPDFとして保存する。PDF Readerで開くと次のようなしおりができている。左がPDFを開いた（初期）状態で、右はしおりの第2階層まで開いた状態である。

[image: images/bookmark.png] [image: images/bookmark-open.png]

図19.1 PDFのしおり


第20章 脚注と前方フロート

fo:footnoteとfo:floatは行外オブジェクトという種類のFOである。本文の流れから外れた位置に配置するのが特徴である。fo:footnoteは脚注を設定する。fo:floatにプロパティfloat="before"を設定すると前方フロートとなる。フロートには本文の脇に配置されるサイドフロートもあるが、これについては第21章 サイドフロートで説明する。

脚注と前方フロートは設定の方法が異なるが配置方法は似ている。ページが生成されたとき、脚注は本文区画（fo:region-body）内の下部に、前方フロートは本文区画内の上部に、それぞれ脚注参照エリアまたは前方フロート参照エリアを生成する。そして、脚注とフロートの内容はその参照エリア内に配置される。そのとき、本文テキストが配置されるエリアの高さはその分だけ小さくなる。

本文テキストの配置エリアと、脚注または前方フロートの参照エリアの間に区切りを挿入できる。この区切りはfo:static-contentを使って設定する。

	fo:static-contentのflow-nameプロパティの値としてxsl-footnote-separatorを指定すると、その内容は区切りとして脚注参照エリアの先頭に挿入される。

	fo:static-contentのflow-nameプロパティの値としてxsl-before-float-separatorを設定すると、その内容は区切りとして前方フロート参照エリアの最後に追加される。



[image: 脚注と前方フロートの領域]

図20.1 脚注と前方フロートの領域



20.1 脚注

fo:footnoteは、本文のテキストの中あるいはインラインレベルのFOが許される場所に置くことができる。但し、自分自身やfo:floatの子孫にはできない。

fo:footnoteには、二つの子供を配置しなければならない。一つはfo:inlineで、その内容は脚注の合印である。他の一つはfo:footnote-bodyで、その内容は脚注のテキストである。fo:footnote-bodyにはブロックレベルのFOを介してテキストを置く。fo:footnoteの子孫にfo:float、fo:footnote、fo:marker、絶対配置のfo:block-containerを置いてはいけない。

脚注と本文の区切領域にリーダーを置き、本文のfo:flowに脚注の内容を設定した例を示す。分かりやすくするための本文区画の内容領域を罫線で囲った。

<fo:region-body border-style="solid" 
                border-width="0.2mm" 
                margin-top="37pt" 
                margin-bottom="37pt"/>
<fo:page-sequence …略… widows="1" orphans="1">
  <fo:static-content flow-name="xsl-footnote-separator">
    <fo:block line-height="6.8pt">
      <fo:leader leader-pattern="rule" 
                 leader-length="130pt"
                 rule-thickness="0.3pt" 
                 alignment-baseline="central"/>
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:static-content flow-name="xsl-region-after">
    <fo:block text-align="center" 
              font-family="ＭＳ ゴシック" 
              font-size="9pt">
          ( <fo:page-number /> )
    </fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    …略…
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify">
    冊子の組版をするときは、…略…　柱・ノンブル／ページ番号‍
      <fo:footnote>
        <fo:inline baseline-shift="super" 
                   font-family="serif" 
                   font-weight="normal" 
                   keep-together.within-line="always" 
                   keep-with-previous="always" 
                   font-size="6pt">
                1)‌</fo:inline>
        <fo:footnote-body>
          <fo:block start-indent="1em" 
                    text-indent="-1em" 
                    line-height="1.5" 
                    font-size="8pt">
            <fo:inline keep-together.within-line="always" 
                       space-end="1em">
              <fo:inline-container line-height="1" 
                                   start-indent="0em" 
                                   text-indent="0em">
                <fo:block>1)</fo:block>
              </fo:inline-container>
            </fo:inline>
    ノンブルは各ページのヘッダーまたはフッターに置くページ番号を表示 …略… 
    ページの順番とは一致しないことが多い。
          </fo:block>
        </fo:footnote-body>
      </fo:footnote>などの多様な組版対象項目がある。 …略… 
    集者やデザイナーが制作者に指示する項目である。
    </fo:block>
    <fo:block text-indent="1em" 
              text-align="justify">
    XSL-FOでは…略…</fo:block>
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>


組版結果は図20.2 脚注の組版例のようになる。
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図20.2 脚注の組版例





20.2 前方フロート

fo:floatは本文のテキストの中、ブロックレベルのFOあるいはインラインレベルのFOが許される場所に置くことができる。但し、自分自身やfo:footnoteの子孫にはできない。<fo:float float="before">～</fo:float>の内容はブロックレベルのFOである。但し、絶対位置指定のブロックコンテナを置いてはいけない。

前方フロートの区切りとfo:flowに前方フロートの内容を設定した例を示す。

<fo:page-sequence …>
  <fo:static-content flow-name="xsl-before-float-separator">
    <fo:block border-bottom="solid 0.1pt gray"></fo:block>
  </fo:static-content>
  <fo:flow flow-name="xsl-region-body">
    <fo:block text-align="justify"  
              text-indent="1em" >
ページシーケンスが切り替わるとページマスターが切り替わり改ページが行われる。それだけではなく、force-page-count=”even”でページ数を偶数にする、initial-page-number=”1”でページ番号の付け方を指定している。こうして組版結果のPDFは次のようになる。表紙のページシーケンスの制約条件として偶数を指定しているので、2ページ目が空白となる。3ページ目から本文が始まり、フッターのページ番号は1となる。
    </fo:block>
    <fo:float float="before">
      <fo:block text-align="center">
        <fo:external-graphic src="Sample3PDF.PNG" />
      </fo:block>
      <fo:block text-align="center">図 先頭の3ページ</fo:block>
    </fo:float>
  <fo:block text-indent="1em" >図に続く文章……</fo:block>
  …
  </fo:flow>
</fo:page-sequence>


組版結果は図20.3 前方フロートの組版例のようになる。
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図20.3 前方フロートの組版例




第21章 サイドフロート

fo:floatのfloatプロパティを、start、end、left、right、inside、outsideのいずれかに指定すると、fo:floatの内容（画像など）は本文の流れとは切り離して脇に寄せて配置される。これをサイドフロートという。サイドフロートを使うことで、図を左右に寄せて本文は図を回り込ませたり、あるいは図を本文の左インデント内に配置して本文は図の右側に流したりできる。サイドフロートは直近先祖の参照エリアを基準に配置される。

21.1 フロートのプロパティ

プロパティfloatプロパティの値は配置基準とする参照エリアのどちらの辺にフロートを寄せるかを制御する。

表21.1 floatプロパティ

	プロパティ値	説明

	before	fo:floatが生成するブロックエリアは前方フロート参照エリアの子孫になる（20.2 前方フロートを参照）。

	start	fo:floatが生成するブロックエリアはサイドフロートで、参照エリアの開始辺の方向にフロートする。

	end	fo:floatが生成するブロックエリアはサイドフロートで、参照エリアの終了辺の方向にフロートする。

	left	float='start'と解釈する。

	right	float='end'と解釈する。

	inside	fo:floatが生成するブロックエリアはサイドフロートで、のど側（綴じる辺）の方向にフロートする。

	outside	fo:floatが生成するブロックエリアはサイドフロートで、小口側（外側の辺）の方向にフロートする。

	none（初期値）	fo:floatは通常のブロックエリアを生成する。





サイドフロートの配置方法は主にCSS2に由来している。

	フロートのボーダーとパディングの幅はゼロである。

	先行するサイドフロートがあるとき、次のサイドフロートは先行するサイドフロートの内側になるか、後方になる。

	左右のフロートは重ならない。

	サイドフロートの前方辺は、先行するブロック、サイドフロート、それを含むブロックの前方辺より上にならない。

	開始側に他の開始側フロートボックスをもつ開始側フロートボックスは、終了辺がそれを含むボックスの右辺より右になってはならない。



次の例はページの先頭に左フロートで画像を配置した。画像の上辺と本文の上辺を一致させるために画像を含むブロックの上マージンとハーフレディングをゼロにし、line-height.conditionality="discard"によりページ先頭行のline-heightを捨てている。

<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:float float="start">
    <fo:block text-indent="0em" 
              margin="0em 0.5em 0.5em 0em" 
              line-height="1.0">
      <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic" 
                           height="5.6em" 
                           content-height="scale-to-fit" 
                           src="url(image-144.png)"/>
    </fo:block>
  </fo:float>脚注と前方フロートは設定の方法が異なるが配置方法は似ている。
  …略…
</fo:block>


[image: images/side-float-1.png]

図21.1 サイドフロートの配置例



サイドフロートは次の制約が適用される。

	エリアツリーの中で兄弟になるサイドフロートは、内容領域が重なってもかまわない。

	サイドフロートの幅は子供のエリアから決定する。fo:floatのプロパティの値で明示的に決定することはない。

	サイドフロートには、その直近の先祖の参照エリアがそのサイドフロートの親になるような、インラインで重なるブロックエリアの侵入による移動を追加することがある。

	表示ソフトは、一つあるいは複数の重なるサイドフロートの侵入による移動を考慮して、残りのインライン方向の空白が、サイドフロートまたは通常のブロックエリアにとって不十分かどうかを決定する。この場合、clearプロパティの指定に従って、次のサイドフロートまたは通常のブロックエリアによって関連するサイドフロートをクリアし、侵入による移動を十分に小さくできる。





21.2 フロートの解除

エリアが、そのエリアのボーダー領域の前方辺がサイドフロートの後方辺の後に配置されるか、あるいは、サイドフロートの親の参照エリアの子孫ではないとき、エリアはサイドフロートを解除（クリア）するという。ブロックレベルのFOが生成するすべてのエリアがサイドフロートを解除するなら、そのFOはサイドフロートを解除するという。

プロパティclearプロパティをnone以外とするとサイドフロートを解除できる。このプロパティはブロックレベルのFOとfo:floatに適用する。同じ側のサイドフロートが連続すると横に並ぶが、二つ目のサイドフロートにclearを適用すると縦に並ぶ。

表21.2 clearプロパティ

	プロパティ値	説明

	start	このFOが生成する各エリアは、このFOよりも前にあるfo:floatが生成したもので、かつ、各エリアの直近の先祖の参照エリアの子供になっているstart-floatをすべてクリアしなければならない。さらに、このFOが生成する各エリアの直近の先祖の参照エリアを含む参照エリアのチェーンは、このFOよりも前にあるfo:floatの生成するstart-floatの親の参照エリアを後ろに含んではならない。

	end	このFOが生成する各エリアは、このFOよりも前にあるfo:floatが生成したもので、かつ、各エリアの直近の先祖の参照エリアの子供になっているend-floatをすべてクリアしなければならない。さらに、このFOが生成する各エリアの直近の先祖の参照エリアを含む参照エリアのチェーンは、このFOよりも前にあるfo:floatの生成するend-floatの親の参照エリアを後ろに含んではならない。

	left	clear='start'と解釈する

	right	clear='end'と解釈する

	inside	inside側のサイドフロートをクリアする。

	outside	outside側のサイドフロートをクリアする。

	both	両サイドのサイドフロートをクリアする。

	none	特に制約を課さない。



clearプロパティは、前方フロートには適用されない。



次の例は、二つの開始辺側のサイドフロートを二つ設定した。組版結果では二つのサイドフロートが縦方向で重なるため、二つ目のサイドフロートは一つ目の右側に配置される。

<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:float float="start">
    <fo:block text-indent="0em" 
              margin="0em 0.5em 0.3em 0em" 
              line-height="1.0">
      <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic" 
                           height="5.8em" 
                           content-height="scale-to-fit" 
                           src="url(image-144.png)"/>
    </fo:block>
  </fo:float>脚注と前方フロートは設定の方法が異なるが配置方法は似ている。
  <fo:float float="start">
    <fo:block text-indent="0em" 
              margin="0.3em 0.5em 0.3em 0em" 
              line-height="1.0">
      <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic" 
                           height="5.8em" 
                           content-height="scale-to-fit" 
                           src="url(image-144.png)"/>
    </fo:block>
  </fo:float>ページが生成されたとき、脚注は本文区画内の下部に、前方フロートは本文区画内の上部に、それぞれ脚注参照エリアまたは前方フロート参照エリアを生成する。	


[image: images/sidefloat-2float.png]

図21.2 二つのサイドフロート



次の例は、二つ目のサイドフロートに clear="start"を設定した。組版結果では二つのサイドフロートが縦方向に並ぶ。

<fo:block text-indent="1em" 
          text-align="justify" 
          line-height.conditionality="discard">
  <fo:float float="start">
    <fo:block text-indent="0em" 
              margin="0.0em 0.5em 0.3em 0" 
              line-height="1.0">
      <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic" 
                           height="5.8em" 
                           content-height="scale-to-fit" 
                           src="url(image-144.png)"/>
    </fo:block>
  </fo:float>脚注と前方フロートは設定の方法が異なるが配置方法は似ている。
  <fo:float float="start" clear="start">
    <fo:block text-indent="0em" 
              margin="0.3em 0.5em 0.3em 0em" 
              line-height="1.0">
      <fo:external-graphic alignment-baseline="ideographic" 
                           height="5.8em" 
                           content-height="scale-to-fit" 
                           src="url(image-144.png)"/>
    </fo:block>
  </fo:float>ページが生成されたとき、脚注は本文区画内の下部に、前方フロートは本文区画内の上部に、それぞれ脚注参照エリアまたは前方フロート参照エリアを生成する。	


[image: images/sidefloat-clear.png]

図21.3 サイドフロートのクリア





21.3 侵入による移動

サイドフロートを配置したとき、本文内容テキストをサイドフロートと重ならないように移動することを侵入による移動という。プロパティintrusion-displaceは、サイドフロートの侵入によってラインエリアやブロックエリアを移動するときの、移動量の調整方法を設定する。ブロックレベルのFO並びにfo:table-captionとfo:list-itemに適用できる。

表21.3 intrusion-displaceプロパティ

	プロパティ値	説明

	auto（初期値）	参照エリアについては、blockが指定されたときと同じ。その他のエリアについてはlineが指定されたときと同じ。

	none	ラインエリアもブロックエリアも、サイドフロートの侵入による移動はしない。フロートはエリアの内容に影響を与えることなく重なる。但し、clearプロパティがnone以外のときは重ならない。

	line	フロートの侵入が当該ラインエリアの内容領域と交差することがないよう、ラインエリアの開始辺（終了辺）を移動する。また、ラインエリアにtext-indentを適用する前の段階で判断する。結果としてラインエリアのインライン方向の幅が小さくなる。

	indent	このプロパティが適用されるブロックエリアの中の各ラインエリアの開始辺（終了辺）を(a)最低限intrusion-displace='line'を指定したのと同じ量を移動する。(b)それに加えて、現在のラインの移動を引き起こす全ての侵入による他のすべてのラインの開始辺（終了辺）の移動との相対的な差異分を移動する。

	block	ブロックの開始辺（終了辺）を次の(a)(b)を満たす最小限の量だけ移動する。(a)当該のブロックと重なる全ての開始側（終了側）の侵入と、ブロックの開始辺（終了辺）が交差しないようにする。(b)親のエリアが参照エリアではないブロックエリアの場合、移動量は最低限、その親のエリアの移動量以上。なお、そのブロックと侵入の両方の配置矩形を横切るインライン方向の線が存在する場合、ブロックと侵入が重なるという。






第22章 索引

XSLTスタイルシートでFOツリーに変換するとき、XMLドキュメントの索引マークアップから、次のようにして巻末索引を作る。

	XMLドキュメントの索引語マークアップをFOツリーの中で索引キーに変換する。索引キーの作り方には次の2種類がある。	FOのindex-keyプロパティの値として索引キーを指定する。

	fo:index-range-beginとfo:index-range-endの二つの索引専用FOで索引キーを設定する。





	XSLTスタイルシートでXMLの索引語マークアップから索引項目を並べた巻末索引を作る。巻末索引の項目の配列や項目スタイルはXSLTスタイルシートで設定する。

	索引項目はfo:index-key-reference（索引キー参照）で索引キーを参照する。

	fo:index-page-citation-listで組版時に索引キー参照により得られる、索引キーのページ番号の重複や連続するページ番号を整理する。



[image: images/fo-index--epub--.png]

図22.1 XSL-FOの索引



22.1 索引キーと索引項目

索引キーは巻末の索引項目と、参照先索引用FOとの対応を付けるための値である。プロパティindex-keyプロパティの値として索引キーを指定する。index-keyはほとんどすべてのFOに関連付けられる。プロパティindex-classで索引の種別を示す。例えば章と付録、図など索引項目の所属などを分類できる。

各索引項目の見出しは、例えばfo:blockの内容である。fo:blockの子供としてfo:index-page-citation-list（索引ページ引用リスト）を置き、その子供としてfo:index-key-reference（索引キー参照）を置く。



22.2 範囲の始まりと終わりの索引キー

fo:index-range-beginとfo:index-range-endは明示的に索引キーの始まりと終わりを示すFOである。fo:index-range-beginにはid、index-key、index-classの三つのプロパティを設定できる。fo:index-range-endのref-idは、fo:index-range-beginのidと同じ値にして開始と終了を対応付ける。次に例を示す。

<!--節の先頭は2ぺージ-->
<fo:index-range-begin id="b01" index-key="XSL-FO" />
  …
<!--節の最後は6ページ-->
<fo:index-range-end ref-id="b01" />
 …
<!--索引項目-->
<fo:block>XSL-FO
  <fo:inline> </fo:inline>
  <fo:index-page-citation-list>
    <fo:index-key-reference ref-index-key="XSL-FO"/>
  </fo:index-page-citation-list>    
</fo:block> 


組版結果は次の通り。

[image: images/index-0.png]

図22.2 範囲の索引キー



索引ページ引用リスト

fo:index-page-citation-list（索引ページ引用リスト）は、索引キー参照で取得した索引語のページ番号を整理する役割である。索引ページ引用リストの子供には複数の異なる索引キーを置くことができる。

同一の索引キーで得られた同一ページ番号は,index-classが同じならば一つにまとめられる。異なる索引キーで得られた同一ページ番号のまとめ方は、次のプロパティで指定する。

索引のぺージ番号を纏める

プロパティmerge-pages-across-index-key-referencesプロパティは異なる索引キー参照で得られた同一ページ番号をまとめる（merge）か、まとめない（leave-separate）かを指定する。mergeであれば異なる索引キーで得られた同一ページ番号は一つになる。leave-separateであれば別に表示される。





連続ページ番号の範囲表示

プロパティmerge-sequential-page-numbersプロパティは索引キーが3ページ以上連続するときページ番号の表示を範囲形式にするかどうかを指定する。設定値は範囲にまとめる（merge（初期値））または範囲にまとめない（leave-separate）。ページ番号が連続するとは、次の三つをすべて満たすときである。

	索引キーが連続するページに出てくる。

	索引キーのindex-classが同じである（index-classが異なるとマージ処理が指定されていても分離される）。

	merge-ranges-across-index-key-referencesプロパティ"merge"が設定されている。



プロパティmerge-ranges-across-index-key-referencesプロパティは異なる索引キー参照で得られた範囲を一つにする（merge（初期値））か、しない（leave-separate）かを指定する。

次に範囲をまとめる例を挙げる。

<!--本文　3ページ-->
<fo:wrapper index-key="XSLTプロセサ">…</fo:wrapper>
 …
<!--本文　4ページ-->
<fo:wrapper index-key="XSLTプロセサ">…</fo:wrapper>
<fo:wrapper index-key="テンプレート">…</fo:wrapper>
 …
<!--本文　5ページ-->
<fo:wrapper index-key="XSLT">…</fo:wrapper>
 …
<!--索引項目-->
<fo:block>XSLTプロセサ<fo:inline> </fo:inline>
  <fo:index-page-citation-list 
      merge-sequential-page-numbers="merge" 
      merge-pages-across-index-key-references="merge" 
      merge-ranges-across-index-key-references="merge">
    <fo:index-key-reference ref-index-key="XSLTプロセサ"/>
    <fo:index-key-reference ref-index-key="テンプレート"/>
    <fo:index-key-reference ref-index-key="XSLT"/>
  </fo:index-page-citation-list>
</fo:block> 


この例では、3種類の索引キー参照で得られたページ番号を一つの範囲にまとめる。そこで索引項目の組版結果は次のようになる。

[image: images/index-a.png]

図22.3 索引キー参照のページ番号をまとめる



三つのプロパティを分離にする。

<fo:block>XSLTプロセサ<fo:inline> </fo:inline>
  <fo:index-page-citation-list 
      merge-sequential-page-numbers="leave-separate" 
      merge-pages-across-index-key-references="leave-separate" 
      merge-ranges-across-index-key-references="leave-separate">
    <fo:index-key-reference ref-index-key="XSLTプロセサ"/>
    <fo:index-key-reference ref-index-key="テンプレート"/>
    <fo:index-key-reference ref-index-key="XSLT"/>
  </fo:index-page-citation-list>
</fo:block> 


組版結果は次のようになる。

[image: images/index-b.png]

図22.4 索引キー参照のページ番号を分離する







22.3 索引ページ番号の表示に関わるFO

fo:index-page-citation-list-separatorはページ番号のリストでページ番号同士を分離する文字を指定する。fo:index-page-citation-range-separatorはページ番号の開始と終了の範囲を示す文字を指定する。fo:index-page-number-prefix、fo:index-page-number-suffixは索引キー参照で得られたページ番号に付ける接頭辞、接尾辞を指定するためのFOである。


第23章 リンク

リンクとマルチFOはダイナミックな効果を表現するFOである。

fo:basic-linkは一方向のジャンプ機能を定義する。fo:basic-linkのプロパティにジャンプする先を指定する。組版結果上でリンク機能を使うには、ユーザとの対話機能が必要となる。現在のところ、大抵のXSL-FOプロセサは、リンクを設定したPDFを出力してPDF ReaderからPDFのリンク機能を使用する。

表23.1 リンクのプロパティ

	プロパティ	プロパティ値	説明

	external-destination	<uri-specification>（初期値は空文字列）	リンクがPDFの外部のとき、そのジャンプ先を設定する。

	internal-destination	<idref>（初期値は空文字列）	リンクがPDFの内部のとき、PDF内部のジャンプ先を指定する。





external-destinationとinternal-destinationはいずれか一方のみ指定可能である。fo:basic-linkに指定できるプロパティには、この他にdestination-placement-offset、indicate-destination、show-destination、target-presentation-context、target-processing-context、target-stylesheetがある。

[image: i01-image48.png]

図23.1 リンクの仕組み


第24章 双方向性（BIDI）

24.1 双方向性とは

英語のような左から右に書く文章の中にアラビア文字やヘブライ語のような右から左に書く文字が混在することがある。これをBIDI（双方向性）という。Unicodeの文字データベースでは、各文字に表24.1 Unicodeの双方向性文字タイプに示すような双方向性の特性値を定義している。

表24.1 Unicodeの双方向性文字タイプ



	分類
	タイプ
	説明
	方向制御コード名、一般の文字



	強い

	L
	左から右
	LRM、アルファベット、シラビック、漢字、欧州・アラビア語以外の十進数


	LRE、LRO	左から右	LRE、LRO

	R	右から左	RLM、ヘブライ語のアルファベットと主要な句読点

	AL	右から左	アラビア語、Thaana、シリア語のアルファベット、それらの言語特有の主要な句読点

	RLE,RLO	右から左	RLE,RLO

	
弱い	PDF	方向性の回復	PDF

	EN	欧州の番号	欧州の十進数、東Arabic-Indic系の十進数

	ES	欧州の番号区切り	プラス記号、マイナス記号

	ET	欧州の番号終了	温度、通貨記号

	AN	アラビア文字番号	Arabic-Indicの十進数、アラビア文字の十進、千単位の区切り

	CS	普通の番号区切り	コロン、コンマ、フル・ストップ、No-Break-Space

	NSM	非空白区切り	UnicodeでMn、Meとマークされた文字

	BN	中立の境界	上記以外の整形、制御記号

	
中立
	B	パラグラフ区切り	U+2029パラグラフ区切り、改行機能

	S	セグメント区切り	Tab

	WS	ホワイトスペース	空白、数字の空白、行の区切り、FF、一般的な禁則空白

	ON	その他中立	他の全ての文字、Object Replacement Characterなどを含む




Unicode Consortium.“The Unicode Standard, Version 5.0.” Addison-Wesley, 2007. p.1257 を元に作成



また、表24.2 Unicodeの方向制御コードに示す方向制御用の文字コードを追加している。方向制御コードは表示の順序を決定するためにのみ使用する。このコードはパラグラフ単位で有効でパラグラフ区切（U+2029）で効果が終了する。

表24.2 Unicodeの方向制御コード




	分類
	コード	値
	名称	説明




	埋め込み
	RLE	U+202B	Right-to-Left Embedding
	続く文字を右から左へ埋め込む

	LRE	U+202A
	Left-to-Right Embedding	続く文字を左から右へ埋め込む

	オーバライド
	RLO	U+202E
	Right-to-Left Override	続く文字は右から左方向として扱う

	LRO	U+202D
	Left-to-Right Override	続く文字は左から右方向として扱う

	終了	PDF	U+202C
	Pop Directional Formatting	双方向性の状態を、直前のLRE、RLE、RLO、LROの状態に戻す

	暗黙の双方向性マーク
	RLM	U+200F
	Right-to-Left Mark	Right-to-Left ゼロ幅マーク


	LRM	U+200E
	Left-to-Right Mark	Left-to-Right ゼロ幅マーク





Unicode Consortium.“The Unicode Standard, Version 5.0.” Addison-Wesley, 2007. p.1253を元に作成



W3Cの“Unicode in XML and other Markup Languages”では、表24.2 Unicodeの方向制御コードに示した文字のうち、埋め込み・オーバライド・終了（LRE、RLE、LRO、RLO、PDF：U+202A..U+202E）は、マークアップと同時に使うのが適切でない(Characters not Suitable for use With Markup)が、暗黙の双方向性マーク（RLM、LRM：U+200E、U+200F）は、マークアップと同時に使うのが適切である(Format Characters Suitable for Use with Markup)とされている。テキストにコードを埋め込むと編集時の保守性が下がるため、XMLドキュメントではできるだけ上位のマークアップで指定する方がコンテキストが明確になり保守性も良くなる。XSL-FOではUnicodeの方向制御コードの代わりにfo:bidi-overrideを使うべきである。本章での説明はBIDIについての基本的な理解のためである。



Unicode BIDIアルゴリズム

進行方向の異なる文字が入れ子になっていると、文字の進行方向に関して曖昧さが生まれることがある。これを処理するため、Unicodeの仕様ではBIDIアルゴリズムを定義している。これは文字の特性に基づく暗黙の部分と、埋め込み、オーバライドを明示的に制御する部分がある。Unicode BIDIの処理はテキストのストリームに対して次の3段階の処理を行う。

	インプットされたテキストをパラグラフに分解する。

	テキストの埋め込みレベルを解決する。文字の双方向特性とUnicodeの方向制御コードを使って、解決済みの埋め込みレベルを決定する。

	テキストを行に分解した後で、解決済みの埋め込みレベルを使って行単位でテキストを表示のために並び替える。



埋め込みレベルを決定する部分がUnicode BIDIアルゴリズムの中核である。Unicode BIDIでは、パラグラフを同じ方向性をもつ文字の並びに分解し、各並びに埋め込みレベルを付与する。この際、オーバライド・コード（RLO、LRO）の個所は、文字自体のもつ方向性をオーバライド・コードで指定した方向性に切り替える。

各文字の解決済み埋め込みレベルはパラグラフの埋め込みレベルと等しいかそれより大きくなる。右から左へのテキストは奇数になり、左から右へのテキストは偶数になる。例えば英語のパラグラフでは英語の埋め込みレベルは0、それに埋め込まれたアラビア語のテキストは1、さらにその中に埋め込まれた英語のテキストは2である。それに加えて、数字のテキストはパラグラフよりも大きなレベルになる。

次に同じ埋め込みレベルの中で、十進数、数字の区切りなどの弱い方向性、空白などの中立文字を処理して、解決済みの埋め込みレベルを決定する。





24.2 ニュートラル文字とミラーリング

ラテンアルファベットやアラビア文字のように強い方向性を持つ文字以外に、中立（ニュートラル）の文字がある。スペースや括弧などの記号類は中立である。括弧のような対になった文字がRight-to-Leftの状態になった場合、グリフを左右反転させる処理がある。これをミラーリングという。Unicodeではこのミラーリング対象の文字一覧を定めている。

例えば、FOの中でアラビア語を括弧で括った文字列の場合

<fo:block>‭شصض(شصض) ENGLISH‬</fo:block>(アラビア文字列の先頭にU+202Dを置き、強制的に左から右に並べている。)

一般的に中立の文字は周辺の文字の方向性に影響を受ける。Left-to-RightとLeft-to-Rightにはさまれた文字はLeft-to-Rightになり、Right-to-LeftとRight-to-Leftにはさまれた文字はRight-to-Leftになる。この周辺の方向性が対立した場合は、上位の方向性（つまりfo:blockのwriting-mode）に従う。そこで上のfo:blockの部分は、次のように組版される。

شصض (شصض) ENGLISH

左から二つ目（右側）の“）”は反転しない。この問題を解決するにはUnicodeの方向制御コードを使う、二つの方法がある。

①左から二つ目の“）”の後にRLM（U+200F）を挿入して、右から左に書くコンテキストであることを明確にする。

<fo:block>‭شصض (شصض) &#x200F;ENGLISH‬</fo:block>

②アラビア文字列をRLE（U+202B～U+202C）で囲む。

<fo:block>‭&#x202B;شصض (شصض) &#x202C;ENGLISH‬</fo:block>

この二つはいずれも次のように表示される。

شصض (شصض) ‏ENGLISH



24.3 fo:bidi-override

fo:bidi-overrideは、Unicode BIDIのアルゴリズムに対してテキストの文字列を特定の方向に向かって書くことを強制する。unicode-bidiとdirectionプロパティの二つでインラインFOの、Unicode BIDIアルゴリズムで使用するinline-progression-directionをセットする。

方向制御

プロパティunicode-bidiプロパティで指定した値は、マークアップを削除して、あたかも方向制御コードを付加したテキスト文字列のようにUnicode BIDI処理に受け渡される。

表24.3 unicode-bidiプロパティ

	プロパティ値	説明

	normal（初期値）	双方向性のアルゴリズムに関連して、新しいレベルの埋め込みを開始しない。

	embed	インラインレベルの要素については、双方向性アルゴリズムに関連して新しい埋め込みを開始する。この埋め込みの方向は、directionプロパティで与えられる。要素の内部では、暗黙のうちに並び替えを行う。これは、開始点ではLRE（U+202A、direction="ltr"に対して）または、RLE（U+202B、direction="rtl"に対して）に相当し、終了点ではPDF（U+202C）に相当する。

	bidi-override	インラインレベルの要素またはインラインレベルのみを含む要素では、オーバーライドを生成する。言い換えると、並び替えでは双方向性アルゴリズムを無視してdirectionプロパティの指定する順序通りとなる。これは、開始点ではLRO（U+202D、direction="ltr"に対して）または、RLO（U+202B、direction="rtl"に対して）に相当し、終了点ではPDF（U+202C）に相当する。







方向指定

プロパティdirectionプロパティは、unicode-bidi="embed"またはunicode-bidi="override"とともに指定して、Unicode BIDIアルゴリズムのための、ブロックのライティング方向と埋め込みとオーバーライドの方向を指定する。

この他、表の欄のレイアウト、水平方向のオーバーフロー、text-align="justify"を指定した時の段落の不完全な最終行の位置を指定する。writing-modeプロパティとの整合性をたもつため、directionプロパティは、そこに適用されるwriting-modeプロパティと同じ初期値を持つ。もし、同じFOにdirectionプロパティが明示的に指定されていれば、directionプロパティは、writing-modeからセットするinline-progression-directionを上書きする。

directionプロパティはグリフがベースラインに対して直立する文字だけに影響を与える。つまり、横組ではグリフが回転していない文字列に対して、縦組ではグリフが回転する文字列に対して有効である。

表24.4 directionプロパティ

	プロパティ値	説明

	ltr（初期値）	左から右方向

	rtl	右から左方向





ニュートラルとミラーリングの項で方向整形コードを使った例は、fo:bidi-overrideを使っても同様のことができる。



fo:bidi-overrideを使った例

<fo:block>
  &#x0634;&#x0635;&#x0636; (&#x0634;&#x0635;&#x0636;) ENGLISH
</fo:block>
<fo:block>
  <fo:bidi-override unicode-bidi="embed" 
                  direction="rtl">
  &#x0634;&#x0635;&#x0636; (&#x0634;&#x0635;&#x0636;) 
  </fo:bidi-override>
  ENGLISH
</fo:block>


上の行は左からアラビア文字を3文字、開き括弧、アラビア文字3文字、閉じ括弧、ラテンアルファベットを並べている。下の行はアラビア文字の区間をfo:bidi-overrideで方向を明確化する。組版結果は次の通り。

[image: images/bidi-override.png]

図24.1 bidi-overrideの組版例






コア関数ライブラリーとデータ型

コア関数ライブラリー



	数値関数 



	数値 floor(数値)
	引数より大きくない最大の整数(closest to positive infinity)を返す。



	数値 ceiling(数値)
	引数より小さくない最小の整数(closest to negative infinity)を返す。



	数値 round(数値)
	引数に一番近い整数を返す。



	数値 min(数値, 数値)
	二つの引数の数値の中で小さい方を返す。



	数値 max(数値, 数値)
	二つの引数の数値の中で大きい方を返す。



	数値 abs(数値)
	引数の数値の絶対値を返す。



	カラー関数 




	カラー rgb(数値, 数値, 数値)
	RGBカラー空間の特定のカラーを返す。



	カラー icc-color(数値, 数値, 数値, 名前文字, 数値, 数値)
	ICCカラー・プロファイルの特定のカラーを返す。ICCカラープロファイルは第4の引数で示す。fo:declarationsの中でfo:color-profileで定義されている必要がある。最初の三つの数値はフォールバックRGBカラーを示す。名前文字に続く数値はICCカラープロファイル依存のカラー指定数値。 



	カラー system-color(名前文字)
	与えられた名前をもつシステム定義のカラーを返す。



	フォント関数 




	オブジェクト system-font(名前文字, 名前文字?)
	システム・フォントの特性を返す。



	プロパティ値関数 




	オブジェクト inherited-property-value(名前文字？)
	引数で指定した名前と一致するプロパティの継承値を返す。



	数値 label-end()
	リストのlabel-endの値を返す。



	数値 body-start()
	リストのbody-startの値を返す。



	オブジェクト from-parent(名前文字?)
	引数に一致するプロパティの計算された値を返す。



	オブジェクト from-nearest-specified-value(名前文字?)
	引数に一致するプロパティの計算された値を返す。


	オブジェクト from-page-master-region(名前文字?)
	V1.1で追加された。区画毎の回転方向やライティングモードを取得する。名前文字は空とする。



	オブジェクト from-table-column(名前文字?)
	fo:table-columnの中で、名前が引数に一致するプロパティの継承された値を返す。



	数値 propotional-column-width(数値)
	この関数の引数がNであるとき、プロポーショナル・メジャーのN単位を返す。



	オブジェクト merge-property-values(名前文字?)
	引数に一致するプロパティの計算された値を返す。









データ型

	<integer>

	符号付整数。オプションの'+'または'-'記号に続く数字の並び。

	<number>

	符号付実数。オプションの'+'または'-'記号に続く数字の並び、続けてオプションの、'.'記号と数字の並び。

	<length>

	符号付の長さの値。長さは実数と単位からなる。

	<length-range>

	複合データ型。minimum、optimum、maximumのコンポーネントをもち、各コンポーネントは<length>。

	<length-conditional>

	lengthとconditionalityをもつ複合データ型。lengthコンポーネントは<length>で、conditionalityコンポーネントはdiscardかretain。

	<length-bp-ip-direction>

	block-progression-direction、inline-progression-directionのコンポーネントをもつ複合型。各コンポーネントは<length>。

	<space>

	minimum、optimum、maximum、precedence、conditionalityのコンポーネントをもつ複合データ型。minimum、optimum、maximumコンポーネントは<length>、precedenceコンポーネントはforceまたは<integer>、conditionalityコンポーネントはdiscardかretainである。minimumがoptimumより大きいなら、その値をoptimumにセットし、maximumがoptimumより小さいなら、その値をoptimumにセットする。

	<keep>

	within-line、within-column、within-pageのコンポーネントをもつ複合型。各コンポーネントの値は、auto、alwaysまたは<integer>。

	<angle>

	オプションの'+'または'-'記号、<number>、角度の単位の識別子の順で構成される角度表現。角度の単位の識別子には、'deg'、'grad'、'rad'があり、0degから360degに正規化される。

	<percentage>

	オプションの'+'または'-'記号に続く数字の並び、オプションの'.'記号と数字の並びに続いて'%'が現れる符号付実数。

	<character>（文字）

	一つのUnicode文字

	<string>（文字列）

	文字の並び

	<name>（名前文字）

	名前を現す文字列。名前文字(NCName)の定義に従っている必要がある。

	<family-name>

	フォントを識別する文字列。

	<color>（カラー）

	キーワードまたはカラー関数を表す文字列。キーワードのカラー名は、aqua、black、blue、fuchsia、gray、green、lime、maroon、navy、olive、purple、red、silver、teal、white、yellow。

	<country>

	ISO 3166による国コードの指定。

	<language>

	639-2による言語コードの指定。2文字または3文字コード

	<script>

	ISO 15924スクリプト・コードに準拠する文字列。

	<id>

	名前（Name）の定義に準拠し、スタイルシートの中でユニークな文字列。

	<idref>

	名前（Name）の定義に準拠し、スタイルシートの中で使われているIDプロパティの値にマッチする文字列。

	<uri-specification>

	"url("から始まり、オプションの空白、オプションのシングル・クオート（'）またはダブル・クオート（"）、続いてRFC2396で定義するURI参照、オプションのシングル・クオート（'）またはダブル・クオート（"）、続いてオプションの空白、最後に")"からなる文字列。

	<shape>

	" <top> <right> <bottom> <left> "からなる矩形。内容領域の該当する辺からのオフセット数値（<length> またはauto）を指定する。負も許可される。autoは0pt。

	<time>

	数字と時間単位（'ms'または's'）

	<frequency>

	数字と周波数単位（'Hz'または'kHz'）




FOの一覧

宣言、ページネーション、ページレイアウトのFO



	FOの名前
	説明


	6.4.2 fo:root
	XSL結果ツリーであるFOツリーのルート。



	6.4.3 fo:declarations
	スタイルシートのグローバル宣言のグループ化。



	6.4.4 fo:color-profile
	スタイルシートのICCカラー・プロフィールを宣言する。



	6.4.5 fo:page-sequence
	レポートの章のような、文書の一部となるページの部分的な並びを生成する方法を規定する。このページの内容はfo:page-sequenceの子供のフローである。



	6.4.6 fo:page-sequence-wrapper
	（V1.1）。複数のfo:page-sequenceのプロパティに同じ値を設定したいとき、それらをfo:page-sequence-wrapperで囲んでプ
ロパティを設定し、子供のfo:page-sequence に継承できる。



	6.4.7 fo:layout-master-set
	文書で使われる全てのマスターを囲む要素。



	6.4.8 fo:page-sequence-master
	ページの並びを生成するためのページマスターのセットの制約や順序を規定する。



	6.4.9 fo:single-page-master-reference
	一つのページマスターの一つのインスタンスからなる下位の並びを規定する。



	6.4.10 fo:repeatable-page-master-reference
	一つのページマスターの繰り返しのインスタンスからなる下位の並びを規定する。



	6.4.11 fo:repeatable-page-master-alternatives
	いくつかの代替可能なページマスターのセットからなる繰り返しの並びを規定する。



	6.4.12 fo:conditional-page-master-reference
	使用条件を指定して、その条件を満たした時に使われるページマスターを参照する。



	6.4.13 fo:simple-page-master
	ページの領域を定義し、ページを生成するのに使われる。ページは最大5までの領域に分けることができる。



	6.4.14 fo:region-body
	ページの中央のビューポート参照エリア対を定義する。



	6.4.15 fo:region-before
	fo:reion-bodyの前方に位置するビューポート・エリアを定義する。



	6.4.16 fo:region-after
	fo:region-bodyの後方に位置するビューポート・エリアを定義する。



	6.4.17 fo:region-start
	fo:region-bodyの開始側に位置するビューポート・エリアを定義する。



	6.4.18 fo:region-end
	fo:region-bodyの終了側に位置するビューポート・エリアを定義する。



	6.4.19 fo:flow
	fo:flowの内容はページの中に分布する流し込みテキストを供給するフロー・オブジェクトの並び。



	6.4.20 fo:static-content
	複数のページの中の同じ名前の一つの領域に繰り返して置かれたり、あるいは一つの領域に表示される、FOの並びまたはツリーを保持する。一般的には静的なヘッダやフッタ等に使う。



	6.4.21 fo:title
	文書のタイトルを関連づけるのに使われる。ユーザ・エージェントが文書を識別するのに使うことができる。



	6.4.22 fo:flow-map
	（V1.1）流し込み区画の対応付けはfo:flow-map（フローマップ）で明示的に設定できる。



	6.4.23 fo:flow-assignment
	（V1.1）フローマップの子供でソースのフローシーケンス（fo:flow-source-list）と流し込み先区画（fo:flow-target-list)を対応付ける。



	6.4.24 fo:flow-source-list
	（V1.1）ソースのフローシーケンスを指定する。子供はfo:flow-name-specifier。



	6.4.25 fo:flow-name-specifier
	（V1.1）一つのフローの名前を指定する空要素。



	6.4.26 fo:flow-target-list
	（V1.1）フローを流し込む先の区画のシーケンスを指定する。



	6.4.27 fo:region-name-specifier
	（V1.1）一つの区画の名前を指定する空要素。









ブロックレベルのFO


	FOの名前
	説明



	6.5.2 fo:block
	段落、タイトル、ヘッドライン、図、テーブルのキャプション等に使う。



	6.5.3 fo:block-container
	ライティング・モードの異なるエリア等ブロックレベルの参照エリアを生成するのに使う。









インラインレベルのFO


	FOの名前
	説明



	6.6.2 fo:bidi-override
	行内の異なるスクリプトや言語が混在するときに使う、初期値のUnicodeのbidiアルゴリズムを変更する。



	6.6.3 fo:character
	グリフにマップする文字を表す。




	6.6.4 fo:initial-property-set
	fo:blockの最初の行のフォーマット特性を表す。



	6.6.5 fo:external-graphic
	FO結果ツリーの外部に置くグラフィック・データのために使う。



	6.6.6 fo:instream-foreign-object
	インライン・グラフィックやその他のジェネリックなオブジェクト。オブジェクトのデータは、fo:instream-foreign-objectの子孫になる。



	6.6.7 fo:inline
	バック・グラウンドをもつテキストの一部を整形する場合や、テキストの一部を境界で囲む時などに使う。



	6.6.8 fo:inline-container
	インラインの参照エリアを生成するのに使う。



	6.6.9 fo:leader 
	
二つのテキストFOを繋ぐのに使う、リーダ線、繰り返し文字の行、文字を周期的に繰り返すパターンなど発生する。



	6.6.10 fo:page-number
	現在のページ番号を表す。



	6.6.11 fo:page-number-citation
	引用されたFOによって返される最初のエリアを含むページのページ番号を参照する。



	6.6.12 fo:page-number-citation-last
	（V1.1）引用されたFOによって返される最後のエリアを含むページのページ番号を参照する。



	6.6.13 fo:folio-prefix
	（V1.1）ページ番号の接頭辞を設定する。



	6.6.14 fo:folio-suffix
	（V1.1）ページ番号の接尾辞を設定する。



	6.6.15 fo:scaling-value-citation
	（V1.1）引用されたfo:external-graphicに適用されたスケール値を得る。









表のFO



	FOの名前
	説明



	6.7.2 fo:table-and-caption
	表とキャプションを一緒に組版するために使う。



	6.7.3 fo:table
	表の表部分の組版をするのに使う。



	6.7.4 fo:table-column
	表のカラム幅のように同じカラムとスパンをもつセル適用する特性を設定する。



	6.7.5 fo:table-caption
	 fo:table-and-captionを使うときのみ。表のキャプションを内容とするブロックレベルのFOを含む。



	6.7.6 fo:table-header
	表のヘッダの内容を囲む。



	6.7.7 fo:table-footer
	表のフッタの内容を囲む。



	6.7.8 fo:table-body
	表の本体の内容を囲む。



	6.7.9 fo:table-row
	表のセルを行としてグループ化するのに使う。



	6.7.10 fo:table-cell
	表のセルに配置する内容をグループ化するのに使う。








リストのFO



	FOの名前
	説明



	6.8.2 fo:list-block
	リスト（箇条書きの）ブロックを示す。



	6.8.3 fo:list-item
	リストのラベルとボディを含む項目。



	6.8.4 fo:list-item-body
	リストの項目のボディ部分。



	6.8.5 fo:list-item-label
	リストの項目のラベル部分。リストのボディを列挙したり、識別する。








リンクとマルチFO



	FOの名前
	説明


	6.9.2 fo:basic-link
	単純な1方向の１ターゲットのリンクの開始リソースを示す。


	6.9.3 fo:multi-switch
	FOの代替サブ・ツリーの指定を囲み、一つのサブ・ツリーから他のサブ・ツリーへの切替を制御する。


	6.9.4 fo:multi-case
	 fo:multi-switchの中でFOの各代替サブ・ツリーを囲む。各サブ・ツリーから表示したり、隠したりする対象を選択する。


	6.9.5 fo:multi-toggle
	fo:multi-caseの中で、他のfo:multi-caseに切り替えるために使う。


	6.9.6 fo:multi-properties
	一つの内容に関係付けられた複数のプロパティ・セットを切り替えるために使う。


	6.9.7 fo:multi-property-set
	ユーザ・エージェントの状態によって切り替えるFOのプロパティ・セットを指定する。








索引のためのFO

索引機能はXSL-FO V1.1で追加された。 



	FOの名前
	説明



	6.10.2 fo:index-page-number-prefix
	索引のページ番号の接頭辞を指定する。



	6.10.3 fo:index-page-number-suffix
	索引のページ番号の接尾辞を指定する。



	6.10.4 fo:index-range-begin
	索引キーの範囲の始まりを示す。



	6.10.5 fo:index-range-end
	索引キーの範囲の終わりを示す。



	6.10.6 fo:index-key-reference
	索引キー参照。



	6.10.7 fo:index-page-citation-list
	索引キー参照で得られたページ番号リストの整理方法を指定するために使う。



	6.10.8 fo:index-page-citation-list-separator
	索引ページ番号間の分離に使う文字を指定する。



	6.10.9 fo:index-page-citation-range-separator
	索引ページ番号の範囲を示す文字を指定する。









しおりのためのFO

しおり機能はXSL-FO V1.1で追加された。 



	FOの名前
	説明


	6.11.1 fo:bookmark-tree
	しおりツリーの起点（ルート）を示す。



	6.11.2 fo:bookmark
	しおり項目のジャンプ先を示す。



	6.11.3 fo:bookmark-title
	しおりの表示文字列を含む。









アウト・オフ・ラインのFO


	FOの名前
	説明



	6.12.2 fo:float
	二つの目的に使う。一つは内容を普通に配置していくとき、関連する内容をページの先頭の別のエリアに配置するため。もう一つはエリアをページの片側に寄せて、通常の内容をその廻りに流すため。



	6.12.3 fo:footnote
	脚注の引用と対応する脚注を作り出すのに使う。



	6.12.4 fo:footnote-body
	脚注の内容を生成するのに使う。








その他のFO


	FOの名前
	説明



	6.13.2 fo:change-bar-begin
	（V1.1）改訂バーの開始位置の印を付ける。



	6.13.3 fo:change-bar-end
	（V1.1）改訂バーの終了位置の印を付ける。



	6.13.4 fo:wrapper
	FOのグループに対して継承されたプロパティを指定するのに使う。



	6.13.5 fo:marker
	fo:retrieve-marker、fo:retrieve-table-markerのためのマーク付けをする。




	6.13.6 fo:retrieve-marker　
	
ランニング・ヘッダー、ランニング・フッターを取得する。



	6.13.7 fo:retrieve-table-marker　
	
（V1.1）表のヘッダー、フッターを取得する。








フォーマッテイング・プロパティ

FOのプロパティの多くはCSS2からコピーされており、三つのグループに大きく分類されている。第1グループは、多数のFOに適用されるもので九つのサブグループに分類される。

	共通のアクセシビリティ・プロパティ

	アクセシビリティをサポートするためのプロパティ

	共通の絶対位置決め用プロパティ

	絶対位置指定のエリアの位置と大きさを制御するためのプロパティ

	共通の聴覚プロパティ

	FOの内容の音声によるレンダリングを制御するためのプロパティ

	共通のボーダー、パディング、バックグラウンドのプロパティ
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この他にショートハンド・プロパティがある。ショートハンド・プロパティは、個別のプロパティに展開される。


あとがき

本書は2001年から2002年にかけて開催したXSL-Schoolというセミナーのテキストをベースにしている。当時は、XSL-FO V1.0仕様が勧告になったばかりで、XSL-FOについての情報は少なかった。アンテナハウスはXSL-FOプロセサを開発し、製品の提供を始めたばかりであったので、XSL-FOの普及活動を有償のセミナーとして行った。

XSL-FOは、XMLを自動組版するためのものであり、XMLの市場そのものがニッチな上に、それを自動組版するというだけで市場はますますニッチとなる。こうしたこともあり、資料を商業出版社から本として出版するのは難しかった。それから10数年を経てプリントオンデマンド（POD）で本を販売できる仕組みができた。ちなみに、本書のPOD用PDF版もXSL-FOを利用する制作システム（CAS-UB）で自動生成されている。今回、テキストを刷新した上でPODにより出版する。

元となるテキストは2001年10月15日にW3C勧告となったXSL-FO V1.0仕様に基づいている。XSL-FO仕様は2006年12月にV1.1になったので、この機会にXSL-FO V1.1で追加された項目も含める。

最近、twitterをはじめとするインターネット上で、CSS3（Cascading Style Sheets Level3）の強化によって、いずれはCSSがXSL-FOにとって変わるのではないか、という発言がときどきみられる。しかし、XMLの用途は多様である。そのすべてがWebを目的とするものではない。さらに、仮にWebに出すとしても、Webページは紙のページとは本質的に異なるものである。Webページを端末で揮発性の画面に高速に表示することを出発点としているCSSと、静的なページという制約のある紙に印刷することを出発点としているXSL-FOは基本レベルで異なっている。

本書を一読されれば理解していただけるだろうが、ページとか冊子製本を想定することにより、スクロールでは不要な機能が数多く必要となる。CSSに現在のような紙を想定するページの概念をそのまま持ち込むということは、画面表示には不要な多数の組版制約条件を追加することになる。恐らく、これは時代に逆行する考え方であることを指摘しておきたい。
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